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編
集
後
記

連
休
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
ま
し
た
か
？
コ
ロ
ナ
禍
と
は
い

え
昨
年
に
比
べ
多
く
の
人
々
が
国
内
外
に
出
か
け
ら
れ
た
よ
う
で

す
。
筆
者
も
札
幌
市
の
自
宅
に
帰
省
し
ま
し
た
が
、
田
舎
の
実
家

に
は
親
の
希
望
（
コ
ロ
ナ
が
心
配
で
、
回
り
に
迷
惑
が
か
か
っ
て

も
い
け
な
い
の
で
、
来
て
ほ
し
く
な
い
）
で
、
一
昨
年
、
昨
年
に

引
き
続
き
帰
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
久
し
く
顔
も
見
て

い
な
い
の
で
リ
モ
ー
ト
で
も
…
と
考
え
ま
し
た
が
、
環
境
が
整
っ

て
い
な
い
の
が
残
念
で
す
。

本
号
の
表
紙
・
裏
表
紙
に
は
、「
支
援
米
活
動
」
の
写
真
を
熊

本
・
静
岡
の
両
分
会
に
提
供
い
た
だ
き
掲
載
し
ま
し
た
。
こ
の
支

援
米
活
動
は
、「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
支
援
米
」
と
し
て
一
九
九

五
年
か
ら
本
格
的
に
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
前
身
は
、
七
〇

年
代
後
半
の
ア
フ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
飢
餓
進
行
を
背
景
に
、
八

五
年
に
始
ま
っ
た
中
央
労
農
市
民
会
議
に
よ
る
「
ア
フ
リ
カ
飢
餓

救
援
米
作
付
け
活
動
」
で
す
。

そ
の
目
的
は
、
日
本
農
業
の
象
徴
と
し
て
の
米
を
作
り
、
飢
え

に
苦
し
む
世
界
の
人
々
に
提
供
す
る
と
い
う
人
道
的
活
動
に
あ
り

ま
す
。
同
時
に
、
活
動
に
参
加
す
る
人
々
が
自
然
と
結
び
あ
い
、

田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
一
連
の
共
同
・
連
携
活
動
を
つ
う
じ
て
、

地
球
市
民
に
共
生
・
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
と
い
う
意

義
を
持
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
農
業
生
産
は
そ
の
活
動
に
よ
っ
て
新
た
な
生
命
・
価
値

を
つ
く
り
出
す
自
然
循
環
の
営
み
、
農
業
体
験
を
つ
う
じ
て
人
と

自
然
、
動
・
植
物
の
関
係
を
考
え
る
教
育
力
、
農
作
業
を
つ
う
じ

て
健
全
な
精
神
・
体
力
を
養
う
福
祉
力
を
併
せ
持
っ
た
運
動
、
と

位
置
づ
け
て
き
ま
し
た
。
以
降
、
全
国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
、
地

域
の
自
治
体
、
小
・
中
学
校
と
連
携
し
た
活
動
や
、
連
合
運
動
の

一
環
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
県
も
い
く
つ
か
存
在
し
ま
す
。

二
〇
二
一
年
に
お
い
て
は
、全
国
で
六
四
、五
三
八
㎡
が
作
付
け
、

二
二
ト
ン
を
超
え
る
収
穫
が
あ
り
、
マ
リ
共
和
国
を
中
心
に
発
送

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
運
動
が
地
域
に
根
ざ
し
た
取
り
組
み
と

し
て
、
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
を
切
に
願
う
も
の
で
す
。

さ
て
、
今
回
の
特
集
は
二
〇
二
二
年
度
農
林
水
産
予
算
で
す
。

新
基
本
法
・
基
本
計
画
に
基
づ
く
農
政
が
展
開
さ
れ
る
な
か
、
み

ど
り
戦
略
を
踏
ま
え
た
各
種
取
り
組
み
、
さ
ら
に
は
、
感
染
症
の

世
界
的
拡
大
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
、
今
後
の
我
が
国
の
農
林

水
産
業
に
多
大
な
影
響
が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
国
民
の
安
心
と
安

全
、
そ
し
て
『
食
』
を
守
る
こ
と
を
最
重
要
の
課
題
と
心
に
据
え

置
き
、
様
々
な
活
動
に
参
加
し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
前
月
号
で
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
日

の
誤
植
な
ど
校
正
作
業
の
不
備
が
あ
り
、
読
者
の
皆
様
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
桜
日
和
に
浮
か
れ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
の
で
す
が
、
以
後
、
気
を
つ
け
て
編
集
作
業
に
向
き
合
い

ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
柴
山
）

６５

◎「水田活用新時代」は農文協（農業書センターTEL03-6261-4760）、「農政改革下の
農業・農村」は農林統計出版（TEL03-3511-0058）、「日本酪農への提言」は全農林
・農村と都市をむすぶ編集部（TEL03-3508-4350）までお問い合わせください。
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持続可能な発展のために
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コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
農
業
を
始
め
る
人
が
増
え

て
い
る
と
い
う
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
報
道
「
農
業
に
熱
視

線
！
広
が
る
副
業
農
業
」（
お
は
よ
う
日
本

二

〇
二
一
年
四
月
一
二
日
放
送
）
に
よ
る
と
、
二
〇

二
〇
年
二
月
か
ら
二
〇
二
一
年
一
月
ま
で
の
就
農
希
望
者
の
数

は
、
前
年
に
比
べ
て
一
〇
倍
に
も
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
動
き
を
雇
用
指
標
と
の
関
係
も
含
め
て
位
置
づ
け
る
た

め
、
新
規
就
農
者
調
査
と
失
業
率
、
有
効
求
人
倍
率
の
動
向
を
見

て
み
よ
う
。
二
〇
一
四
年
に
新
規
就
農
者
調
査
の
定
義
改
定
が
さ

れ
て
い
る
の
で
、
二
〇
一
三
年
以
前
と
二
〇
一
四
年
以
後
に
分
け

て
み
る
と
、
二
〇
一
三
年
以
前
で
は
、
二
〇
〇
八
〜
二
〇
〇
九
年

に
か
け
て
失
業
率
が
急
上
昇
し
、
有
効
求
人
倍
率
が
急
低
下
す
る

中
で
新
規
就
農
者
総
数
は
六
〇
千
人
か
ら
六
七
千
人
へ
増
加
し
た

以
外
は
、
停
滞
ま
た
は
減
少
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
。
四
九
歳
以

下
新
規
就
農
者
数
も
減
少
傾
向
を
続
け
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
四
〜
二
〇
一
五
年
に
か
け
て
、
新
規
就
農

者
数
も
四
九
歳
以
下
新
規
就
農
者
数
も
か
な
り
増
え
て
い
る
。
二

〇
一
〇
年
ご
ろ
以
降
、
失
業
率
は
継
続
的
に
低
下
し
、
有
効
求
人

倍
率
も
二
〇
一
四
年
に
は
一
・
〇
を
上
回
り
、
二
〇
一
五
年
に
は

一
・
二
〇
と
改
善
し
て
い
た
。
つ
ま
り
二
〇
一
四
〜
二
〇
一
五
年

に
か
け
て
の
新
規
就
農
者
数
の
増
加
は
、「
労
働
力
過
剰
」
か
ら

「
労
働
力
不
足
」
へ
の
転
換
が
進
ん
で
い
く
中
で
起
こ
っ
た
と
い

う
意
味
で
特
異
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
新
規
就
農
者
増
加
の
ピ
ー
ク
は
二
〇
一
五
年
で
あ

り
、
そ
の
後
は
減
少
し
て
い
る
。
雇
用
指
標
を
見
る
と
、
二
〇
一

八
〜
二
〇
一
九
年
ご
ろ
を
転
換
点
に
悪
化
傾
向
に
あ
り
、
こ
う
し

た
傾
向
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
二
〇
二
〇
年
に
は
顕
著
と
な
っ
て
い

る
。
こ
う
し
た
雇
用
指
標
の
悪
化
の
中
で
も
新
規
就
農
者
数
の
減

少
傾
向
は
止
ま
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
で
は
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
二
〇
二
〇
年
に
お
け
る
就
農
希

望
者
の
急
増
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

二
〇
一
四
年
以
降
の
新
規
就
農
者
数
に
つ
い
て
、
新
規
自
営
農

業
就
農
者
、
新
規
雇
用
就
農
者
、
新
規
参
入
者
の
別
に
動
き
を
見

る
と
、
新
規
自
営
農
業
就
農
者
は
二
〇
一
四
〜
二
〇
一
五
年
の
間

を
除
き
、
ほ
ぼ
減
少
傾
向
に
あ
る
。
と
く
に
四
九
歳
以
下
新
規
自

営
農
業
就
農
者
の
減
少
は
顕
著
で
、
二
〇
一
九
年
以
降
の
雇
用
指

標
の
悪
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
減
少
を
続
け
て
い
る
。
新
規
雇
用
就

農
者
は
二
〇
一
四
〜
二
〇
一
五
年
に
か
け
て
急
増
し
た
が
、
そ
の

後
は
停
滞
ま
た
は
減
少
し
て
お
り
、
二
〇
一
九
年
以
降
の
雇
用
指

標
の
悪
化
に
伴
っ
て
微
増
し
て
い
る
が
、
そ
の
動
き
は
顕
著
で
は

な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
新
規
参
入
者
は
、
二
〇
一
七
年
を
例
外
と
し

て
、
雇
用
指
標
の
動
き
に
ほ
ぼ
連
動
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
二
〇

一
八
年
ま
で
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
二
〇
一
九
〜
二
〇
二
〇
年
の

間
に
大
き
く
伸
び
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
に
お
け
る
就
農
希
望
者

の
急
増
と
い
う
報
道
は
、
こ
の
動
き
を
と
ら
え
た
も
の
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
陰
り
を
見
せ
て
い
た
ブ
ー
ム
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で

再
来
し
つ
つ
あ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

た
だ
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
農
業
ブ
ー
ム
は
必
ず
し
も
積
極

的
な
農
業
志
向
と
は
限
ら
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
二
〇
一
五
年
ご

ろ
の
農
業
ブ
ー
ム
は
雇
用
指
標
の
改
善
に
も
か
か
わ
ら
ず
の
ブ
ー

ム
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
二
〇
一
九
〜
二
〇
二
〇
年
の
動

き
は
、
雇
用
指
標
が
悪
化
す
る
中
で
起
こ
っ
て
い
る
。
積
極
的
に

農
業
が
選
ば
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

冒
頭
に
紹
介
し
た
報
道
の
タ
イ
ト
ル
に
「
副
業
」
と
い
う
言
葉

が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
農
業
に
限
ら
ず
、
副
業

が
広
が
っ
て
い
る
。
株
式
会
社
学
情
が
二
〇
二
二
年
一
月
に
実
施

し
た
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
（「
Ｒ
ｅ
就
活
」
二
〇
二
二
年
二
月
二

日
発
表
）
に
よ
る
と
、「
勤
務
す
る
会
社
で
副
業
が
認
め
ら
れ
て

い
た
ら
「
副
業
し
た
い
」
と
回
答
し
た
二
〇
代
が
九
割
に
迫
る
」

と
さ
れ
、
副
業
を
希
望
す
る
理
由
（
複
数
回
答
）
の
八
五
・
三
％

が
「
収
入
を
増
や
し
た
い
」、
五
四
・
七
％
が
「
本
業
以
外
で
も

収
入
を
得
る
手
段
を
得
た
い
」
と
い
う
よ
う
に
、「
収
入
」
に
関

す
る
理
由
が
多
い
。
今
回
の
農
業
ブ
ー
ム
再
来
の
動
き
も
、
本
業

の
収
入
減
・
収
入
不
安
の
中
で
副
業
を
求
め
る
動
き
の
中
に
あ

り
、
農
業
を
積
極
的
に
選
択
し
た
ブ
ー
ム
と
い
う
よ
り
、
副
業
を

迫
ら
れ
る
中
で
の
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
の
農
業
副
業
と
と
ら
え

る
こ
と
も
で
き
る
。

さ
ら
に
、
近
年
の
農
学
系
学
部
の
志
願
者
減
に
も
注
意
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
河
合
塾
「
二
〇
二
一
年
度
入
試
を
振
り
返
る
」

に
よ
っ
て
学
部
系
統
別
志
願
状
況
を
見
る
と
、
農
学
系
志
願
者
数

は
、
国
公
立
大
学
で
前
年
比
九
七
％
と
停
滞
し
て
お
り
、
私
立
大

学
で
は
前
年
比
八
〇
％
と
苦
戦
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
二

〇
二
一
年
度
入
試
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
こ
こ
数
年
の
傾
向

で
あ
る
。
私
学
に
限
っ
た
デ
ー
タ
で
あ
る
が
、
日
本
私
立
学
校
振

興
・
共
済
事
業
団
の
「
私
立
大
学
・
短
期
大
学
等
入
学
志
願
動

向
」
各
年
版
で
こ
の
こ
と
を
確
か
め
て
お
こ
う
。
ま
ず
農
学
系
の

志
願
倍
率
を
見
る
と
、
デ
ー
タ
の
確
認
で
き
る
範
囲
で
最
も
古
い

二
〇
〇
八
年
度
入
試
で
は
八
・
九
四
倍
だ
っ
た
の
が
二
〇
一
四
年

度
入
試
の
一
一
・
八
一
倍
ま
で
毎
年
上
昇
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

二
〇
一
五
年
度
入
試
以
降
、
志
願
倍
率
は
低
下
過
程
に
入
り
、
二

〇
二
一
年
度
入
試
で
は
八
・
六
三
倍
に
な
っ
て
い
る
。

志
願
者
数
の
実
数
を
見
て
も
、
二
〇
一
一
年
度
入
試
で
六
九
千

人
だ
っ
た
も
の
が
二
〇
一
五
年
度
入
試
の
八
五
千
人
ま
で
連
続
的

に
増
加
し
た
が
、
二
〇
一
六
年
度
入
試
以
降
は
減
少
局
面
に
入

り
、
二
〇
二
一
年
度
入
試
で
は
七
八
千
人
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
入
試
動
向
か
ら
み
て
も
、
二
〇
一
五
年
ご
ろ
の
新
規
就
農

者
増
加
は
農
業
・
農
学
へ
の
積
極
的
志
向
に
支
え
ら
れ
て
い
た
と

み
ら
れ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
規
就
農
者
増
加
は
農
学
離

れ
の
も
と
で
起
こ
っ
て
い
る
消
極
的
志
向
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
再
来
し
た
新
規
就
農
の
動
き
を
確
実

な
流
れ
に
す
る
た
め
に
は
、
農
業
農
村
へ
の
理
解
を
促
進
し
、
若

い
世
代
の
農
学
へ
の
積
極
的
志
向
を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み
が

不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

（
と
し
お
）

農
業
ブ
ー
ム
は
再
来
す
る
の
か
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1
�
は
じ
め
に

食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
は
、
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
第
一
の
要
因
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
へ
の

対
応
の
た
め
で
あ
る
。
第
二
の
要
因
は
、
地
球
規
模
の
気
候
危
機

へ
の
対
応
の
た
め
で
あ
る
。
第
三
に
は
、
こ
れ
に
コ
ロ
ナ
禍
が
加

わ
り
、
主
要
各
国
の
経
済
活
動
再
開
に
よ
る
需
要
の
一
定
の
増
加

か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
資
源
価
格
や
食
料
品
価
格
な
ど
が
上
昇

し
た
。
第
四
に
、
さ
ら
に
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

よ
っ
て
、
資
源
・
食
料
品
な
ど
の
価
格
上
昇
が
つ
づ
い
て
い
る
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
農
政
が
規
制
緩
和
等
に
よ
っ
て
弱
め
た
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
に
よ
る
農
産
物
輸
入
拡
大
と
い
う
下

で
、
以
上
の
よ
う
な
課
題
に
対
応
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

農
林
水
産
省
は
、
二
〇
二
一
年
五
月
、「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
」（
以
下
、「
み
ど
り
戦
略
」）
を
策
定
し
た
。
そ
の
「
み

ど
り
戦
略
」
関
連
法
案
を
二
二
年
の
通
常
国
会
に
上
程
し
た
。
ま

た
、
同
年
五
月
に
「
人
・
農
地
等
の
関
連
施
策
の
見
直
し
」
を
と

り
ま
と
め
、
十
二
月
に
は
そ
の
対
応
方
向
（
関
連
施
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
）
を
ま
と
め
た
。
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の
改
正
法
案
な

ど
関
連
法
案
も
、
二
二
年
通
常
国
会
に
上
程
さ
れ
た
。

「
新
し
い
農
村
政
策
の
在
り
方
」
と
「
長
期
的
な
土
地
利
用
の

在
り
方
」
に
関
す
る
二
つ
の
検
討
会
は
、
二
一
年
六
月
に
「
中
間

と
り
ま
と
め
」
を
公
表
し
、
二
二
年
四
月
に
は
最
終
と
り
ま
と
め

を
公
表
し
た
。

こ
う
し
た
農
政
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
課
題
に
対
し
て
、

二
二
年
度
農
林
水
産
予
算
が
対
応
し
き
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る

こ
と
が
、
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

ま
ず
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
（
以
下
、
新
基
本
法
）
の

食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
は
、
転
換
期
に
あ
る
。
二
〇
二
〇
年

三
月
閣
議
決
定
の
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
は
、「
産
業
政

策
と
地
域
政
策
を
車
の
両
輪
と
し
て
推
進
」
す
る
と
し
て
、
食
料

自
給
率
（
供
給
熱
量
）
四
五
％
の
政
策
目
標
を
か
か
げ
、
農
林
水

産
物
・
食
品
の
輸
出
拡
大
目
標
を
五
兆
円
に
設
定
し
た
。

基
本
計
画
の
具
体
化
の
た
め
の
検
討
を
つ
づ
け
る
な
か
で
、
二

一
年
五
月
に
は
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
が
策
定
、
公

表
さ
れ
た
。「
み
ど
り
戦
略
」
は
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
の
脱
炭
素

社
会
（
カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
）
実
現
を
か
か
げ
、
化
学
農
薬
の
使
用

量
五
〇
％
削
減
、
化
学
肥
料
の
使
用
量
三
〇
％
削
減
、
有
機
農
業

を
全
農
地
の
二
五
％
（
一
〇
〇
万
ha
）
に
、
と
の
数
値
目
標
を
か

か
げ
た
。
関
連
法
案
は
今
国
会
に
上
程
さ
れ
た
。

同
じ
二
一
年
五
月
、
農
林
水
産
省
は
、
政
府
・
与
党
の
検
討
を

経
て
、「
人
・
農
地
等
の
関
連
施
策
の
見
直
し
」
を
と
り
ま
と
め
、

十
二
月
に
は
「
対
応
方
向
」（
関
連
施
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）
を
ま
と

め
た
。
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
改
正
法
案
な
ど
関
連
法
案

が
、
今
国
会
に
上
程
さ
れ
て
い
る
。

基
本
計
画
の
具
体
化
の
た
め
、「
新
し
い
農
村
政
策
の
在
り
方
」

と
「
長
期
的
な
土
地
利
用
の
在
り
方
」
に
関
す
る
二
つ
の
検
討
会

が
設
置
さ
れ
、
両
検
討
会
は
二
一
年
六
月
、「
中
間
と
り
ま
と
め
」

を
公
表
し
、
二
二
年
四
月
に
最
終
と
り
ま
と
め
を
公
表
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
の
進
行
、
地
球
規

模
で
の
気
候
危
機
に
対
応
す
る
政
策
見
直
し
で
あ
る
。
こ
れ
に
加

え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
世
界

的
大
流
行
）
に
よ
る
国
内
外
の
物
流
・
人
流
の
寸
断
や
食
料
品
等

の
需
要
変
化
、
経
済
活
動
再
開
に
よ
る
物
価
上
昇
な
ど
へ
の
対
応

が
迫
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
二
二
年
二
月
の
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
価
格
、
穀
物
な
ど
食
料

品
価
格
等
の
高
騰
を
招
い
て
い
る
。

こ
の
特
集
で
は
、
新
基
本
法
下
で
の
農
林
水
産
予
算
の
動
き
と

二
二
年
度
予
算
の
特
徴
（
神
山
安
雄
）
を
ま
ず
検
討
す
る
。
次
い

で
、
二
二
年
度
予
算
で
大
き
な
変
化
の
あ
る
人
材
育
成
・
確
保
対

策
（
堀
口
健
治
論
文
）、
農
業
構
造
政
策
（
安
藤
光
義
論
文
）、
米

政
策
（
秋
山
満
論
文
）
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
農
林
水
産
物
・
食

品
の
輸
出
額
は
一
兆
円
を
超
え
て
き
て
お
り
、
そ
の
輸
出
対
策
予

算
（
作
山
巧
論
文
）
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
（
文
責
・
神
山
安
雄
）

特
集

二
〇
二
二
年
度
農
林
水
産
予
算
を
め
ぐ
っ
て

農
林
水
産
予
算
の
構
造
と
二
〇
二
二
年
度
予
算

神
山
安
雄

農
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
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下
で
の
農
政
の
推
移
に
つ
い
て
、農
林
水
産
予
算
の
骨
格（
構
造
）

か
ら
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
上
で
、
二
二
年
度
農
林
水
産
予

算
の
位
置
づ
け
、
特
徴
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

2
�
農
林
水
産
予
算
か
ら
み
た
農
政
の
推
移

⑴
農
林
水
産
予
算
の
比
重
の
低
下

新
基
本
法
下
で
の
農
林
水
産
予
算
は
、
国
家
予
算
に
占
め
る
比

重
を
年
々
低
下
さ
せ
て
い
る
。

二
二
年
度
国
家
予
算
は
、
一
〇
七
兆
五
九
六
四
億
円
と
史
上
最

高
額
を
更
新
し
た
。
歳
出
の
う
ち
、
国
債
費
が
二
四
・
三
兆
円
、

地
方
交
付
税
交
付
金
等
が
一
五
・
九
兆
円
で
、
一
般
歳
出
は
六
七

・
四
兆
円
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
予
備
費
五
兆
円

を
含
む
）
で
あ
る
。
歳
入
の
う
ち
、
新
規
国
債
発
行
（
公
債
金
）

は
三
六
・
九
兆
円
に
抑
え
ら
れ
た
が
、
二
二
年
度
当
初
予
算
の
国

債
依
存
度
は
三
六
・
九
％
と
依
然
と
し
て
高
い
。
国
債
依
存
の
国

家
予
算
で
あ
る
。
二
一
年
度
末
の
国
債
残
高
一
〇
〇
四
兆
円
（
見

込
み
）
は
、
二
二
年
度
末
に
は
一
〇
二
六
兆
円
に
膨
れ
る
と
の
見

込
み
で
あ
る
。

二
二
年
度
農
林
水
産
予
算
は
総
額
二
兆
二
七
七
七
億
円
と
、
二

一
年
度
当
初
予
算
（
デ
ジ
タ
ル
庁
へ
の
移
管
分
を
除
く
）
に
比
べ

七
六
億
円
（
〇
・
三
％
）
減
額
し
た
。
国
の
国
債
費
を
除
く
歳
出

（
地
方
交
付
税
交
付
金
等
は
含
む
）
に
占
め
る
割
合
は
二
・
七
％

に
低
下
し
た
。

国
債
費
除
き
の
国
の
歳
出
に
占
め
る
農
林
水
産
予
算
の
割
合

は
、
二
〇
〇
〇
年
度
五
・
七
％
、
一
〇
年
度
三
・
四
％
、
一
五
年

度
三
・
四
％
、
一
六
年
度
三
・
七
％
、
一
七
年
度
三
・
一
％
、
二

〇
年
度
二
・
九
％
、
二
一
年
度
二
・
八
％
と
低
下
傾
向
に
あ
る
。

国
債
依
存
の
国
家
予
算
の
な
か
で
、
防
衛
予
算
は
五
兆
三
九
〇

一
億
円
、
一
・
一
％
増
と
突
出
し
て
い
る
。

防
衛
予
算
が
農
林
水
産
予
算
を
実
額
で
上
ま
わ
る
よ
う
に
な
る

の
は
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
す
ぎ
か
ら
で
あ
る
。

臨
時
行
政
調
査
会
の
行
財
政
改
革
は
、
国
鉄
の
分
割
・
民
営
化

等
を
進
め
る
と
と
も
に
、
食
糧
管
理
経
費
を
中
心
に
農
林
水
産
予

算
の
減
額
、社
会
保
障
・
福
祉
関
係
費
の
抑
制
を
進
め
、一
方
で
、

シ
ー
レ
ー
ン
防
衛
を
名
目
に
防
衛
予
算
を
増
額
し
た
。

一
九
八
〇
年
度
の
農
水
予
算
三
兆
七
七
六
五
億
円
に
対
し
防
衛

予
算
二
兆
二
六
六
五
億
円
、
八
五
年
度
の
農
水
三
兆
三
八
九
五
億

円
に
対
し
防
衛
三
兆
一
六
九
七
億
円
。
八
六
年
度
は
、
農
水
三
兆

二
八
〇
四
億
円
、
防
衛
三
兆
三
三
八
〇
億
円
と
逆
転
し
た
。
そ
の

後
、
九
〇
年
度
は
農
水
三
兆
三
〇
〇
九
億
円
、
防
衛
四
兆
二
五
四

一
億
円
、
二
〇
〇
〇
年
度
は
農
水
三
兆
八
九
七
七
億
円
、
防
衛
四

兆
九
三
三
七
億
円
、
一
〇
年
度
は
農
水
二
兆
六
二
四
三
億
円
、
防

衛
四
兆
七
九
九
六
億
円
で
あ
る
。

二
二
年
度
も
ま
た
、
防
衛
予
算
一
・
一
％
増
に
対
し
て
、
食
糧

安
全
保
障
に
か
か
わ
る
農
水
予
算
は
〇
・
三
％
減
。
人
間
の
安
全

保
障
に
か
か
わ
る
社
会
保
障
予
算
は
、
高
齢
化
に
と
も
な
う
増
加

分
（
約
四
四
〇
〇
億
円
）
の
枠
内
に
抑
制
さ
れ
、
四
三
九
三
億
円

増
で
あ
っ
た
。（
注
1
）

⑵
食
料
安
定
供
給
関
係
費
の
動
向

新
基
本
法
制
定
後
、
初
年
度
の
予
算
編
成
が
二
〇
〇
〇
年
度
予

算
で
あ
っ
た
。
財
務
省
は
、
農
林
水
産
予
算
に
つ
い
て
、
公
共
事

業
と
非
公
共
事
業
。
非
公
共
事
業
の
う
ち
、
米
麦
の
管
理
や
稲
作

経
営
安
定
対
策
、
麦
作
と
大
豆
の
経
営
安
定
対
策
と
い
っ
た
収
入

安
定
対
策
な
ど
を
食
料
安
定
供
給
関
係
費
と
し
、
残
り
の
非
公
共

事
業
を
一
般
事
業
費
に
区
分
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
の
農
林
水
産
予
算
（
当
初
予
算
）
を
、
公

共
事
業
費
・
非
公
共
事
業
費
（
一
般
事
業
費
・
食
料
安
定
供
給
関

係
費
）
に
分
類
し
た
も
の
が
、
図
1
で
あ
る
。

財
務
省
は
、二
一
年
度
当
初
予
算
か
ら
従
来
は
一
般
事
業
費（
構

造
政
策
関
係
予
算
）
と
し
て
扱
っ
て
い
た
農
業
者
年
金
経
費
な
ど

（
二
〇
年
度
当
初
予
算
で
三
〇
三
〇
億
円
）
を
「
食
料
供
給
安
定

費
」
に
加
え
た
。
そ
の
た
め
、
二
〇
〇
〇
〜
二
〇
年
度
予
算
と
二

一
年
度
以
降
の
予
算
と
で
の
単
純
比
較
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
二

一
年
度
当
初
予
算
に
含
ま
れ
る
デ
ジ
タ
ル
庁
へ
の
移
管
分
（
二
一

年
度
当
初
予
算
で
一
九
七
億
円
）
は
、
二
二
年
度
予
算
に
当
然
含

ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
食
料
安
定
供
給
費

を
中
心
に
農
水
予
算
に
み
る
農
政
の
動
向
を
検
討
し
た
い
。

自
民
党
・
小
泉
内
閣
（
二
〇
〇
一
〜
〇
六
年
）
の
構
造
改
革
路

図1 農林水産予算の推移（2000～2022年度、当初予算）

資料；農林水産省年報、各年度版、など農林水産省資料、および財務省資料により作成
注1）各年度とも、当初予算。
2）2021年度から食料安定供給関係費に農業者年金経費等が加えられたため、2020年度2）は、比較のため、

食料安定供給関係費に農業者年金経費等（3030億円）を加えたもの。
3）2021年度3）は、デジタル庁への移管分（197億円）を除いたもの。
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線
は
、
郵
政
民
営
化
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
「
小
さ
な
政
府
」
を

め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
公
共
事
業
を
削
減
し
、
一
般
事
業
化
を

進
め
た
。
農
水
予
算
で
も
、
公
共
事
業
中
心
で
あ
っ
た
ウ
ル
グ
ア

イ
・
ラ
ウ
ン
ド
対
策
は
す
で
に
終
了
し
、
農
業
農
村
整
備
費
な
ど

の
公
共
事
業
費
は
削
減
さ
れ
、
一
部
が
一
般
事
業
化
さ
れ
た
。
一

般
事
業
費
で
は
、
新
基
本
法
の
重
要
事
項
の
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
が
二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
、
二
〇
〇
億
円
を
超

え
る
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

食
料
安
定
供
給
費
は
、
米
生
産
調
整
経
費
の
増
加
、
こ
れ
に
と

も
な
う
稲
作
・
麦
作
・
大
豆
の
経
営
安
定
対
策
費
の
増
加
に
よ

り
、
徐
々
に
増
加
し
て
い
た
。
ま
た
、
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
（
Ｍ

Ａ
）
輸
入
米
は
、
米
の
関
税
化
（
関
税
割
当
制
へ
の
移
行
）
に
よ

り
輸
入
枠
が
七
六
・
七
万
玄
米
ト
ン
に
抑
え
ら
れ
た
が
、
加
工
用

と
主
食
用
（
売
買
同
時
入
札
に
よ
り
上
限
一
〇
万
ト
ン
）、
援
助

用
で
処
理
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
売
却
残
が
累
積
し
、
Ｍ
Ａ
米

の
在
庫
量
が
二
〇
〇
六
米
穀
年
度
末
に
は
一
七
五
万
ト
ン
ま
で
積

み
上
が
り
、
管
理
経
費
が
増
加
し
て
い
っ
た
。

食
料
安
定
供
給
費
が
顕
著
に
増
加
す
る
の
は
、
二
〇
〇
七
年
度

予
算
か
ら
で
あ
る
。
〇
七
年
度
か
ら
農
政
改
革
三
対
策
―
経
営
所

得
安
定
対
策
、
米
政
策
改
革
推
進
対
策
、
農
地
・
水
・
環
境
保
全

向
上
対
策
―
が
始
ま
っ
た
。
経
営
所
得
安
定
対
策
は
、「
担
い
手
」

に
限
定
さ
れ
た
と
は
い
え
、
水
田
・
畑
作
経
営
の
米
・
麦
・
大
豆

・
て
ん
菜
・
バ
レ
イ
シ
ョ
を
「
品
目
横
断
的
」
に
対
象
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
日
本
農
政
の
価
格
政
策
か
ら
所
得
政
策
へ
の
転
換
を

意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

経
営
所
得
安
定
対
策
は
、
麦
・
大
豆
・
甘
味
資
源
作
物
が
生
産

条
件
不
利
是
正
対
策
の
対
象
で
あ
る
の
に
対
し
、
米
は
収
入
減
少

緩
和
対
策
（
ナ
ラ
シ
対
策
）
の
対
象
で
し
か
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
民
主
党
は
、
米
を
含
め
た
主
要
作
物
に
対
し

て
、「
担
い
手
」
だ
け
で
な
く
販
売
農
家
全
体
を
対
象
に
所
得
補

償
す
べ
き
と
し
た
。
二
〇
〇
九
年
九
月
に
民
主
党
政
権
が
発
足
す

る
と
、
一
〇
年
度
か
ら
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
が
導
入
さ
れ

た
。
米
の
所
得
補
償
、
水
田
活
用（
水
田
転
作
等
）の
所
得
補
償
、

さ
ら
に
一
一
年
度
か
ら
の
畑
作
物
の
所
得
補
償
の
導
入
は
、
食
料

安
定
供
給
費
を
増
加
さ
せ
た
。

戸
別
所
得
補
償
の
財
源
は
、
公
共
事
業
の
農
業
農
村
整
備
費
を

大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
で
調
達
さ
れ
た
。
民
主
党
政
権
下
で
の
農

水
予
算
の
構
成
は
、
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

二
〇
一
二
年
十
二
月
の
総
選
挙
に
よ
っ
て
、
自
公
連
立
政
権
が

復
帰
し
た
。
そ
の
安
倍
内
閣
は
、
戸
別
所
得
補
償
を
旧
名
称
「
経

営
所
得
安
定
対
策
」
に
変
え
、
二
〇
一
二
年
度
・
一
三
年
度
予
算

で
は
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
。
し
か
し
、
一
四
年
度
農
水
予
算
か
ら

は
、
米
の
直
接
支
払
は
半
減
さ
せ
、
産
地
づ
く
り
交
付
金
な
ど
の

手
直
し
を
し
な
が
ら
、
一
八
年
度
か
ら
は
米
生
産
調
整
・
生
産
目

標
数
量
の
都
道
府
県
へ
の
配
分
を
取
り
や
め
、
米
の
直
接
支
払
を

廃
止
す
る
等
、
所
得
政
策
を
後
退
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
、

食
料
安
定
供
給
費
は
微
減
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

安
倍
内
閣
は
、
一
方
で
、
民
主
党
政
権
に
よ
り
大
幅
に
削
減
さ

れ
た
農
業
農
村
整
備
費
な
ど
の
公
共
事
業
費
に
つ
い
て
、
民
主
党

政
権
前
の
〇
九
年
度
水
準
に
ま
で
戻
す
こ
と
を
進
め
た
。
こ
れ

は
、
予
算
補
正
と
い
う
手
法
を
つ
う
じ
て
行
わ
れ
た
。

⑶
補
正
予
算
の
位
置
づ
け
と
役
割

補
正
予
算
は
、
緊
急
に
必
要
な
災
害
復
旧
・
復
興
対
策
や
景
気

浮
揚
対
策
・
経
済
対
策
な
ど
の
た
め
に
編
成
さ
れ
る
。

年
度
後
半
以
降
に
編
成
さ
れ
た
景
気
対
策
等
の
場
合
は
、
そ
の

執
行
の
多
く
が
翌
年
度
と
な
る
が
、
決
算
は
当
該
年
度
の
補
正
後

予
算
と
し
て
行
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
当
該
年
度
の
補

正
後
予
算
と
し
て
図
示
し
た
（
図
2
）。

一
一
年
度
補
正
後
予
算
が
突
出
し
て
い
る
の
は
、
東
日
本
大
震

災
の
復
旧
・
復
興
対
策
、
一
六
年
度
補
正
後
予
算
は
熊
本
震
災
の

復
旧
・
復
興
対
策
の
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
公
共
事
業
費
を

中
心
に
増
額
さ
れ
た
。

二
〇
年
度
補
正
後
予
算
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
に
補
正
予
算
が
三
回
に
わ
た
り
編
成
さ
れ
、
農
水
予
算

も
大
幅
に
増
額
さ
れ
た
。
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
対
策

は
、
財
源
の
一
部
を
復
興
税
の
追
加
徴
収
に
求
め
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
三
回
に
わ
た
る
補
正
予
算

は
、
財
源
の
す
べ
て
を
国
債
の
増
発
に
求
め
、
国
債
依
存
度
を
高

図2 農林水産関係予算の推移（2000～2022年度、補正後予算）

資料；図1に同じ
注1）2000～2019年度は、補正後予算。2020年度・2021年度は〈当初予算＋補正予算〉、分類は筆者による。
2）2021年度から、食料安定供給関係費に農業者年金経費等（2020年度当初予算ベースで3030億円）を計上。
3）2021・当初3）は、デジタル庁への移管分を除いたもの。
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め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
〇
年
度
農
水
予
算
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
民
主
党
政
権
は
、

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
（
食
料
安
定
供
給
費
）
の
財
源
を
農
業
農

村
整
備
事
業
（
公
共
事
業
費
）
の
大
幅
な
削
減
に
求
め
た
。
そ
こ

で
削
減
さ
れ
た
公
共
事
業
費
を
、
安
倍
政
権
（
自
公
復
帰
政
権
）

は
、
当
初
予
算
に
補
正
予
算
を
上
積
み
す
る
こ
と
で
取
り
戻
し
て

い
く
手
法
を
と
っ
た
。

経
済
対
策
と
し
て
の
補
正
予
算
は
、
農
業
農
村
整
備
な
ど
の
公

共
事
業
費
が
公
共
投
資
と
し
て
な
じ
み
や
す
く
、
建
設
国
債
の
発

行
対
象
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
機
械
・
施
設
の
導
入
等
に
対
す
る
補
助
事
業
も
投
資

的
性
格
を
も
つ
た
め
、
補
正
予
算
に
組
み
こ
ま
れ
る
こ
と
が
多

い
。
機
械
・
施
設
等
導
入
事
業
を
含
む
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
対
策
の
畜
産
ク

ラ
ス
タ
ー
事
業
、
ま
た
農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出
拡
大
対
策
も
、

補
正
予
算
で
事
業
費
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

⑷
特
別
会
計
に
よ
る
食
料
安
定
供
給
費
の
運
営

食
料
安
定
供
給
費
の
う
ち
、
米
麦
の
管
理
は
、
食
料
安
定
供
給

特
別
会
計
の
食
糧
管
理
勘
定
、
畑
作
物
の
直
接
支
払
、
収
入
減
少

影
響
緩
和
対
策
（
ナ
ラ
シ
対
策
）
は
、
同
特
別
会
計
の
農
業
経
営

安
定
勘
定
を
つ
う
じ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
水
田
活
用
の

直
接
支
払
は
、
一
四
年
度
か
ら
一
般
会
計
化
さ
れ
た
。

食
糧
管
理
法
を
廃
止
し
て
一
九
九
五
年
に
施
行
さ
れ
た
食
糧

法（
注
2
）は
、
主
要
食
糧
（
米
麦
）
に
つ
い
て
国
の
役
割
を
備
蓄
と

貿
易
に
限
定
し
た
。
現
在
は
、
食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
の
食
糧

管
理
勘
定
を
つ
う
じ
て
、
こ
の
国
の
役
割
に
か
か
わ
る
米
（
国
内

米
�
備
蓄
米
�
、
Ｍ
Ａ
等
輸
入
米
）
と
麦
（
輸
入
の
食
用
小
麦
・

飼
料
用
大
麦
）
の
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。

食
糧
管
理
勘
定
の
項
目
（
国
内
米
・
輸
入
米
・
国
内
麦
・
輸
入

麦
）
ご
と
の
損
益
額
の
推
移（
図
3
）（
注
3
）を
み
る
と
、
利
益
（
黒

字
）
が
生
じ
て
い
る
の
は
〈
輸
入
麦
〉
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
〈
輸

入
麦
〉
も
、
穀
物
国
際
価
格
の
高
騰
し
た
〇
七‐

〇
八
年
以
降
、

管
理
経
費
を
加
え
る
と
、
輸
入
価
格
の
高
騰
に
売
却
価
格
値
上
げ

が
追
い
つ
か
な
い
と
い
う
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生
じ
（
売
却
価
格
の
改

訂
は
現
在
、
四
半
期
ご
と
）、
小
麦
の
売
買
差
益
に
は
上
限
（
マ

ー
ク
ア
ッ
プ
）
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
損
失
（
赤
字
）

を
計
上
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。〈
国
内
麦
〉
に
つ
い
て
は
、
そ
の

売
買
に
政
府
は
介
入
せ
ず
、
米
・
麦
・
大
豆
等
の
品
目
横
断
的
な

経
営
所
得
安
定
対
策
の
は
じ
ま
っ
た
〇
七
年
度
か
ら
、
特
別
会
計

の
別
の
勘
定
（
現
在
は
、
農
業
経
営
安
定
勘
定
）
で
会
計
処
理
さ

れ
て
い
る
。

〈
国
内
米
〉
と
〈
輸
入
米
〉
の
勘
定
は
、
恒
常
的
に
損
失
（
赤

字
）
を
計
上
し
て
い
る
。
主
食
用
米
の
備
蓄
は
、
九
〇
万
ト
ン
を

目
安
と
し
た
三
年
を
基
本
と
す
る
回
転
備
蓄
で
あ
る
。
Ｍ
Ａ
輸
入

米
は
、
国
内
の
主
食
用
米
市
場
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
、
国
家

貿
易
・
国
家
管
理
と
し
て
い
る
。
Ｍ
Ａ
米
の
一
部
（
上
限
一
〇
万

ト
ン
）
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
枠
（
豪
州
米
）
の
売
買
同
時
入
札
（
Ｓ
Ｂ
Ｓ
）

に
よ
る
輸
入
米
が
主
食
用
に
ま
わ
る
だ
け
で
、
備
蓄
米
と
Ｍ
Ａ
等

輸
入
米
の
売
却
等
処
理
は
、
加
工
用
・
援
助
用
・
飼
料
用
に
限
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
売
買
差
損
が
恒
常
的
に
生
じ
、
管
理
経
費

（
金
利
・
倉
敷
料
等
）
を
加
え
る
と
、〈
国
内
米
〉
と
〈
輸
入
米
〉

の
勘
定
に
恒
常
的
に
多
額
の
損
失
（
赤
字
）
が
生
じ
る
。

Ｍ
Ａ
米
は
平
均
輸
入
単
価
が
一
ト
ン
八
万
円
、
飼
料
用
へ
の
一

ト
ン
二
万
円
で
の
売
却
で
、
一
ト
ン
六
万
円
の
財
政
負
担
と
な

る
。
援
助
用
へ
の
仕
向
け
で
は
、
輸
送
費
負
担
が
一
ト
ン
二
万
円

あ
り
、
一
ト
ン
一
〇
万
円
の
財
政
負
担
と
な
る
。
ま
た
、
在
庫
の

保
管
料
負
担
は
一
ト
ン
一
万
円
で
あ
る
。
Ｍ
Ａ
米
の
飼
料
用
へ
の

売
却
は
、
二
〇
米
穀
年
度
五
三
万
ト
ン
、
二
一
米
穀
年
度
六
一
万

ト
ン
。
援
助
用
は
そ
れ
ぞ
れ
二
万
ト
ン
、
三
万
ト
ン
。
在
庫
は
二

〇
米
穀
年
度
末
（
二
〇
年
十
月
末
）
六
二
万
ト
ン
、
二
一
米
穀
年

度
末
（
二
一
年
十
月
末
）
六
〇
万
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
（
い
ず
れ

も
玄
米
重
量
）（
注
4
）。

二
〇
会
計
年
度
の
食
糧
管
理
勘
定
（
米
）
は
、
売
買
差
損
六
四

八
億
円
（
国
内
米
三
七
八
億
円
、
輸
入
米
二
七
〇
億
円
）、
管
理

経
費
二
一
九
億
円（
国
内
米
一
二
二
億
円
、
輸
入
米
九
七
億
円
）、

合
計
損
失
額
八
六
七
億
円
（
国
内
米
五
〇
〇
億
円
、
輸
入
米
三
六

七
億
円
）
で
あ
る（
注
5
）。

政
府
は
、
米
過
剰
の
一
部
を
回
転
備
蓄
で
、
国
際
的
な
約
束
の

Ｍ
Ａ
等
輸
入
米
を
国
家
貿
易
・
国
家
管
理
で
、
多
額
の
財
政
支
出

図3 食糧管理勘定の損益の推移（1995～2020年度、決算ベース）

資料；農林水産省、政策審議会食糧部会提出資料「麦の参考統計表」各年度版、などにより作成
注1）
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に
よ
っ
て
吸
収
し
な
が
ら
市
場
隔
離
（
不
十
分
な
か
た
ち
で
）
し

て
、
国
内
の
主
食
用
米
市
場
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

二
一
年
産
米
価
の
下
落
の
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
需
要
減
退

と
い
っ
た
事
態
に
直
面
す
る
と
、
需
給
調
整
機
能
と
所
得
政
策
の

弱
さ
が
露
呈
す
る
こ
と
に
な
る
。

経
営
所
得
安
定
対
策
の
う
ち
、畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金（
ゲ

タ
対
策
）、
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
ナ
ラ
シ
対
策
）
は
、
食

料
安
定
供
給
特
別
会
計
の
農
業
経
営
安
定
勘
定
を
つ
う
じ
て
運
営

さ
れ
て
い
る
。

財
務
省
が
細
目
を
公
表
し
て
い
る
一
九
年
度
決
算
の
農
業
経
営

安
定
勘
定
は
、
歳
入
が
食
糧
管
理
勘
定
か
ら
の
繰
入
れ
九
二
〇
億

円
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
八
二
三
億
円
、（
独
法
）
農
畜
産

業
振
興
機
構
（
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
）
納
付
金
二
五
七
億
円
、
雑
収
入
〇
・

三
億
円
、
前
年
度
剰
余
金
受
入
れ
一
〇
三
四
億
円
、
歳
入
合
計
三

〇
三
五
億
円
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
農
業
経
営
安
定
事
業
費
二
二
四

九
億
円
な
ど
が
支
出
さ
れ
た（
注
6
）。

食
糧
管
理
勘
定
（
一
九
年
度
決
算
）
で
は
、
歳
出
の
食
糧
買
入

費
二
九
九
九
億
円
、
保
管
料
な
ど
食
糧
管
理
費
二
三
七
億
円
に
対

し
て
、
歳
入
の
食
糧
売
払
代
が
三
三
一
八
億
円
で
あ
る
。
歳
入
に

は
、
一
般
会
計
か
ら
の
受
入
れ
八
九
〇
億
円
、
食
糧
買
入
の
原
資

と
な
る
食
糧
証
券
発
行
に
よ
る
収
入
九
七
〇
億
円
が
あ
る
。
歳
入

は
、
雑
収
入
等
を
加
え
、
合
計
五
五
四
三
億
円
で
あ
っ
た
。
歳
出

に
は
、
ほ
か
に
他
勘
定
へ
の
繰
入
れ
一
〇
二
一
億
円
（
輸
入
麦
売

買
差
益
等
の
農
業
経
営
安
定
勘
定
へ
の
繰
入
れ
等
）、
国
債
整
理

基
金
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ
九
〇
〇
億
円
（
食
糧
証
券
の
償
還
・

利
払
い
）
が
あ
り
、
歳
出
合
計
五
一
四
九
億
円
で
あ
っ
た
。（
注
7
）

食
糧
管
理
法
下
の
食
糧
管
理
特
別
会
計
で
は
、〈
内
外
麦
コ
ス

ト
プ
ー
ル
方
式
〉
の
手
法
に
よ
っ
て
、
大
半
が
輸
入
小
麦
で
あ
る

輸
入
食
糧
勘
定
の
利
益
額
（
黒
字
）
が
、
麦
価
政
策
等
を
行
う
国

内
麦
管
理
勘
定
の
損
失
額
（
赤
字
）
を
ほ
ぼ
同
額
に
し
て
埋
め
て

い
た
（
穀
物
国
際
価
格
の
高
騰
し
た
一
九
七
二
〜
七
四
年
度
時
期

を
除
く
）。
国
内
米
管
理
勘
定
の
多
額
の
損
失
額
（
赤
字
）
が
、

食
管
会
計
全
体
の
損
失
額
（
赤
字
）
に
な
る
〈
米
問
題
の
財
政
問

題
化
〉
と
い
う
構
図
で
あ
っ
た
。

麦
作
経
営
安
定
対
策
が
は
じ
ま
り
特
別
会
計
内
で
処
理
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
と
、〈
内
外
麦
コ
ス
ト
プ
ー
ル
方
式
〉
が
崩
れ
て
い

っ
た
。
し
か
し
、
い
ま
で
も
輸
入
麦
の
売
買
差
益
が
国
内
麦
所
得

支
持
政
策
の
財
源
の
一
部
を
構
成
し
て
い
る
（
図
4
）。

⑸
関
税
収
入
を
財
源
に
し
た
畜
産
経
営
安
定
対
策
等

畜
産
経
営
安
定
対
策
は
、
輸
入
牛
肉
等
の
関
税
収
入
を
財
源
と

し
て
、（
独
法
）
農
畜
産
業
振
興
機
構
（
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
）
を
つ
う
じ

て
運
営
さ
れ
て
い
る
（
図
5
）。

輸
入
牛
肉
等
関
税
収
入
は
、
国
の
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
ら
れ

た
後
、
肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金
・
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定
交
付

金
（
牛
マ
ル
キ
ン
）・
肉
豚
経
営
安
定
交
付
金
（
豚
マ
ル
キ
ン
）

図4 国内産麦振興費（推計）と外国産麦の売買差益の推移（2005～2020年
度、決算ベース）

図5 牛肉等関税収入と肉用子牛等対策費などの推移（2010～2021年度）

資料；農林水産省生産局「牛肉等関税収入と肉用子牛等対策費について（令和3年度予算）」（2021年7月公表）
等により作成

注1）「肉用子牛等対策費」は、肉用子牛生産者補給金、肉用牛・養豚の経営安定対策、その他食肉等に係る畜
産業振興事業等、および国による食肉等に係る畜産振興施策の合計額。

2）肉用子牛等対策費、牛肉等関税収入とも2010～2018年度は実績、2019、2020年度は予算額。
3）肉用子牛等対策費の2012年度の増嵩は、配合飼料価格安定基金の多額の損失発生にともなう処理経費が算
入されているため。

資料；農林水産省、政策審議会食糧部会提出資料「麦の統計表」2022年3月、により作成
注1）外国産麦売買差益は、管理経費を除いた額。
2）国内産麦振興費は、経営所得安定対策の畑作物の直接支払交付金（ゲタ対策）のうち、麦の交付金の推計額。
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等
の
畜
産
経
営
安
定
対
策
と
畜
産
業
振
興
事
業
等
の
予
算
額
に
見

合
っ
た
額
が
、
交
付
金
と
し
て
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
の
調
整
資
金
に
交
付
さ

れ
る
。

生
産
者
と
国
の
拠
出
金
は
、
牛
マ
ル
キ
ン
で
は
都
道
府
県
別

に
、
豚
マ
ル
キ
ン
で
は
全
国
段
階
に
基
金
を
造
成
す
る
が
、
基
金

を
取
り
崩
し
て
価
格
下
落
を
補
填
す
る
交
付
金
が
生
産
者
に
支
払

わ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。

輸
入
牛
肉
等
の
関
税
水
準
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
の
協

定
に
よ
り
年
々
削
減
さ
れ
る
た
め
、
畜
産
経
営
安
定
対
策
の
財
源

が
年
々
減
少
す
る
懸
念
が
あ
る
。

て
ん
菜
糖
・
蔗
糖
と
い
っ
た
糖
類
の
輸
入
は
、
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
が
運

営
し
て
お
り
、
輸
入
糖
の
輸
入
調
整
金
や
異
性
化
糖
調
整
金
を
徴

収
し
て
い
る
。
甘
味
資
源
作
物
（
て
ん
菜
・
バ
レ
イ
シ
ョ
・
サ
ト

ウ
キ
ビ
・
カ
ン
シ
ョ
）
の
経
営
所
得
安
定
対
策
の
交
付
金
の
財
源

は
、
こ
れ
ら
の
輸
入
調
整
金
等
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
畑
作
物
の

直
接
支
払
交
付
金
の
対
象
で
あ
る
て
ん
菜
・
バ
レ
イ
シ
ョ
分
に
つ

い
て
は
、
食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
の
農
業
経
営
安
定
勘
定
に
Ａ

Ｌ
Ｉ
Ｃ
か
ら
納
付
金
と
し
て
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
。

3
�
転
換
期
二
〇
二
二
年
度
の
農
林
水
産
予
算

農
政
の
転
換
を
象
徴
す
る
政
策
は
、
第
一
に
、「
み
ど
り
戦
略
」

の
策
定
と
そ
の
実
現
の
た
め
の
関
連
法
制
、
そ
の
推
進
で
あ
る
。

第
二
に
、
人
・
農
地
政
策
の
見
直
し
に
よ
る
人
材
の
確
保
・
育
成

政
策
と
農
地
政
策
な
ど
構
造
政
策
の
推
進
、
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
の
改
正
法
案
な
ど
関
連
法
制
の
推
進
で
あ
る
。
第
三
に
、

「
新
た
な
農
村
政
策
」
の
提
言
等
に
み
ら
れ
る
「
多
様
な
経
営
体

（
中
小
規
模
の
複
合
経
営
、
半
農
半
Ｘ
な
ど
副
業
的
経
営
）」「
多

様
な
形
で
農
に
関
わ
る
者
」
を
重
視
す
る
方
向
で
あ
る
。

政
策
転
換
の
な
か
で
、
地
域
の
話
し
合
い
を
つ
う
じ
た
事
業
実

施
や
「
地
域
計
画
」
の
策
定
、「
農
業
を
担
う
者
」
と
し
て
の
認

定
農
業
者
等
・
多
様
な
経
営
体
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
体
等
の
位
置
づ

け
、
有
機
農
業
な
ど
持
続
可
能
な
農
業
へ
の
転
換
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。し
か
し
他
方
で
、二
二
年
度
農
林
水
産
予
算
の
な
か
で
も
、

「
担
い
手
」
へ
の
全
農
地
面
積
八
割
の
農
地
集
積
と
い
っ
た
全
国

一
律
の
政
策
目
標
の
設
定
を
つ
づ
け
る
こ
と
。
所
得
政
策
を
後
退

さ
せ
て
、
給
付
金
・
交
付
金
か
ら
事
業
目
的
を
特
定
し
た
補
助
事

業
へ
の
回
帰
を
進
め
る
こ
と
等
、
旧
来
型
の
農
政
推
進
が
方
向
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
二
二
年
度
農
林
水
産
予
算
・
二
一
年
度
補
正
予
算

に
つ
い
て
、
詳
し
い
検
討
は
各
氏
の
論
文
に
委
ね
る
が
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
対
策
・
事
業
推
進
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
―

①
「
み
ど
り
戦
略
」
関
連
施
策
、
②
人
材
の
確
保
・
育
成
対
策
、

③
農
地
集
積
な
ど
構
造
政
策
、
④
米
政
策
。

⑴
「
み
ど
り
戦
略
」
関
連
施
策

二
二
年
度
予
算
・
二
一
年
度
補
正
予
算
の
「
み
ど
り
戦
略
」
関

連
施
策
は
、「
み
ど
り
戦
略
」
の
三
〇
年
度
目
標
、
五
〇
年
度
目

標
の
実
現
に
向
け
て
、
最
初
の
一
歩
を
し
る
す
も
の
で
あ
る
。
注

目
す
べ
き
な
の
は
、「
み
ど
り
戦
略
推
進
総
合
対
策
」（
二
一
年
度

補
正
予
算
二
五
億
円
、
二
二
年
度
予
算
八
億
円
）
で
あ
る
。

「
み
ど
り
戦
略
」
は
、
五
〇
年
度
カ
ー
ボ
ン
フ
リ
ー
（
脱
炭
素

社
会
）
等
の
環
境
負
荷
軽
減
の
経
済
社
会
に
向
け
て
、「
食
料
・

農
林
水
産
業
の
生
産
力
向
上
と
持
続
性
の
両
立
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
で
実
現
」
す
る
と
し
た
。
農
業
で
は
、
①
化
学
農
薬
の
使
用
量

の
三
〇
％
削
減
、
②
化
学
肥
料
の
使
用
量
の
五
〇
％
削
減
、
③
有

機
農
業
を
全
農
地
面
積
の
二
五
％
（
一
〇
〇
万
ha
）
に

と
の

数
値
目
標
を
か
か
げ
た
。

技
術
を
前
面
に
だ
し
た
政
策
で
あ
る
。
研
究
開
発
費
で
は
、

「
知
」
の
集
積
と
活
用
の
場
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
と

し
て
二
二
年
度
予
算
で
四
〇
億
円
（
二
一
年
度
当
初
予
算
四
二
億

円
）、
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
農
林
水
産
研
究
開
発
事
業
に
二
一
年

度
補
正
三
〇
億
円
、
二
二
年
度
予
算
二
億
円
を
積
ん
で
い
る
。

で
は
、
誰
が
担
う
の
か
。「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
」（
注
8
）

で
は
、
国
が
基
本
方
針
、
都
道
府
県
・
市
町
村
が
基
本
計
画
を
策

定
し
、
地
域
の
農
林
漁
業
者
の
取
組
み
・
事
業
を
認
定
し
て
、
そ

の
機
械
・
施
設
等
導
入
へ
の
制
度
融
資
と
税
の
特
例
措
置
等
に
よ

り
支
援
す
る
と
し
て
い
る
。

地
域
の
農
林
漁
業
者
の
取
組
み
・
事
業
の
認
定
対
象
は
、
①
土

づ
く
り
、
化
学
農
薬
・
化
学
肥
料
の
使
用
削
減
、
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
削
減
な
ど
の
環
境
負
荷
低
減
事
業
活
動
、
②
特
定
区
域
内

で
の
地
域
ぐ
る
み
の
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
の
活
用
や
有
機
農
業
の

団
地
化
な
ど
の
特
定
環
境
負
荷
低
減
事
業
活
動
、
③
有
機
農
業
の

団
地
化
の
た
め
の
栽
培
管
理
協
定
の
認
可
、
で
あ
る
。
ま
た
、
先

端
技
術
の
開
発
や
新
商
品
（
食
品
）
開
発
な
ど
の
事
業
者
の
取
組

み
は
、
基
盤
確
立
事
業
と
し
て
認
定
し
、
支
援
す
る
。

地
域
の
農
業
者
に
対
し
、
機
械
・
施
設
等
の
導
入
に
は
、
強
い

農
業
づ
く
り
総
合
支
援
交
付
金
な
ど
の
補
助
事
業
で
対
応
し
な
が

ら
、
並
行
し
て
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
（
二
一
年
度

二
五
億
円
を
二
二
年
度
二
七
億
円
に
増
額
）
で
支
え
て
い
く
、
と

い
う
建
付
け
で
あ
る
。

こ
こ
で
み
ら
れ
る
農
政
推
進
の
手
法
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
農
業

者
の
取
組
み
と
事
業
を
「
認
定
」
し
て
、
事
業
採
択
方
式
の
補
助

事
業
と
特
例
税
制
等
の
政
策
対
象
に
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
地

域
ご
と
の
個
々
の
農
業
者
の
取
組
み
を
積
み
上
げ
て
い
く
手
法
で

は
な
い
。

大
規
模
な
法
人
経
営
や
農
業
関
連
企
業
等
の
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
力
を
も
つ
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
大
規
模
投
資
の
必
要
な

地
域
ぐ
る
み
の
事
業
に
参
加
す
る
農
業
者
は
、
補
助
残
等
の
債
務

負
担
を
負
わ
さ
れ
な
い
か
。
懸
念
が
強
い
。

有
機
農
業
二
五
％
の
「
野
心
的
な
数
値
目
標
」
に
つ
い
て
、
実

現
可
能
性
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
格
付
実
績
で
は
、

国
内
有
機
農
業
面
積
は
二
〇
年
時
点
で
一
万
二
〇
二
七
ha
、
全
農
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地
面
積
の
〇
・
二
七
％
で
あ
る
。
非
Ｊ
Ａ
Ｓ
有
機
認
証
の
面
積
を

加
え
て
も
、
〇
・
五
％
程
度
、
有
機
食
品
市
場
規
模
は
二
〇
〇
〇

億
円
ほ
ど
と
推
計
さ
れ
て
い
る（
注
9
）。

農
水
省
の
「
新
た
な
有
機
農
業
に
関
す
る
基
本
方
針
」
は
、
二

〇
年
改
訂
で
三
〇
年
ま
で
に
有
機
農
業
六
・
三
万
ha
と
し
て
い

る
。
農
水
省
は
、「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
案
」
の
国
会
上

程
時
に
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
「
三
〇
年
ま
で
に
六
・
三
万
ha
」
と
断
り
書

き
し
た
。

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
は
、
二
二
年
度
二
六
・
五

億
円
（
二
一
年
度
二
四
・
五
億
円
）
に
増
額
さ
れ
た
。
販
売
目
的

の
生
産
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
等
の
組
織
す
る
団
体
等
に
対
し

て
、「
み
ど
り
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
等
の
研
修
受
講
と
自
己
点

検
等
を
義
務
づ
け
、
化
学
肥
料
・
農
薬
の
使
用
五
割
以
上
低
減
と

あ
わ
せ
て
環
境
保
全
型
農
業
に
取
り
組
む
場
合
、
直
接
支
払
交
付

金
を
交
付
す
る
。
有
機
農
業
の
拡
大
を
前
面
に
だ
し
て
、
仕
組
み

が
改
正
さ
れ
た
。

一
〇
ａ
当
た
り
交
付
金
単
価
は
、「
国
際
水
準
の
有
機
農
業
」（
注

10
）が
一
万
二
〇
〇
〇
円
（
た
だ
し
、
ソ
バ
な
ど
雑
穀
・
飼
料
作
物

は
三
〇
〇
〇
円
）、
炭
素
貯
留
効
果
の
高
い
堆
肥
施
用
・
カ
バ
ー

ク
ロ
ッ
プ
・
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ
・
草
生
栽
培
に
土
壌
診
断
と
と
も

に
取
り
組
む
と
二
〇
〇
〇
円
加
算
さ
れ
る
。
減
農
薬
・
減
化
学
肥

料
栽
培
で
の
堆
肥
施
用
は
四
四
〇
〇
円
、
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
六
〇

〇
〇
円
、
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ
五
四
〇
〇
円（
麦
は
三
二
〇
〇
円
）、

草
生
栽
培
五
〇
〇
〇
円
。
新
た
に
有
機
農
業
に
取
り
組
む
農
業
者

の
受
入
れ
・
定
着
等
に
活
動
す
る
団
体
等
に
増
加
面
積
に
四
〇
〇

〇
円
支
援
す
る
。

事
前
調
査
で
は
、
有
機
農
業
面
積
は
一
・
四
万
ha
余
り
。
拡
大

に
合
わ
せ
て
予
算
規
模
を
増
額
で
き
る
か
。
有
機
農
業
へ
の
転
換

中
の
農
業
者
へ
の
支
援
は
十
分
か

な
ど
課
題
は
多
い
。

こ
れ
ま
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た
日
本
の
有
機
農
業
運
動
の
生
産

者
・
消
費
者
提
携
を
大
事
に
す
る
考
え
方
が
大
切
で
あ
る
。

⑵
農
業
人
材
確
保
・
育
成
対
策

新
規
就
農
対
策
は
、
大
き
く
内
容
を
変
え
て
、
二
二
年
度
は
新

規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
二
〇
七
億
円
（
二
一
年
度
二
〇
五
億

円
）
が
実
施
さ
れ
る
。

二
一
年
度
ま
で
の
農
業
人
材
力
強
化
総
合
支
援
事
業
は
、
農
業

次
世
代
人
材
投
資
資
金
（
旧
・
青
年
就
農
者
給
付
金
）
と
し
て
、

就
農
時
四
九
歳
以
下
の
認
定
就
農
者
に
対
し
て
、
準
備
型
は
研
修

期
間
中
の
最
長
二
年
間
、
年
一
五
〇
万
円
の
給
付
。
経
営
開
始
型

は
、
就
農
後
一
〜
三
年
目
に
年
一
五
〇
万
円
、
四
〜
五
年
目
に
年

一
二
〇
万
円
の
給
付
が
行
わ
れ
て
い
た
。

二
二
年
度
は
、
こ
の
経
営
開
始
資
金
を
最
長
三
年
間
、
月
一
二

・
五
万
円
（
年
一
五
〇
万
円
）
と
給
付
期
間
を
短
縮
し
た
。
就
農

準
備
資
金
は
、
そ
の
ま
ま
で
変
わ
ら
な
い
。

そ
の
代
わ
り
の
新
規
就
農
対
策
の
目
玉
は
、
経
営
発
展
支
援
事

業
で
あ
る
。
認
定
新
規
就
農
者
に
対
し
て
、
就
農
時
の
機
械
・
施

設
や
家
畜
の
導
入
、
果
樹
・
茶
の
改
植
等
の
資
金
を
上
限
一
〇
〇

〇
万
円
（
経
営
開
始
資
金
の
交
付
対
象
者
は
五
〇
〇
万
円
）
ま
で

補
助
す
る
。
就
農
者
の
取
組
計
画
を
都
道
府
県
が
認
定
し
、
取
組

み
の
事
業
を
採
択
し
て
、
事
業
費
の
二
五
％
を
補
助
す
る
場
合

は
、
国
が
事
業
費
の
五
〇
％
を
補
助
す
る
仕
組
み
で
あ
る
（
就
農

者
本
人
は
事
業
費
の
二
五
％
を
負
担
）。

ま
た
、
農
の
雇
用
事
業
は
廃
止
さ
れ
、
雇
用
実
習
生
を
受
け
入

れ
る
農
業
法
人
等
に
対
す
る
雇
用
就
農
資
金
が
は
じ
ま
る
。

人
材
確
保
・
育
成
対
策
予
算
と
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
後
掲
の
堀
口
健
治
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

し
か
し
、
経
営
開
始
型
資
金
に
つ
い
て
は
、
給
付
の
三
年
間
で

の
打
ち
止
め
の
影
響
が
大
き
い
。
新
規
参
入
就
農
者
の
う
ち
、
農

業
所
得
で
生
計
の
成
り
立
っ
て
い
る
者
は
四
割
ほ
ど
で
あ
る
。
し

か
も
、
生
計
が
成
り
立
つ
ま
で
に
、
三
〜
五
年
か
か
る
の
が
実
態

で
あ
る
（
図
6
）。
生
計
が
成
り
立
つ
ま
で
は
、
就
農
前
の
預
貯

金
を
取
り
崩
す
等
で
対
応
し
て
い
る
。
必
要
な
の
は
機
械
・
施
設

等
の
導
入
へ
の
投
資
で
な
い
こ
と
は
、
図
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
実

態
か
ら
み
て
明
ら
か
で
あ
る
。

⑶
人
・
農
地
政
策
の
見
直
し

人
・
農
地
政
策
の
見
直
し
は
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の

改
正
法
案
な
ど
に
具
体
化
し
た
。

図6 新規参入就農者の農業所得で生計が成り立っている割合（2021年）

資料；全国新規就農相談センター（全国農業会議所）「新規就農者の就農実態に関する調査結果」2021年度
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こ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
掲
の
安
藤
光
義
論
文
を
参
照
さ
れ

た
い
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
政
策
の
枠
組
み
と
そ
の
論
点
を
整
理
し
て
お

き
た
い
。

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
改
正
法
の
な
か
み
は
、
①
人
・
農
地
プ

ラ
ン
は
、
市
町
村
の
策
定
す
る
地
域
計
画
と
し
て
法
定
化
す
る
。

②
地
域
計
画
は
、
そ
の
具
体
化
の
た
め
に
、
一
〇
年
後
の
地
域
の

農
業
・
農
地
利
用
の
姿
を
「
目
標
地
図
」
と
し
て
描
い
て
い
く
。

そ
の
場
合
、
地
域
の
農
地
を
、
農
地
利
用
す
る
区
域
と
保
全
管
理

す
る
区
域
に
区
分
す
る
。
③
「
目
標
地
図
」
の
農
地
利
用
す
る
区

域
は
、
継
続
的
に
農
地
利
用
を
行
う
「
農
業
を
担
う
者
」
を
明
確

に
す
る
。「
農
業
を
担
う
者
」
と
は
、
認
定
農
業
者
等
、
多
様
な

経
営
体
（
中
小
規
模
の
農
業
経
営
、
半
農
半
Ｘ
等
の
副
業
的
経
営

な
ど
）、
サ
ー
ビ
ス
事
業
体
等
で
あ
る
。
④
農
地
の
貸
借
、
受
委

託
の
促
進
で
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
（
農
地
バ
ン
ク
）
を
経
由

す
る
ル
ー
ト
に
一
元
化
し
て
い
く
。
⑤
農
業
を
担
う
者
の
確
保
・

育
成
で
は
、
都
道
府
県
に
「
農
業
経
営
・
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
、
経
営
サ
ポ
ー
ト
と
就
農
サ
ポ
ー
ト
を
あ
わ
せ
て
行
う

―
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、二
二
年
度
予
算
で
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、農
水
省
は
、

二
三
年
度
ま
で
に
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
全
農
地
面
積
の
八
割

に
、
と
い
う
政
策
目
標
を
お
ろ
し
て
い
な
い
。
こ
の
政
策
目
標
の

全
国
一
律
の
設
定
に
は
、
無
理
が
あ
っ
た
。

農
地
の
貸
借
等
は
、
農
地
バ
ン
ク
の
転
貸
先
を
み
て
も
、
少
な

く
と
も
九
割
を
超
え
て
地
域
内
で
動
い
て
い
る
。
地
域
の
も
つ
農

地
の
権
利
調
整
等
の
力
を
発
揮
さ
せ
る
仕
組
み
を
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。
農
地
バ
ン
ク
経
由
に
ル
ー
ト
を
一
元
化
す
る
と
の
仕
組
み

は
、
柔
軟
に
運
営
す
る
必
要
が
あ
る
。

都
道
府
県
段
階
に
農
地
バ
ン
ク
を
設
置
し
た
メ
リ
ッ
ト
は
、
農

地
バ
ン
ク
が
そ
の
中
間
管
理
機
能
を
十
全
に
発
揮
で
き
る
か
ど
う

か
に
か
か
っ
て
い
る
。
農
地
を
一
定
期
間
、
中
間
管
理
し
、
そ
の

期
間
に
土
地
改
良
等
の
耕
作
条
件
整
備
を
進
め
て
、
農
地
の
集
約

化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

地
域
の
話
し
合
い
を
つ
う
じ
た
「
目
標
地
図
」
は
、
二
年
間
程

度
を
か
け
て
作
成
し
、
農
業
委
員
会
が
素
案
を
つ
く
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
地
域
づ
く
り
の
観
点
が
必
要
で
あ
り
、

市
町
村
、
特
に
農
業
委
員
会
へ
の
財
政
を
含
め
た
支
援
が
必
要
と

さ
れ
る
。

⑷
米
政
策
の
転
換

主
食
用
米
の
需
給
調
整
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
需
要

減
退
か
ら
、
二
一
年
産
米
の
追
加
的
な
調
整
（
飼
料
用
米
等
へ
の

追
加
的
な
転
換
な
ど
）
を
余
儀
な
く
さ
れ
た（
注
11
）。

二
一
年
度
補
正
予
算
で
は
、
二
一
年
産
米
の
追
加
的
な
作
付
け

転
換
に
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
（
産
地
交
付
金
等
）
二
四

〇
億
円
の
追
加
、
長
期
計
画
的
な
保
管
等
に
一
六
五
億
円
が
手
当

て
さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
、
輸
出
米
や
麦
・
大
豆
、
子
実
用
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
野
菜
等
の
高
収
益
作
物
の
生
産
に
必
要
な
機
械
・
施
設

の
整
備
な
ど
を
支
援
す
る
水
田
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
（
四
二
〇

億
円
）、
麦
・
大
豆
収
益
性
・
生
産
性
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
三

三
億
円
）
が
措
置
さ
れ
た
。

二
二
年
度
当
初
予
算
で
は
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
は

三
〇
五
〇
億
円
（
二
一
年
度
当
初
同
額
）、
米
穀
周
年
供
給
・
需

要
拡
大
支
援
に
五
〇
億
円
（
二
一
年
度
当
初
同
額
）
で
あ
る
。

経
営
所
得
安
定
対
策
の
う
ち
、
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
は

二
二
年
度
二
〇
五
八
億
円
（
二
一
年
度
一
九
八
六
億
円
）、
収
入

減
少
影
響
緩
和
対
策
が
六
八
三
億
円
（
同
六
五
五
億
円
）、
収
入

保
険
の
減
収
九
割
分
の
補
填
に
一
八
四
億
円
（
同
一
七
七
億
円
）

と
増
額
さ
れ
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
所
得
政
策
の
後
退
し
た
感
が
強
い
の
は
、

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
運
用
見
直
し
の
た
め
で
あ
る
。

見
直
し
内
容
は
、
①
二
二
年
か
ら
五
年
間
、
水
張
り
の
な
い
農
地

は
対
象
外
、
②
多
年
生
牧
草
は
一
〇
ａ
当
た
り
三
・
五
万
円
か
ら

播
種
し
な
い
年
は
一
万
円
に
減
額
、
③
飼
料
用
米
な
ど
の
複
数
年

加
算
（
一
〇
ａ
一
・
二
万
円
）
の
廃
止
。
④
飼
料
用
米
へ
の
追
加

的
な
転
換
に
対
す
る
産
地
交
付
金
か
ら
の
交
付
は
除
外
。
⑤
畑
地

化
支
援
と
し
て
、
野
菜
な
ど
高
収
益
作
物
へ
の
転
換
は
一
〇
ａ
一

七
・
五
万
円
、
そ
の
他
作
物
は
一
〇
・
五
万
円
の
一
回
限
り
の
支

払
い
―
で
あ
る
。

所
得
政
策
の
後
退
は
、
米
の
直
接
支
払
交
付
金
の
一
八
年
産
か

ら
の
廃
止
が
象
徴
的
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
か
ら
、
水
田
活
用
の
直

接
支
払
で
も
、
二
毛
作
や
耕
畜
連
携
へ
の
交
付
金
が
全
国
同
額
か

ら
産
地
交
付
金
の
枠
内
と
さ
れ
、
地
方
自
治
体
の
事
情
に
よ
っ
て

事
実
上
、
減
額
ま
た
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
。
ソ
バ
の
直
接
支
払
も

産
地
交
付
金
の
枠
に
入
れ
ら
れ
た
。
こ
れ
が
、
飼
料
用
米
に
も
及

ん
だ
。

前
述
の
よ
う
に
、
政
府
の
国
内
米
（
備
蓄
米
）
と
Ｍ
Ａ
等
輸
入

米
の
管
理
は
、
特
別
会
計
の
食
糧
管
理
勘
定
を
つ
う
じ
て
行
わ
れ

て
い
る
。
特
別
会
計
に
よ
る
手
法
で
は
、
同
じ
特
別
会
計
内
の
勘

定
ど
う
し
で
の
融
通
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
食
糧
管
理
勘
定
の
輸

入
麦
差
益
は
農
業
経
営
安
定
勘
定
に
繰
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
現
在
、
輸
入
米
・
備
蓄
米
の
売
却
処
理
に
よ
る
売
買
差
損

と
保
管
料
な
ど
管
理
経
費
は
、
食
糧
管
理
勘
定
に
多
額
の
財
政
負

担
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
単
年
度
決
算
に
よ
る
会
計
処
理

は
、
取
得
価
額
に
よ
る
棚
卸
資
産
評
価
に
よ
っ
て
、
恒
常
的
に
生

じ
る
売
買
差
損
等
の
財
政
負
担
を
先
送
り
す
る
こ
と
で
押
し
隠
し

て
い
る
。

輸
入
米
・
備
蓄
米
は
、
特
別
会
計
を
つ
う
じ
た
管
理
で
、
主
食

用
米
市
場
か
ら
一
応
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
る
。
米
の
輸
出
は
、
価
格

競
争
力
の
弱
い
商
業
的
輸
出
も
非
商
業
的
輸
出
（
援
助
）
も
出
口

が
狭
い
。
も
っ
ぱ
ら
国
内
の
主
食
用
米
需
給
を
中
心
に
、
一
般
会

計
の
水
田
活
用
の
直
接
支
払
を
使
い
な
が
ら
、
米
の
需
給
調
整
を
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せ
ざ
る
を
え
な
い
。
輸
入
米
等
の
処
理
で
多
額
の
財
政
負
担
を
し

な
が
ら
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払
を
増
額
す
る
と
、
他
の
事
業
費

に
影
響
を
及
ぼ
す
。
米
消
費
が
通
常
で
も
年
一
〇
万
ト
ン
減
退
の

な
か
で
、
飼
料
用
米
か
ら
の
後
退
と
水
田
の
畑
地
化
を
当
局
は
強

要
し
て
き
て
い
る
。

米
管
理
と
需
給
調
整
の
あ
り
方
を
根
底
か
ら
見
直
す
必
要
が
あ

る
。

4
�
む
す
び

農
政
の
見
直
し
、
転
換
が
試
み
ら
れ
る
な
か
で
、
二
二
年
度
農

林
水
産
予
算
で
は
、
農
政
推
進
の
旧
来
型
の
手
法
と
新
た
な
手
法

と
が
衝
突
し
て
い
る
。

と
く
に
所
得
政
策
の
よ
う
な
給
付
金
・
交
付
金
は
後
退
し
、
地

域
の
計
画
に
も
と
づ
く
と
は
い
え
、
計
画
認
定
の
下
で
の
事
業
採

択
方
式
の
補
助
金
型
の
事
業
展
開
が
、
新
た
な
政
策
展
開
の
な
か

で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
補
助
金
行
政
へ
の
回
帰
が
危
惧
さ
れ
る
。

注
記

1
�
二
一
年
度
補
正
後
の
防
衛
予
算
は
総
額
六
兆
円
を
超
え
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
一
％

の
枠
を
突
破
し
た
。
人
間
の
安
全
保
障
に
か
か
わ
る
社
会
保
障
・
福
祉
や

文
教
予
算
と
食
糧
の
安
全
保
障
と
を
基
本
に
据
え
て
、
総
合
的
な
安
全
保

障
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

2
�
主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
。
一
九
九
四
年
制

定
、
九
五
年
施
行
。

3
�
国
内
麦
の
管
理
は
、
麦
作
経
営
安
定
対
策
が
発
足
当
初
は
特
別
会
計
内

に
組
み
こ
ま
れ
て
い
た
（
後
に
一
般
会
計
で
処
理
）
が
、
二
〇
〇
七
年
度

か
ら
事
実
上
、
政
府
管
理
か
ら
外
れ
た
。

4
�
農
林
水
産
省
、
政
策
審
議
会
食
糧
部
会
提
出
資
料
「
米
を
め
ぐ
る
関
係

資
料
」
二
〇
二
二
年
三
月
、
一
〇
四
ペ
ー
ジ
。

5
�
同
、
食
糧
部
会
提
出
資
料
「
麦
の
参
考
統
計
表
」
二
〇
二
二
年
三
月
、

お
よ
び
「
米
を
め
ぐ
る
関
係
資
料
」
二
〇
二
二
年
三
月
。

6
�
財
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
特
別
会
計
決
算
関
係
資
料
。

7
�
注
6
に
同
じ
。

8
�
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
の
た
め
の
環
境
負
荷
低

減
事
業
活
動
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
略
称
・
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
法
）。

9
�
大
山
利
男
編
著
『
有
機
食
品
市
場
の
構
造
分
析
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
、

二
〇
二
二
年
。

10
�
「
国
際
水
準
の
有
機
農
業
」
と
は
、
三
年
間
以
上
の
無
農
薬
・
無
化
学

肥
料
栽
培
。
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
受
け
て
い
る
か
ど
う
か
は
問
わ
な
い
。

11
�
主
食
用
米
需
給
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
誌
二
〇
二
一
年
十
月
号
、
特
に
、

安
藤
光
義
「
限
界
を
迎
え
た
米
の
生
産
調
整

生
産
調
整
の
論
点

」
を

参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
二
二
年
度
予
算
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
後
掲

の
秋
山
満
論
文
。
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本
稿
は
、
農
林
水
産
予
算
の
「
一
〇
本
の
柱
」
の
ひ
と
つ
で
あ

る
「
農
地
の
最
大
限
の
利
用
と
人
の
確
保
・
育
成
、
農
業
農
村
整

備
」、
そ
の
中
に
あ
る
「
人
の
確
保
・
育
成
」
に
関
わ
る
部
分
を

対
象
に
取
り
上
げ
る
。
人
の
確
保
は
こ
の
間
の
農
政
に
と
っ
て
最

大
の
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
早
急
に
減
少
を
止
め
、
農
業
の
担
い

手
が
増
加
す
る
方
向
に
傾
向
と
し
て
転
換
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
は
極
め
て
速
く
、
機
械
化
に
よ
る
代
替
が

と
て
も
間
に
合
わ
な
い
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
政
策
で
人
の
増
加
を
支

援
し
農
業
に
誘
導
す
べ
き
レ
ベ
ル
に
あ
る
こ
と
は
、
皆
、
承
知
し

て
い
る
。
政
策
と
し
て
の
積
極
的
誘
導
策
は
一
般
に
歓
迎
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
何
よ
り
も
就
農
を
考
え
る
者
に
と
っ
て
踏
み
切
る

た
め
の
契
機
に
な
る
も
の
で
、
受
け
入
れ
先
の
市
町
村
や
農
業
関

係
者
も
そ
の
効
果
を
確
信
し
て
い
る
。

1
�
農
業
分
野
で
の
人
の
確
保
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

農
業
に
従
事
す
る
人
の
数
と
動
向
を
最
初
に
把
握
し
て
お
き
た

い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
誌
二
〇
二
一
年
一
一
月
号
で
、「
人

の
育
成
・
確
保
対
策
に
つ
い
て
―
二
〇
年
農
林
業
セ
ン
サ
ス
結
果

を
切
り
口
に
―
」と
し
て
、図
表
を
使
い
な
が
ら
書
い
て
お
い
た
。

農
業
の
担
い
手
と
し
て
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
最
大
の
数
を
占

め
る
家
族
経
営
の
世
帯
員
の
動
向
な
の
で
、
最
初
に
そ
の
数
に
触

れ
て
い
る
。
二
〇
年
セ
ン
サ
ス
で
は
、
農
業
経
営
を
個
人
経
営
体

（
世
帯
で
事
業
を
行
う
経
営
体
）
と
団
体
経
営
体
の
二
つ
に
分
け

て
集
計
し
て
い
る
が
、
ま
ず
は
数
で
圧
倒
的
に
多
い
個
人
経
営
体

（
一
〇
三
万
七
千
経
営
体
）
を
み
て
み
よ
う
。
法
人
化
し
て
い
る

家
族
経
営
（
約
六
千
経
営
体
：
い
わ
ゆ
る
一
戸
一
法
人
）
は
今
回

の
セ
ン
サ
ス
で
は
個
人
経
営
体
か
ら
除
か
れ
て
団
体
経
営
体
に
入

「
多
様
な
人
材
の
確
保
・
育
成
」の
課
題
と
実
現
の
た
め
の
予
算
措
置

夏
の
概
算
要
求
時
か
ら
混
乱
し
て
し
ま
っ
た
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策

堀
口
健
治

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
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っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
一
〇
三
万
七
千
の
数
字
は
い
わ
ゆ

る
農
家
概
念
の
数
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
数
字
で
あ
り
、
大
き
な
数
字

だ
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
そ
の
個
人
経
営
体
を
一
五
年
と
二
〇
年
と
の
五
年
間
で

比
べ
る
と
二
三
％
も
減
少
し
て
い
る
。
四
分
の
一
が
五
年
で
消
え

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
個
人
経
営
体
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
（
仕

事
が
主
で
自
営
農
業
に
主
に
従
事
し
た
世
帯
員
）
も
同
じ
く
五
年

間
で
二
三
％
減
少
し
、
二
〇
年
に
は
一
三
六
万
人
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
前
の
五
年
間
（
一
〇
年
と
一
五
年
）
で
は
一
五
％
の
減

少
率
だ
か
ら
、
減
少
率
、
減
少
数
と
も
に
後
期
五
年
（
一
五
年
と

二
〇
年
）
の
方
が
大
き
い
。
母
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
に
減

少
数
が
前
五
年
を
上
回
っ
て
い
る
の
は
、
大
変
な
減
少
ス
ピ
ー
ド

だ
か
ら
で
あ
る
。
人
数
で
み
る
と
、
基
幹
的
農
業
従
事
者
は
、
前

五
年
で
は
五
年
間
で
三
〇
万
人
の
減
少
だ
か
ら
年
に
し
て
六
万
人

の
減
、
後
五
年
で
は
五
年
間
で
三
九
万
人
の
減
少
だ
か
ら
年
に
し

て
八
万
人
の
減
に
な
る
。

し
か
も
農
家
は
、
農
業
に
従
事
す
る
複
数
世
帯
員
が
共
同
作
業

を
す
る
こ
と
で
そ
の
強
み
を
発
揮
す
る
の
だ
が
、
最
近
は
後
継
者

を
持
つ
農
家
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
二
世
代
家
族
が
多
く

は
み
ら
れ
ず
家
族
経
営
の
強
み
が
弱
く
な
る
。
さ
ら
に
指
摘
し
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
夫
婦
に
よ
る
一
世
代
の
共
同
作
業
が

前
ほ
ど
に
は
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
で
は
一
人
だ
け

の
基
幹
従
事
者
と
い
う
農
家
が
多
数
派
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
は
驚

き
で
あ
る
。
そ
う
し
た
事
情
を
背
景
と
し
て
、
基
幹
従
事
者
の
減

少
と
農
家
の
減
少
が
同
じ
率
に
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
基
幹
従
事
者
が
農
業
の
仕
事
を
や
め
れ
ば
、
即
、
農
家

の
消
滅
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。
家
族
が
引
き
継
が
な
け
れ

ば
、
あ
る
い
は
他
の
人
が
そ
の
経
営
を
受
け
継
が
な
け
れ
ば
、
そ

の
経
営
は
消
滅
で
あ
る
。
な
お
経
営
し
て
い
た
農
地
等
が
、
誰
に

動
く
か
も
大
事
な
問
題
だ
が
、
最
近
は
農
地
の
借
り
手
や
買
い
手

が
見
つ
か
ら
ず
、
放
棄
地
に
な
る
事
例
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と

も
憂
慮
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
一
一
月
号
に
は
書
い
て
お
い
た
が
、
基
幹
農
業
従
事
者

と
「
片
手
間
に
農
業
に
従
事
す
る
家
族
員
」、
こ
れ
を
合
わ
せ
る

と
「
農
業
従
事
者
」
に
な
る
が
、
こ
の
数
字
が
と
れ
る
一
〇
年
と

二
〇
年
を
比
較
し
て
み
た
（
一
五
年
セ
ン
サ
ス
は
年
令
別
の
数
を

示
し
て
い
な
い
の
で
検
討
し
て
い
な
い
）。
そ
の
数
が
四
五
四
万

人
か
ら
二
四
九
万
人
へ
と
減
少
し
て
お
り
、
半
分
近
く
に
な
っ
て

い
る
の
は
驚
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
〇
年
時
で
は
片
手
間
的

な
農
業
従
事
世
帯
員
が
多
く
い
た
が
、
二
〇
年
で
は
そ
う
し
た
人

が
大
き
く
減
り
、
農
業
従
事
は
基
幹
的
従
事
者
一
人
と
片
手
間
の

人
が
一
人
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
日
本
の
農
業
は
、
家
族
員
が
兼
業
と
稲
作
の
両
方
に
従
事
す

る
タ
イ
プ
の
農
家
が
、
数
の
上
で
は
代
表
か
の
様
に
と
ら
え
ら
れ

て
き
て
い
た
が
、
今
で
は
そ
う
で
も
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。
大
き
な
構
造
的
変
化
で
あ
る
。

そ
し
て
、
農
業
従
事
者
の
数
と
い
う
点
で
見
れ
ば
、
農
家
で
は

な
い
法
人
経
営
（
二
〇
二
〇
年
の
団
体
経
営
体
は
三
・
八
万
、
う

ち
法
人
経
営
は
三
・
一
万
）
の
絶
対
増
に
よ
る
経
営
者
の
増
加
が

あ
る
。
そ
し
て
経
営
者
増
加
の
動
き
と
と
も
に
、
農
家
に
も
入
っ

て
き
て
い
る
が
、
雇
わ
れ
労
働
者
が
増
え
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ

る
。
雇
用
者
数
の
重
み
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た

い
。
方
向
と
し
て
は
、
臨
時
労
働
者
は
そ
う
で
も
な
い
が
、
常
雇

の
増
加
が
顕
著
で
あ
り
、
し
か
も
こ
こ
に
若
者
の
姿
が
よ
り
多
く

見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
農
業
は
季
節
雇
用
や
臨
時
雇
用

が
家
族
を
助
け
る
形
が
多
か
っ
た
の
が
、
今
は
通
年
雇
用
の
常
雇

が
、
農
業
従
事
者
の
中
で
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
常
雇
は
事
前
に
七
か
月
以
上
の
雇
用
契
約
を
、

文
書
や
口
頭
で
結
ん
だ
人
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
正
社
員
や
常
勤

パ
ー
ト
な
ど
い
ろ
い
ろ
含
ま
れ
る
も
の
の
、
臨
時
や
季
節
雇
用
者

で
は
な
く
、
通
年
雇
用
が
共
通
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
が
傾
向
的

に
増
え
て
き
て
、
一
五
年
セ
ン
サ
ス
で
は
二
二
万
人
（
農
家
以
外

の
農
業
事
業
体
で
の
雇
用
が
一
二
万
人
、
販
売
農
家
の
雇
用
で
一

〇
万
人
）
で
あ
り
、
そ
の
増
え
方
（
一
〇
年
は
前
者
が
七
・
二
万

人
、
後
者
が
七
・
一
万
人
の
計
一
四
・
三
万
人
）
か
ら
し
て
二
〇

年
セ
ン
サ
ス
で
は
少
な
く
と
も
二
三
〜
二
四
万
人
位
に
な
る
と
筆

者
は
予
測
し
て
い
た
。
し
か
し
セ
ン
サ
ス
の
集
計
結
果
の
公
表
値

は
一
六
万
人
と
出
て
き
た
。
激
減
と
は
驚
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
極

端
に
煩
雑
に
な
っ
た
二
〇
年
セ
ン
サ
ス
調
査
票
の
該
当
箇
所
が
大

き
く
影
響
し
て
い
て
、
雇
用
者
に
つ
い
て
一
部
し
か
書
き
入
れ
な

い
か
、
あ
る
い
は
空
欄
で
回
答
す
る
割
合
が
多
く
出
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
た
め
に
、
二
〇
年

セ
ン
サ
ス
を
使
わ
ず
に
セ
ン
サ
ス
の
間
に
行
わ
れ
る
農
業
構
造
動

態
調
査
の
一
九
年
の
数
値
を
使
っ
て
み
た
。
農
家
以
外
の
農
業
事

業
体
で
の
雇
用
で
あ
る
前
者
が
一
三
・
二
万
人
で
あ
り
、
販
売
農

家
で
あ
る
後
者
は
一
〇
・
四
万
人
、
計
二
三
・
六
万
人
が
雇
わ
れ

て
い
た
。
増
加
傾
向
の
常
雇
の
数
で
あ
り
、
各
地
の
農
業
関
係
者

の
感
触
も
そ
う
で
あ
っ
て
、
二
〇
年
セ
ン
サ
ス
で
出
て
き
た
よ
う

な
減
少
で
は
な
い
よ
う
だ
。
こ
の
通
年
雇
用
さ
れ
る
も
の
は
、
農

業
従
事
の
農
家
世
帯
員
の
急
減
に
対
し
て
、
増
加
す
る
農
業
の
担

い
手
で
あ
る
。

2
�
新
規
就
農
者
調
査
に
見
る
最
近
の
傾
向
―
年
二
・
二

〜
二
・
三
万
人
か
ら
一
・
八
万
人
強
レ
ベ
ル
へ
の
低
下

毎
年
の
新
規
就
農
者
調
査
に
よ
る
と
一
四
〜
一
七
年
の
四
年
間

は
四
〇
歳
代
以
下
（
す
な
わ
ち
四
九
歳
以
下
）
が
毎
年
二
万
人
を

超
え
て
い
た
。
農
水
省
は
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
の
事
業
等

で
二
三
年
ま
で
に
四
〇
代
以
下
の
農
業
従
事
者
を
拡
大
さ
せ
四
〇

万
人
を
達
成
す
る
と
い
う
事
業
目
標
を
定
め
政
策
を
行
っ
て
き
て

い
て
、
こ
の
た
め
に
は
毎
年
二
万
以
上
の
若
者
が
継
続
的
に
就
農

す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
大
い
に
貢
献

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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二
万
人
と
い
う
数
字
は
、
す
で
に
み
て
き
た
基
幹
的
農
業
従
事

者
の
年
当
り
の
減
少
数
、
例
え
ば
一
五
年
か
ら
二
〇
年
の
間
で
毎

年
七
万
八
千
人
の
減
少
だ
か
ら
、
こ
の
数
字
と
比
べ
る
と
い
か
に

も
少
な
い
。
し
か
も
雇
用
労
働
者
も
含
む
数
と
し
て
の
二
万
人
目

標
だ
か
ら
、
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
減
り
方
か
ら
み
て
き
わ
め
て

少
な
い
。
基
幹
的
農
業
従
事
者
の
減
少
を
十
分
に
補
う
数
字
で
は

も
と
も
と
な
い
の
で
あ
る
。

農
水
省
の
計
算
は
一
三
年
の
「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創

造
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
青
年
就
農
給

付
金
の
仕
組
み
を
日
本
に
導
入
す
る
際
の
根
拠
に
な
る
数
字
で
あ

る
（
こ
の
仕
組
み
は
堀
口
「
近
年
の
就
農
の
動
向
と
支
援
の
仕
組

み
」
堀
口
・
堀
部
編
著
『
就
農
へ
の
道
』
農
文
協
、
一
九
年
で
細

か
く
述
べ
て
い
る
）。
二
万
人
目
標
の
根
拠
は
以
下
の
よ
う
に
説

明
さ
れ
て
い
る
。
日
本
全
体
で
、
土
地
利
用
型
作
物
は
約
三
〇
万

人
い
れ
ば
そ
の
水
準
を
維
持
で
き
る
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
基

幹
的
従
事
者
一
人
が
一
〇
ha
耕
作
す
る
と
仮
定
し
て
い
る
か
ら
で

あ
り
、
日
本
の
農
地
全
体
の
八
割
の
二
九
四
万
ha
が
こ
の
人
数
で

耕
作
さ
れ
る
と
す
る
。
な
お
こ
こ
で
の
基
幹
的
従
事
者
に
は
雇
わ

れ
者
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
野
菜
・
果
樹
・
畜
産
等
は
、
主
業

農
家
約
五
四
万
人
（
一
戸
に
基
幹
的
従
事
者
が
二
人
い
る
と
仮

定
）
と
法
人
の
基
幹
的
従
事
者
約
六
万
人
と
を
合
わ
せ
て
約
六
〇

万
人
が
生
産
を
支
え
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
総
計
九
〇
万
人
の
基

幹
的
従
事
者
が
、
最
低
、
必
要
と
計
算
し
、
こ
れ
を
安
定
的
に
確

保
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
中
の
二
〇
〜
六
五
歳
代
の
年
齢
層
で
四

〇
万
人
が
確
保
さ
れ
る
べ
き
と
計
算
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
こ
と
か
ら
平
均
し
て
毎
年
二
万
人
の
青
年
層
が
新
規
に
就
農
し

農
業
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
青
年
就
農
給
付
金

を
出
し
て
確
実
に
数
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ

る
。基

幹
的
農
業
従
事
者
が
今
は
一
三
〇
万
人
を
超
え
て
働
い
て
お

り
、
今
後
も
年
齢
を
重
ね
な
が
ら
も
多
く
が
日
本
農
業
を
支
え
て

行
く
こ
と
は
期
待
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
リ
タ
イ
ア
す
る
基
幹

的
従
事
者
を
補
充
す
る
数
は
少
な
く
、
今
の
基
幹
的
従
事
者
の
減

少
は
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
進
行
し
て
い
る
以
上
、
今
か
ら
、
今
後

を
想
定
し
て
若
者
の
必
要
な
補
充
の
数
の
確
保
、
そ
れ
も
少
な
く

と
も
必
要
な
最
低
を
上
回
る
数
は
し
っ
か
り
確
保
し
て
お
き
た

い
。
た
だ
し
こ
の
二
万
人
と
い
う
数
字
は
、
一
人
当
た
り
可
能
な

耕
作
面
積
を
大
き
く
見
積
も
っ
た
う
え
で
、
そ
れ
を
維
持
で
き
る

最
低
の
必
要
補
充
数
と
し
て
計
算
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ギ
リ
ギ

リ
の
数
字
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
二
〇
年
閣
議
決
定
で
、
参
考

資
料
に
載
っ
て
い
る
「
農
業
構
造
の
展
望
」
に
よ
る
と
、
三
〇
年

の
農
業
就
業
者
数
の
イ
メ
ー
ジ
は
こ
う
な
っ
て
い
る
。
コ
メ
・
麦

・
い
も
類
等
で
は
、
担
い
手
が
農
地
の
八
割
程
度
を
担
う
場
合
の

農
業
就
業
者
数
を
約
二
三
万
人
と
し
て
い
る
。
一
人
一
〇
ha
程
度

を
耕
作
す
る
と
い
う
仮
定
は
同
じ
で
あ
る
。
野
菜
・
果
樹
・
花
き

は
、
畜
産
と
合
わ
せ
て
、
経
営
耕
地
の
八
割
程
度
を
担
う
農
業
就

業
者
数
（
主
業
農
家
と
組
織
経
営
体
）
を
約
六
三
万
人
（
現
在
の

人
数
と
同
程
度
と
仮
定
）
と
し
て
、
野
菜
・
果
樹
・
花
き
は
約
四

九
万
人
、
畜
産
は
約
一
四
万
人
と
計
算
し
、
土
地
利
用
型
農
業
と

合
わ
せ
て
、
計
八
六
万
人
と
し
て
い
る
の
で
、
二
万
人
を
新
規
就

農
者
と
し
て
期
待
す
る
の
は
従
来
と
同
じ
で
あ
る
。
な
お
そ
の
う

ち
の
雇
用
者
（
常
雇
・
四
九
歳
以
下
）
の
増
加
ペ
ー
ス
（
一
〇
年

か
ら
一
五
年
ま
で
の
半
分
程
度
の
増
加
ペ
ー
ス
）
は
維
持
さ
れ
る

こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
。

こ
の
二
万
人
と
い
う
目
標
が
一
七
年
ま
で
は
達
成
さ
れ
て
い

た
。
同
年
の
国
会
で
当
時
の
安
倍
首
相
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果

と
し
て
四
年
間
二
万
人
以
上
の
水
準
を
達
成
し
て
い
た
の
を
自
慢

し
た
の
で
あ
る
。
二
万
人
の
新
規
就
農
の
内
訳
は
、「
新
規
自
営

農
業
就
農
者
」（
親
元
就
農
）
が
一
〇
・
一
〜
一
三
・
二
千
人
、「
新

規
雇
用
就
農
者
」
六
・
〇
〜
八
・
二
千
人
、「
新
規
参
入
者
」（
新

規
独
立
就
農
）
は
二
・
五
〜
二
・
七
千
人
で
あ
る
。
学
卒
後
に
後

継
者
と
し
て
す
ぐ
に
親
元
に
戻
る
の
は
少
な
い
が
、
他
産
業
や
他

の
農
業
経
営
等
で
雇
わ
れ
た
経
験
を
経
た
の
ち
に
戻
る
親
元
就
農

の
数
は
多
い
の
で
あ
る
。「
定
年
帰
農
」
は
今
も
多
い
が
、
四
〇

歳
代
以
下
で
雇
用
先
を
辞
め
て
親
元
に
戻
り
農
業
従
事
す
る
人
の

数
は
、
新
規
就
農
の
中
で
は
最
大
の
数
を
占
め
て
い
る
。
農
業
後

継
者
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
数
と
し
て
は
多
い
。

農
家
の
数
の
多
さ
が
そ
の
状
況
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

し
か
し
四
九
歳
以
下
の
新
規
就
農
者
の
数
は
一
八
年
に
は
一
万

九
千
人
に
落
ち
、
そ
れ
以
降
は
一
九
年
一
万
九
千
人
、
二
〇
年
一

万
八
千
人
と
減
り
続
け
て
い
る
。
そ
の
内
訳
で
は
、
親
元
就
農
で

あ
る
新
規
自
営
農
業
就
農
者
の
減
り
方
が
大
き
く
、
新
規
雇
用
就

農
者
と
新
規
参
入
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

3
�
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業（
旧
青
年
就
農
給
付
金
）

の
採
択
数
の
減
少
：
効
果
が
発
揮
で
き
て
い
な
い
恐
れ

若
者
の
確
保
に
最
も
効
果
的
な
政
策
は
、
就
農
す
る
も
の
へ
の

直
接
的
な
支
援
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
就
農
準
備
や
経
営
開
始
時
の

早
期
の
経
営
確
立
を
支
援
す
る
資
金
の
交
付
で
あ
り
、
ま
た
農
業

が
持
つ
大
き
な
リ
ス
ク
へ
の
対
応
や
、
自
立
で
き
る
ま
で
の
資
金

お
よ
び
生
活
費
の
支
援
で
あ
る
。
ま
た
国
と
し
て
就
農
者
を
直
接

に
支
援
す
る
政
策
は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
効
果
が
大
き
い
。

具
体
的
に
は
政
策
と
し
て
一
二
年
に
始
ま
る
青
年
就
農
給
付
金

の
制
度
導
入
が
大
き
い
。
安
倍
元
首
相
が
自
慢
し
た
二
万
人
を
超

え
る
新
規
就
農
者
数
に
そ
れ
が
表
れ
て
い
る
。
政
策
と
し
て
好
評

で
効
果
を
上
げ
て
き
た
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
受
け
取
る
本
人
の

評
価
だ
け
で
は
な
く
、
支
援
す
る
自
治
体
や
地
元
か
ら
み
て
も
、

こ
の
政
策
は
大
い
に
推
進
す
る
だ
け
の
効
果
あ
る
事
業
で
あ
る
。

就
農
相
談
に
来
る
若
者
に
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
挑
戦
す
る
こ

と
を
勧
め
や
す
い
仕
組
み
で
あ
る
。
ま
た
実
際
に
支
援
を
受
け
就

農
し
て
い
る
若
者
の
離
農
率
は
き
わ
め
て
低
く
、
農
業
に
力
を
入
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れ
多
様
な
経
営
展
開
を
し
て
い
る
の
が
大
半
で
あ
る
。

だ
が
、
表
1
の
三
段
目
の
欄
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
新
規

採
択
数
は
、
こ
の
制
度
を
待
っ
て
い
た
人
も
あ
る
の
で
一
年
目
は

多
か
っ
た
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
以
降
は
傾
向
的
に
減
少
し

て
き
て
い
る
。

中
身
を
見
て
み
よ
う
。
制
度
と
し
て
は
当
初
か
ら
準
備
型
と
経

営
開
始
型
の
二
種
類
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
国
の
資
金
で
あ
る
。

準
備
型
は
、
こ
れ
は
導
入
先
の
フ
ラ
ン
ス
に
は
な
い
日
本
独
自
の

制
度
で
、
就
農
の
た
め
の
準
備
期
間
の
資
金
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
れ
を
受
け
る
に
は
一
年
な
い
し
最
長
二
年
で
終
え
た
の
ち
に
、

必
ず
就
農
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
も
の
で
、
こ
れ
を
守
ら
な
い
と

全
額
返
金
に
な
る
。
農
家
出
身
者
も
非
農
家
出
身
者
も
区
別
な
く

受
け
る
こ
と
が
出
来
て
、
県
に
あ
る
農
業
大
学
校
や
認
め
ら
れ
た

教
育
機
関
で
の
授
業
料
と
そ
の
間
の
生
活
費
に
充
て
る
こ
と
が
出

来
る
。
指
導
農
業
士
等
の
先
進
経
営
で
の
実
践
的
な
研
修
の
や
り

方
も
こ
の
資
金
で
は
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
就
農
の
た
め
の

訓
練
期
間
に
該
当
す
る
と
想
定
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の
た
め
に
生

活
費
が
含
ま
れ
て
い
て
年
間
一
五
〇
万
円
が
支
給
さ
れ
る
。
ま
た

期
間
を
終
え
た
の
ち
に
、
雇
わ
れ
就
農
で
も
受
け
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
、雇
用
就
農
を
最
初
に
考
え
る
若
者
に
は
あ
り
が
た
い（
な

お
経
営
開
始
型
は
雇
わ
れ
就
農
者
は
対
象
で
は
な
く
、
雇
う
側
の

経
営
者
に
「
農
の
雇
用
事
業
」
が
用
意
さ
れ
て
い
る
）。
リ
ス
ク

を
考
え
て
新
規
独
立
参
入
よ
り
雇
用
を
優
先
す
る
傾
向
が
強
い
現

代
の
若
者
に
合
致
し
て
い
る
。
な
お
表
の
上
段
に
あ
る
準
備
型
と

経
営
開
始
型
の
数
字
は
、
二
年
間
の
準
備
型
、
最
長
五
年
の
経
営

開
始
型
、
こ
れ
ら
の
支
給
を
受
け
て
い
る
人
の
数
が
す
べ
て
含
ま

れ
る
の
で
傾
向
が
わ
か
り
に
く
く
、
毎
年
の
新
規
採
択
数
が
わ
か

る
よ
う
に
三
段
目
に
そ
の
数
を
示
し
て
い
る
。

⑴
六
〇
〇
万
円
と
い
う
所
得
制
限
の
導
入

そ
の
採
択
数
は
、
準
備
型
で
は
一
九
年
以
降
の
減
少
が
顕
著
で

あ
る
。
こ
れ
は
一
九
年
春
に
突
然
導
入
さ
れ
た
、
前
年
の
所
属
家

庭
の
総
所
得
が
六
〇
〇
万
円
を
超
え
る
人
は
応
募
資
格
が
な
い
と

す
る
規
定
の
導
入
に
よ
る
。
人
材
投
資
資
金
は
就
農
を
考
え
る
人

に
決
断
を
促
す
も
の
で
、
そ
の
た
め
、
こ
の
仕
組
み
を
一
年
以
上

も
前
か
ら
じ
っ
く
り
検
討
す
る
人
が
多
い
。
準
備
型
で
あ
れ
ば
、

授
業
料
も
生
活
費
も
賄
え
る
の
で
、
こ
れ
を
前
提
に
し
て
前
年
に

行
わ
れ
る
入
試
を
受
け
て
入
っ
て
く
る
。
そ
れ
が
、
一
九
年
は
入

学
し
て
人
材
投
資
資
金
を
申
請
し
よ
う
と
し
た
時
に
、
今
年
か
ら

は
六
〇
〇
万
上
限
制
度
が
導
入
さ
れ
た
と
聞
か
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
仕
組
み
を
変
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
一
年
前
に
知

ら
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
仕
組
み
が
ど
う
受
け
止
め
ら
れ

る
か
、
関
係
者
と
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
多
く
の
人
が
希

望
す
る
大
学
生
の
奨
学
金
で
あ
れ
ば
所
得
の
多
い
世
帯
は
遠
慮
す

べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
資
金
は
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
を
知

り
な
が
ら
就
農
を
決
意
し
た
人
を
応
援
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
誰

で
も
希
望
す
る
も
の
で
は
な
い
。
奨
学
金
と
は
性
格
が
異
な
る
の

で
あ
る
。
就
農
希
望
者
や
自
治
体
等
と
の
意
見
交
換
や
検
討
無
し

に
、
制
度
を
変
え
る
こ
と
が
最
近
行
わ
れ
続
け
て
い
る
が
、
こ
れ

は
そ
の
典
型
で
あ
る
。
六
〇
〇
万
制
限
は
今
で
は
事
業
要
綱
に
書

き
入
れ
ら
れ
、
経
営
開
始
型
で
、
転
職
し
て
農
業
に
新
規
参
入
す

る
人
の
例
で
み
れ
ば
、
退
職
金
が
制
限
に
引
っ
か
か
っ
て
し
ま
う

恐
れ
が
大
き
い
。
一
九
年
の
時
に
は
突
然
で
あ
り
、
担
当
課
長
は

事
情
が
あ
る
人
は
先
ず
は
出
し
て
、
予
算
が
あ
る
場
合
は
受
け
入

れ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
た
が
、
今
は
難
し
い
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
を
み
て
の
準
備
型
の
希
望
者
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
入
口
の
と
こ
ろ
で
就
農
を
考
え
る
人
を
少
な
く
し
て
し
ま
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
る
。

採
択
数
と
し
て
は
圧
倒
的
に
多
い
経
営
開
始
型
、
こ
れ
に
も
一

九
年
春
に
同
じ
く
突
然
導
入
さ
れ
た
の
で
、
自
治
体
が
勧
め
て
就

農
者
が
決
意
を
固
め
農
地
を
手
当
て
し
た
り
準
備
し
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
四
月
に
六
〇
〇
万
制
限
が
適
用
さ
れ
「
資
金
を
あ

き
ら
め
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
は
ず
で

あ
る
。
大
学
校
に
入
っ
て
退
学
す
る
か
、
経
営
を
開
始
し
た
が
資

金
が
出
な
い
と
な
っ
て
農
業
か
ら
転
職
す
る
か
、
混
乱
が
起
き
た

の
で
あ
る
。

ま
た
毎
年
一
五
〇
万
円
、
こ
れ
が
五
年
間
続
い
た
状
況
下
で
、

実
際
に
新
規
独
立
参
入
し
た
以
降
の
収
入
と
コ
ス
ト
の
実
際
を
調

べ
る
と
（
例
え
ば
政
策
金
融
公
庫
に
よ
る
受
給
者
の
聞
き
取
り
調

査
等
）、初
年
度
だ
け
で
な
く
赤
字
が
五
年
続
く
ケ
ー
ス
が
多
く
、

表1 農業次世代人材投資事業の出身別交付人数推移 単位：人

資料：農林水産省資料より筆者作成。なお44歳以下の新規自営農業就農者および新規参入者は『新規就農者調査
結果』（各年版）より。

注：下欄の44歳以下の新規自営農業就農者および新規参入者の2018年以降は49歳以下で表示されるようになった
ためにカッコでくくってある。

2020年度

1，026

526

1，552

6，077

3，979

10，556

963

1，868

（8，440）

（2，580）

2019年度

1，131

625

1，756

6，156

4，597

10，753

885

1，915

（9，180）

（2，270）

2018年度

1，407

769

2，176

6，229

5，269

11，498

1，301

1，968

（9，870）

（3，240）

2017年度

1，495

847

2，342

6，369

6，303

12，672

1，394

2，130

8，400

2，410

2016年度

1，555

906

2，461

6，008

6，310

12，318

1，531

2，282

9，390

2，210

2015年度

1，567

910

2，477

5，334

6，296

11，630

1，463

2，593

10，070

2，320

2014年度

1，459

951

2，410

4，829

5，261

10，090

1，490

2，938

10，630

2，450

2013年度

1，410

785

2，195

3，642

4，248

7，890

1，331

3，184

8，880

1，880

2012年度

1，133

574

1，707

2，407

2，701

5，108

1，707

5，108

9，300

1，960

非農家

農家

合計

非農家

農家

合計

準備型

経営開始型

新規自営
農業就農者

新規参入者

準備型

経営
開始型

新規
採択

44歳
以下
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よ
う
や
く
六
年
目
で
自
立
し
て
い
る
。
農
業
は
開
始
か
ら
時
間
が

か
か
る
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
四
、
五
年
目
の
支
給
額
を
減
ら
す
改
定
を
導
入
し
た

り
し
て
、
い
か
に
も
受
け
取
り
す
ぎ
か
の
よ
う
に
み
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
受
給
者
は
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
受
給
を
遠
慮
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
就
農
の
決
意
を
萎
え
さ
せ
る
傾
向
を
生
み
出
し
て

し
ま
う
。

な
お
経
営
開
始
型
は
、
基
本
は
リ
ス
ク
が
大
き
い
新
規
独
立
就

農
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
が
、
親
元
就
農
で
も
親
の
作
物
と
は
異

な
る
部
門
を
新
設
し
て
自
分
の
経
営
部
門
を
持
つ
場
合
に
は
一
五

〇
万
円
は
受
け
取
れ
る
。
親
の
経
営
を
助
け
る
だ
け
で
は
リ
ス
ク

は
な
い
が
、
親
を
助
け
る
だ
け
で
は
な
く
自
分
の
部
門
を
持
つ
場

合
は
リ
ス
ク
が
あ
る
と
し
て
支
給
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
表
に
あ
る
よ
う
に
農
家
出
身
者
も
経
営

開
始
型
を
多
く
受
け
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
し
か
し
地
域
に
よ
っ

て
は
親
の
作
物
と
は
異
な
る
作
物
が
な
い
場
合
は
選
び
よ
う
が
な

い
の
で
支
給
対
象
に
な
ら
ず
、
就
農
を
決
意
し
て
も
経
営
開
始
型

の
一
五
〇
万
円
を
受
け
と
れ
な
い
。
親
元
就
農
が
新
規
就
農
者
の

中
で
最
も
多
い
の
だ
が
、
こ
れ
が
な
い
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の
後

継
者
候
補
は
就
農
を
選
択
し
な
い
ｉ
。

⑵
二
一
年
八
月
の
二
二
年
度
『
農
林
水
産
予
算
概
算
要
求
の
概

要
』
か
ら
起
き
た
混
乱

今
回
は
、
人
材
投
資
資
金
の
仕
組
み
を
大
幅
に
変
え
る
こ
と

が
、
八
月
の
概
算
要
求
の
と
こ
ろ
で
わ
か
っ
た
。
関
係
者
は
皆
驚

い
た
。
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対
策
で
二
三
六
億
円
と
い
う
農
林

水
産
予
算
に
占
め
る
重
要
な
事
業
で
あ
る
こ
と
は
同
じ
だ
し
、
四

〇
代
以
下
の
農
業
従
事
者
の
拡
大
（
二
三
年
ま
で
に
四
〇
万
人
）

と
い
う
事
業
目
標
も
変
わ
っ
て
い
な
い
。
だ
が
名
称
も
仕
組
み
も

大
き
く
変
え
た
内
容
が
示
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

資
金
面
の
支
援
で
四
九
歳
以
下
の
新
規
就
農
を
促
進
す
る
と
し

て
、
①
経
営
開
始
へ
の
支
援
と
し
て
最
大
一
千
万
円
の
無
利
子
融

資
を
用
意
し
、
そ
の
償
還
金
は
国
と
地
方
が
支
援
す
る
と
し
た
。

た
だ
し
一
千
万
円
の
う
ち
、
従
来
の
経
営
開
始
型
と
ほ
ぼ
同
じ
額

の
年
間
一
五
〇
万
円
強
を
最
長
三
年
間
、
借
り
入
れ
の
代
わ
り
に

受
け
と
る
こ
と
も
可
能
と
し
た
。
②
雇
用
就
農
へ
の
支
援
と
し

て
、
雇
用
元
の
農
業
法
人
等
に
一
年
目
は
最
大
月
一
〇
万
円
、
五

年
間
金
額
を
下
げ
な
が
ら
資
金
助
成
を
す
る
と
い
う
も
の
で
、
そ

れ
ま
で
の
「
農
の
雇
用
事
業
」（
新
規
就
業
者
を
雇
用
し
た
時
に

年
一
二
〇
万
円
、
二
年
分
を
法
人
等
に
実
践
研
修
の
費
用
と
し
て

支
援
）
の
変
形
に
見
え
る
。
③
研
修
へ
の
支
援
と
し
て
、
研
修
生

に
最
長
二
年
、
年
に
最
大
一
五
六
万
円
を
助
成
す
る
と
し
た
。
こ

れ
は
今
ま
で
の
準
備
型
の
年
一
五
〇
万
円
・
二
年
間
の
仕
組
み
と

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
は
困
っ
た
。
そ
の
狙
い
が
不
明
な
う
え
、
定
着
し

て
い
た
経
営
開
始
型
が
大
事
な
の
か
、
ま
た
大
型
投
資
を
想
定
す

る
借
り
入
れ
を
認
定
新
規
就
農
者
が
す
る
こ
と
の
意
義
は
何
か
、

不
明
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
浮
か
び
上
が
っ
た
問
題
は
、
昨

年
ま
で
は
全
額
国
費
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
地
方
公
共
団
体
が
半

分
負
担
す
る
内
容
が
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
は
ま
ず
知
事
会
等

か
ら
強
力
な
反
対
の
意
思
表
示
が
な
さ
れ
た
。
他
の
仕
組
み
へ
の

疑
問
等
も
提
示
さ
れ
、
異
例
で
あ
る
が
、
二
一
年
一
二
月
の
「
農

林
水
産
予
算
の
概
要
」
で
は
内
容
が
変
わ
っ
た
。

ま
ず
準
備
型
、
経
営
開
始
型
、
農
の
雇
用
事
業
に
該
当
す
る
も

の
は
す
べ
て
国
費
負
担
の
従
来
の
仕
組
み
に
戻
っ
た
。
だ
が
経
営

発
展
へ
の
支
援
と
し
て
県
が
機
械
・
施
設
等
の
導
入
を
支
援
す
る

場
合
は
、
そ
の
二
倍
額
を
国
が
出
し
、
本
人
は
四
分
の
一
負
担
の

仕
組
み
で
決
着
し
た
。
認
定
新
規
就
農
者
（
新
規
参
入
者
と
親
元

就
農
で
親
の
経
営
に
従
事
し
て
か
ら
五
年
以
内
に
継
承
し
た
も

の
）
へ
の
上
限
一
千
万
円
・
固
定
投
資
・
四
分
の
三
補
助
金
が
、

新
設
の
制
度
と
し
て
残
っ
た
の
で
あ
る
。
狙
い
は
就
農
者
に
早
期

に
大
型
投
資
を
さ
せ
る
こ
と
と
今
ま
で
人
材
投
資
資
金
の
対
象
に

な
ら
な
か
っ
た
親
元
就
農
へ
の
大
型
補
助
金
の
新
設
で
あ
る
よ
う

に
見
え
る
。
な
お
経
営
開
始
資
金
と
し
て
年
一
五
〇
万
を
受
け
る

従
来
の
経
営
開
始
型
は
残
っ
た
が
、
こ
れ
を
受
け
る
場
合
は
、
上

記
の
新
設
補
助
金
は
一
千
万
円
で
は
な
く
上
限
五
〇
〇
万
円
に
な

る
。
な
お
こ
の
経
営
開
始
型
を
受
け
な
く
て
も
大
型
新
設
補
助
金

は
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
し
た
。
経
営
開
始
型
を
受
け
る

こ
と
が
出
来
な
い
親
元
就
農
へ
の
配
慮
で
あ
る
よ
う
だ
。

し
か
し
も
と
も
と
就
農
に
間
が
な
い
認
定
新
規
就
農
者
に
大
型

新
規
投
資
と
し
て
の
一
千
万
円
も
の
機
械
・
施
設
、
家
畜
導
入
、

果
樹
改
植
等
を
求
め
る
の
は
リ
ス
ク
が
大
き
く
、
従
来
の
よ
う
に

実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
無
利
子
・
無
担
保
の
青
年
等
就
農
資
金
の

仕
組
み
を
改
善
す
る
方
が
、
実
際
は
使
い
や
す
い
し
、
経
営
の
発

展
の
仕
組
み
に
か
な
っ
て
い
る
。
経
営
開
始
型
を
受
け
る
こ
と
が

出
来
な
い
親
元
就
農
者
へ
の
明
示
的
な
助
成
の
意
図
は
分
か
る

が
、
こ
れ
は
別
途
、
考
え
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
親

元
就
農
の
場
合
で
も
部
門
新
設
で
経
営
開
始
型
を
受
給
す
る
こ
と

は
制
度
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
地
域
で
親
と
は
異
な
る
新

し
い
作
物
を
取
り
組
め
な
い
場
合
は
、
何
も
支
援
策
は
な
か
っ

た
。
そ
し
て
単
純
な
親
元
就
農
で
は
リ
ス
ク
は
な
い
の
で
当
初
か

ら
人
材
投
資
資
金
の
対
象
外
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

こ
れ
を
親
と
の
共
同
経
営
者
に
位
置
づ
け
ら
れ
れ
ば
リ
ス
ク
を
負

う
の
で
、
人
材
投
資
資
金
の
対
象
に
加
え
る
べ
き
と
筆
者
は
主
張

し
て
い
た
が
、
こ
の
仕
組
み
を
導
入
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
な

お
親
の
経
営
権
を
継
承
す
る
条
件
が
付
い
て
い
る
人
材
投
資
資
金

は
あ
る
が
、
こ
れ
は
親
の
年
齢
か
ら
み
て
若
手
認
定
農
業
者
に
経

営
権
を
す
ぐ
に
譲
る
ケ
ー
ス
は
あ
ま
り
な
く
使
わ
れ
て
い
な
い
。

そ
し
て
こ
の
新
設
補
助
金
の
資
金
を
出
す
た
め
で
あ
る
が
、「
一

二
月
の
予
算
の
概
要
」
に
よ
れ
ば
、
経
営
開
始
資
金
は
額
が
一
五

〇
万
円
で
従
来
と
同
じ
だ
が
五
年
か
ら
三
年
に
縮
小
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
自
立
に
年
数
が
か
か
る
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
な
の
に
、
で
あ

る
ⅱ
。
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
改
革
は
一
二
月
予
算
の
仕
組
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み
で
も
、
応
募
者
を
増
や
し
新
規
採
択
者
数
を
増
加
さ
せ
る
と
い

う
本
来
の
目
的
に
貢
献
せ
ず
、
む
し
ろ
、
予
算
は
確
保
し
た
が
、

就
農
者
を
増
や
す
と
い
う
方
向
に
役
立
た
な
い
こ
と
に
な
る
こ
と

が
心
配
さ
れ
る
。

ま
た
農
の
雇
用
事
業
は
表
2
に
そ
の
成
果
を
示
し
た
。
事
業
の

メ
イ
ン
で
あ
る
「
雇
用
就
農
者
育
成
・
独
立
支
援
タ
イ
プ
」
を
み

る
と
、
左
に
表
示
さ
れ
た
、
研
修
し
た
青
年
就
農
者
数
と
活
用
し

た
経
営
体
数
で
は
、
二
年
分
の
そ
れ
が
合
計
さ
れ
て
い
る
が
、
全

体
と
し
て
横
ば
い
気
味
で
あ
る
。
ま
た
新
た
に
研
修
を
開
始
し
た

雇
用
就
農
者
育
成
タ
イ
プ
の
数
を
見
る
と
、
減
少
気
味
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
雇
用
で
就
農
を
考
え
る
若
者
が
増
え
て
い
る
状
況

下
で
、
そ
れ
を
促
進
す
る
の
に
効
果
的
な
事
業
な
の
だ
が
、
ま
だ

十
分
に
実
績
が
出
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。
そ
し
て
今
回
は
最

長
四
年
、
年
間
六
〇
万
円
に
修
正
さ
れ
た
が
、
法
人
等
に
と
っ
て

年
数
は
伸
び
た
と
し
て
も
年
六
〇
万
円
は
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
大

き
く
は
な
く
、
事
業
を
実
施
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
法
人
経
営
は
感
じ

な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
す
ま
す
実
績
が
落
ち
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
る
。

4
�
青
年
就
農
給
付
金
制
度
の
仕
組
み
を
維
持
す
る
フ
ラ

ン
ス
の
効
果

そ
の
点
、
短
い
間
に
仕
組
み
を
い
ろ
い
ろ
変
え
る
日
本
に
対
し

て
、
も
と
も
と
の
制
度
の
実
施
者
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
は
、
一
九
七

〇
年
代
か
ら
の
仕
組
み
を
大
き
く
は
変
え
て
い
な
い
。
仕
組
み

は
、
全
国
農
業
会
議
所
の
景
山
隆
氏
の
業
績
（
全
国
農
業
会
議
所

『
農
政
調
査
時
報
五
八
〇
、
五
八
一
、
五
八
二
号
』
他
）
に
よ
れ

ば
、
年
支
給
額
は
日
本
の
一
五
〇
万
円
を
超
え
る
額
で
し
か
も
条

件
不
利
地
ほ
ど
高
額
の
形
に
な
っ
て
い
る
。
受
け
取
る
人
の
前
職

の
所
得
制
限
は
な
く
、
ま
た
五
年
間
の
給
付
を
初
年
度
に
受
け
取

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
今
ま
で
は
二
回
に
分
け
初
回
で
多
く
を

受
け
取
っ
て
い
た
が
、
初
回
で
五
年
分
す
べ
て
を
出
す
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
仕
組
み
で
あ
れ
ば
、
初
年
度
に
固
定
投
資
を
そ

れ
な
り
に
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
だ
ろ
う
。
年
齢
は
四
〇
歳
以

下
だ
が
、
こ
れ
を
引
き
上
げ
る
か
は
検
討
事
項
の
よ
う
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
新
規
就
農
者
の
半
分
く
ら
い
は
青
年
就
農
給
付

金
を
受
け
て
い
る
よ
う
で
、
堀
口
も
前
掲
の
『
就
農
へ
の
道
』
で

「
フ
ラ
ン
ス
の
青
年
就
農
者
助
成
金
が
果
た
し
て
い
る
役
割
と
大

き
な
効
果
」
を
書
い
た
が
、
こ
の
政
策
の
効
果
と
し
て
Ｅ
Ｕ
の
中

で
も
若
手
農
業
者
の
比
率
が
フ
ラ
ン
ス
は
高
い
。
こ
の
経
験
を
日

本
も
導
入
し
た
ほ
う
が
、
若
手
就
農
者
の
確
保
に
さ
ら
に
大
き
く

貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

ｉ
そ
の
た
め
に
、
県
に
よ
っ
て
は
親
元
就
農
を
支
援
す
る
制
度
を
設
け
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
山
梨
県
の
親
元
就
農
者
経
営
安
定
支
援
事
業
は
、
国

の
支
援
事
業
（『
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
』
や
『
経
営
継
承
・
発
展

支
援
事
業
』
等
）
の
対
象
外
と
な
る
農
家
子
弟
の
親
元
就
農
を
推
進
す
る

た
め
、
農
家
子
弟
が
親
元
就
農
す
る
際
の
一
時
的
な
収
入
低
下
等
、
経
済

的
な
不
安
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
二
一
年
か
ら
の
事
業
で
あ

る
。
助
成
内
容

一
〇
〇
万
円
を
支
給
、
就
農
時
五
〇
歳
未
満
、
前
年
度

所
得
六
〇
〇
万
円
以
下
（
本
人
及
び
配
偶
者
の
合
計
）、
親
元
世
帯
一
人

当
た
り
の
前
年
度
農
業
所
得
四
〇
〇
万
円
、
農
業
経
営
主
が
認
定
農
業
者

か
つ
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
中
心
経
営
体
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
者

で
あ
る
こ
と
。

ⅱ
そ
の
た
め
、
青
森
県
は
二
二
年
度
一
〇
〇
〇
万
円
を
「
非
農
家
出
身
者
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
費
補
助
」
に
充
て
て
、
四
年
目
以
降
の
支
援
の
仕

組
み
を
用
意
し
た
。
補
助
の
対
象
者
は
、
国
の
「
農
業
次
世
代
人
材
投
資

事
業
」
の
支
援
を
受
け
て
い
る
非
農
家
出
身
で
、
就
農
三
〜
六
年
目
の
独

立
自
営
就
農
者
。
暗
渠
工
事
の
施
工
費
や
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
移
転
施
工
費
、

土
壌
改
良
資
材
購
入
費
な
ど
経
営
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
に
か
か
る
経

費
を
補
助
す
る
。
補
助
率
は
二
分
の
一
で
、
上
限
は
一
〇
〇
万
円
。
同
県

で
は
非
農
家
出
身
の
就
農
者
が
増
え
て
お
り
、
二
〇
年
度
の
新
規
就
農
者

三
〇
三
人
の
う
ち
他
産
業
か
ら
の
就
農
者
が
二
四
八
人
に
上
り
、
こ
の
う

ち
一
四
八
人
が
非
農
家
だ
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
野
菜
や
果
樹
な
ど
に

挑
戦
し
な
が
ら
想
定
外
の
災
害
な
ど
で
厳
し
い
経
営
に
直
面
し
て
十
分
な

所
得
を
確
保
で
き
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
新
た
な
作

物
へ
の
挑
戦
な
ど
を
後
押
し
し
よ
う
と
新
た
な
事
業
を
立
ち
上
げ
た
。

表2 農の雇用事業の実績の推移 単位：人ないし経営体

資料：農林水産省資料から

新たに研修を開始した青年就農者

法人独立支援
タイプ

23

10

11

8

17

6

雇用就農者育成
タイプ

3，098

2，521

2，283

2，203

1，771

2，003

農の雇用事業を
活用した農業法
人等の経営体

3，382

4，024

3，725

3，484

3，372

3，468

研修を実施し
た青年就農者

5，448

7，024

6，455

5，941

5，319

5，177

年次

2015

2016

2017

2018

2019

2020
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は
じ
め
に

本
稿
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
「
令
和
四
年
度
農
林
水
産
予
算
の

概
要
」（
以
下
、「
予
算
の
概
要
」と
す
る
）の
二
九
頁
の
六
の（
一
）、

農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
集
積
・
集
約
化
と
多
様
な
経
営
体
に

よ
る
農
地
利
用
に
該
当
す
る
予
算
、「
予
算
の
概
要
」
の
ペ
ー
ジ

数
で
い
う
と
一
一
六
頁
の
五
一
か
ら
一
二
一
頁
の
五
四‐
二
に
つ

い
て
の
検
討
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
予
算
と
は
直
接
関
係

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、「
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
」（
以
下
、

「
基
盤
強
化
法
」
と
す
る
）
と
「
農
山
漁
村
活
性
化
法
」（
以
下
、

「
活
性
化
法
」
と
す
る
）
の
二
つ
の
法
律
の
改
正
案
に
つ
い
て
簡

単
な
コ
メ
ン
ト
を
最
後
に
記
す
こ
と
に
し
た
い
。

⑴
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
現
場
で
の
推
進
体
制
に
つ
い
て

「
地
域
が
目
指
す
べ
き
招
待
の
集
約
化
に
重
点
を
置
い
た
農
地

利
用
の
姿
や
農
地
利
用
者
を
明
確
に
し
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
策

定
に
必
要
な
取
組
」
を
支
援
す
る
事
業
と
し
て
「
人
・
農
地
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
確
立
・
実
現
支
援
事
業
」
が
新
設
さ
れ
た
（
予
算
概
算

決
定
額
三
〇
〇
百
万
円
）。
こ
れ
は
都
道
府
県
と
市
町
村
に
対
し

て
何
ら
か
の
一
律
の
基
準
で
予
算
を
配
分
す
る
こ
と
に
な
る
の

か
、
あ
る
い
は
都
道
府
県
・
市
町
村
か
ら
上
が
っ
て
き
た
計
画
に

基
づ
い
て
予
算
を
配
分
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
が
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
都
道
府
県
・
市
町
村
の
裁
量
性
に
基
づ
く
事
業
推
進

の
余
地
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
関
係
し
て
く
る
と

考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
最
終
的
な
受
け
皿
は
市
町
村
と
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
、
市
町
村
と
農
業
委
員
会
の
関
係
は
ど

う
整
理
す
れ
ば
よ
い
か
が
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
読
ん
だ
。
実

際
の
予
算
の
配
分
は
計
画
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
事
業
の
基
本
は

市
町
村
の
支
援
に
あ
り
、
農
業
委
員
会
に
つ
い
て
は
予
算
の
対
象

外
と
さ
れ
て
い
る
が
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
策
定
と
い
う
目
標
の

実
現
に
二
つ
の
系
統
の
予
算
が
別
々
に
流
れ
込
む
こ
と
に
な
る
た

め
、
行
政
と
農
業
委
員
会
と
の
間
の
整
理
と
い
う
問
題
は
残
さ
れ

た
ま
ま
と
な
る
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
る
。
金
額
は
次
の
農
業
委
員

会
予
算
に
比
べ
る
と
僅
か
に
す
ぎ
な
い
が
、
霞
が
関
と
し
て
は
農

業
委
員
会
だ
け
で
は
心
も
と
な
く
都
道
府
県
と
市
町
村
に
も
支
援

を
行
っ
て
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
い
う
認
識
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
二
〇
二
二
年

二
月
九
日
に
全
国
市
長
会
が
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
策
定
義
務
化

等
に
関
す
る
緊
急
意
見
」
を
提
出
し
、
そ
の
な
か
で
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
が
実
践
の
段
階
に
入
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
唐
突
に
現
行
の
仕
組
み
を
変
え
、
計
画
策
定
を
一
律
に
義
務

付
け
る
こ
と
は
、
目
下
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
同
プ
ラ
ン
の

実
行
等
に
ひ
た
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
る
現
場
に
大
き
な
混
乱
を

も
た
ら
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
分
権
改
革
の
取
組
に
も

沿
わ
な
い
も
の
で
あ
り
、
強
く
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う

意
見
を
表
明
し
て
お
り
、
現
場
で
の
推
進
体
制
の
構
築
に
は
大
き

な
不
安
が
残
さ
れ
て
い
る（
注
1
）。

一
方
、「
農
業
委
員
会
に
よ
る
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
」

は
若
干
増
額
さ
れ
て
予
算
概
算
決
定
額
は
一
三
、
三
八
五
百
円
と

な
っ
た
。こ
の
う
ち
農
業
委
員
会
交
付
金
は
前
年
度
と
同
額（
四
、

七
一
八
百
万
円
）
に
な
っ
た
が
、
農
地
法
等
に
基
づ
く
業
務
を
行

う
た
め
の
基
礎
的
な
経
費
と
い
う
扱
い
な
の
で
、
担
い
手
へ
の
農

地
集
積
の
実
績
に
か
か
わ
ら
ず
定
額
と
し
て
支
払
わ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
農
地
利
用
最
適
化
交
付
金
（
五
、

一
〇
〇
百
万
円
）
は
そ
の
名
の
通
り
農
地
利
用
の
最
適
化
活
動
に

要
す
る
経
費
な
の
で
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
の
実
績
と
の
連
動

が
求
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
予
算

の
概
要
」
の
一
二
一
頁
の
右
下
に
も
「
農
業
委
員
会
が
行
う
最
適

化
活
動
に
係
る
活
動
力
と
成
果
に
つ
い
て
目
標
を
定
め
、
そ
の
達

成
度
合
い
に
応
じ
て
交
付
（
委
員
報
酬
に
限
ら
ず
農
業
委
員
会
の

最
適
化
業
務
に
対
し
て
交
付
す
る
こ
と
が
可
能
）」
と
記
さ
れ
て

お
り
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
八
割
を
達
成
と
い
う
政
策
目
標
を

前
提
と
し
た
勤
務
評
定
を
農
業
委
員
会
に
対
し
て
行
う
か
の
よ
う

に
読
め
る
。
だ
が
、
農
地
利
用
最
適
化
交
付
金
は
月
一
〇
日
間
と

い
う
活
動
量
を
前
提
に
配
分
さ
れ
る
た
め
、
農
地
集
積
を
推
進
す

る
よ
う
農
業
委
員
会
を
追
い
込
ん
で
い
く
よ
う
な
使
わ
れ
方
に
は

な
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
ま
た
、
農
地
利
用
の
最
適
化
は
担
い
手

へ
の
農
地
集
積
だ
け
で
な
く
、
遊
休
農
地
の
解
消
、
新
規
就
農
者

の
育
成
の
三
点
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
全
て
が
人
・
農
地
プ
ラ

ン
に
直
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進
と

い
う
論
理
で
農
業
委
員
会
は
活
動
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
市
町

村
の
取
り
組
み
（
法
定
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
人
・
農
地
プ
ラ
ン

の
策
定
）
と
の
整
合
性
を
ど
う
図
っ
て
い
く
か
と
い
う
課
題
は
現

場
に
残
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か（
注
2
）。

構
造
政
策
推
進
に
向
け
て
の
課
題

―
二
〇
二
二
年
度
農
林
水
産
予
算
の
検
討
―

安
藤
光
義

東
京
大
学
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以
前
、
筆
者
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
あ
る
県
で
は
、
農

業
委
員
会
は
戸
別
訪
問
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
通
じ
て
農
地
所

有
者
の
意
向
把
握
を
行
い
、
地
域
の
状
況
を
地
図
化
す
る
と
こ
ろ

ま
で
を
行
い
、
市
町
村
は
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
担
い
手
同
士
の

話
し
合
い
や
集
落
座
談
会
を
開
催
し
、
そ
の
う
え
で
再
び
農
業
委

員
会
が
貸
し
手
と
借
り
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
と
い
う
分
業
関

係
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
や
む
を
得
な
か
っ
た

と
は
思
う
が
、
農
家
の
意
向
把
握
は
話
し
合
い
で
は
な
く
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
を
通
じ
た
農
業
委
員
会
に
よ
る
情
報
収
集
に
と
ど

ま
り
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
眼
目
で
あ
る
話
し
合
い
は
市
町
村
の

担
当
と
な
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、「
人
・
農
地
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
確

立
・
実
現
支
援
事
業
」
の
三
〇
〇
百
万
円
と
い
う
予
算
は
「
農
地

利
用
最
適
化
交
付
金
」
の
五
、
一
〇
〇
百
万
円
と
比
べ
て
大
変
見

劣
り
が
す
る
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
地
方
分
権

改
革
に
逆
行
」
す
る
だ
け
で
な
く
、
市
町
村
に
対
す
る
十
分
な
予

算
措
置
を
し
て
い
な
い
こ
と
も
、
全
国
市
長
会
の
反
対
の
理
由
と

な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。「
霞
が
関
の
定
め
た
仕
事
を
す

る
の
で
あ
れ
ば
そ
れ
に
見
合
う
予
算
、
な
か
ん
ず
く
、
そ
の
業
務

に
従
事
す
る
職
員
の
人
件
費
を
手
当
て
せ
よ
」
と
い
う
こ
と
な
の

だ
ろ
う
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
農
業
委
員
会
と
市
町
村
と
の
関
係
を
ど

う
整
理
し
な
が
ら
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
策
定
を
進
め
て
い
く
か
は

引
き
続
き
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
政
策
を
執
行

す
る
現
場
に
不
満
の
マ
グ
マ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

⑵
集
落
営
農
の
梃
入
れ
に
つ
い
て

「
五
三

集
落
営
農
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
促
進
事
業
」
が
新

設
さ
れ
た
（
令
和
四
年
度
予
算
概
算
決
定
額
三
七
〇
百
万
円
）。

こ
の
よ
う
な
形
で
集
落
営
農
の
梃
子
入
れ
を
図
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
。
⑴
で
議
論
し
た
現
場
で
の
推
進
体
制
と
い
う
点
か
ら
す
る

と
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
策
定
と
そ
の
実
質
化
と
セ
ッ
ト
で
進
め

る
の
が
効
果
的
だ
と
考
え
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
集
落
営
農
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
促
進
事
業
」
に
つ
い
て
は
普
及
系
統
組
織
と
Ｊ

Ａ
が
前
面
に
出
て
い
る
よ
う
に
描
か
れ
て
お
り
、
予
算
も
そ
の
よ

う
に
流
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
都
道
府
県
、
市
町
村
、
集

落
営
農
組
織
が
交
付
対
象
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
）。も
ち
ろ
ん
、

農
業
委
員
会
の
参
画
は
想
定
さ
れ
て
い
る
と
は
思
う
が
、
果
た
す

べ
き
具
体
的
な
役
割
は
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
や
は
り
、
こ
こ
で
も

市
町
村
と
農
業
委
員
会
と
の
関
係
を
ど
う
整
理
す
る
か
と
い
う
問

題
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

実
際
の
と
こ
ろ
集
落
営
農
に
は
梃
入
れ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

法
人
化
し
て
も
後
継
者
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
る
組
織
が
中
山
間
地
域
を
中
心
に
増
加
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

二
〇
二
一
年
度
に
山
口
県
と
Ｊ
Ａ
山
口
県
中
央
会
が
共
同
で
実

施
し
た
集
落
営
農
法
人
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

有
効
回
答
数
一
七
一
の
う
ち
最
も
多
い
の
は
「
現
状
維
持
」
で
九

六
（
五
六
％
）
だ
が
、「
一
〇
年
後
に
経
営
規
模
を
拡
大
」
は
三

八
（
二
二
％
）
あ
る
一
方
、「
一
〇
年
後
に
経
営
規
模
を
縮
小
」

が
三
七
（
二
二
％
）
と
と
も
に
二
割
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
た
。

多
く
は
現
状
維
持
だ
が
、
中
山
間
地
域
の
最
後
の
「
切
り
札
」
と

も
い
え
る
集
落
営
農
法
人
の
う
ち
の
二
割
が
経
営
規
模
を
縮
小
す

る
と
し
て
い
る
点
は
地
域
の
崩
壊
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。
集
落
営
農
へ
の
梃
入
れ
以
上
に
重
要
な
の
が
経

営
継
承
で
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
の
確
保
で
あ
る
。
表
1
は
次
期
の
代

表
の
有
無
別
に
一
〇
年
後
の
経
営
意
向
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ

る
か
を
示
し
た
も
の
だ
が
、
規
模
拡
大
を
志
向
す
る
集
落
営
農
法

人
は
次
期
代
表
「
あ
り
」
の
割
合
が
高
い
（「
な
し
」
の
割
合
が

低
い
）
の
に
対
し
、
現
状
維
持
、
規
模
縮
小
と
な
る
に
従
い
次
期

代
表
「
あ
り
」
の
割
合
が
低
く
（「
な
し
」
の
割
合
が
高
く
）
な

っ
て
い
る
と
い
う
違
い
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
集
落
営
農

を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
に
は
設
備
投
資
の
た
め
の
資
金
や
雇

用
労
働
者
の
導
入
の
支
援
だ
け
で
な
く
、
経
営
者
を
育
成
し
て
い

く
こ
と
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
へ
の
踏
み
込
み
を
政
策

に
は
求
め
た
い
。

ま
た
、
規
模
拡
大
を
志
向
す
る
集
落
営
農
法
人
（
三
八
法
人
）

に
そ
の
方
法
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
（
複
数
回
答
）、「
面
積
拡
大
」

が
三
一
（
八
二
％
）
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
複
合
化
」
一
二
（
三

表1 次期代表者の有無別経営意向（山口県）

資料：山口県内部資料より筆者作成

次期代表の有無

計

38（100％）

96（100％）

37（100％）

171（100％）

未回答

4（11％）

10（10％）

7（19％）

21（12％）

な し

14（37％）

47（49％）

16（43％）

77（45％）

あ り

20（53％）

39（41％）

14（38％）

73（43％）

規模拡大

現状維持

規模縮小

計

10年後の
経営
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二
％
）、「
多
業
化
」
九
（
二
四
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
経
営
面
積

の
拡
大
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
山
口
県
で
は
面
積
拡
大
の
た

め
の
機
械
施
設
、
雇
用
労
働
者
へ
の
支
援
を
基
本
と
し
、
必
要
に

応
じ
て
園
芸
作
等
の
導
入
な
ど
の
複
合
化
や
農
泊
な
ど
の
多
業
化

の
支
援
を
行
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
中
山
間

地
域
で
集
落
営
農
の
設
立
と
法
人
化
を
進
め
て
き
た
他
の
県
で
も

同
様
の
状
況
で
あ
ろ
う
。

同
じ
く
規
模
拡
大
を
志
向
す
る
集
落
営
農
法
人
（
三
八
法
人
）

に
対
し
て
規
模
拡
大
た
め
の
課
題
を
た
ず
ね
た
結
果
を
、
経
営
面

積
規
模
別
に
示
し
た
の
が
表
2
で
あ
る
（
複
数
回
答
）。
何
と
い

っ
て
も
最
大
の
課
題
は
「
労
働
力
の
確
保
」
で
あ
り
、
半
分
近
く

が
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
た
だ
し
、
二
〇
〜
五
〇
ha
規
模
の

集
落
営
農
で
は
割
合
が
相
対
的
に
低
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
規
模

の
集
落
営
農
は
現
在
の
人
員
で
自
分
の
集
落
の
農
地
を
さ
ら
に
引

き
受
け
る
か
、
他
の
集
落
に
出
作
を
し
て
拡
大
す
る
計
画
で
あ
る

と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
二
〇
〜
五
〇
ha
規
模

の
集
落
営
農
の
三
分
の
一
が
「
農
地
の
団
地
化
」
を
課
題
と
し
て

挙
げ
て
い
る
が
、
自
分
の
集
落
内
に
い
る
集
落
営
農
に
加
入
し
て

い
な
い
個
別
経
営
や
出
作
先
の
担
い
手
と
の
間
で
経
営
地
が
入
り

組
ん
で
い
て
農
地
利
用
調
整
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、「
集
落
営
農
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
促
進
事

業
」
は
各
県
の
集
落
営
農
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
た
事

業
の
実
施
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
行
う
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
よ

い
よ
う
に
思
う
。

⑶
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
率
8
割
達
成
を
進
め
る
た
め
の
課
題
に

つ
い
て

「
五
二

農
地
利
用
効
率
化
等
支
援
交
付
金
」
は
、
こ
れ
ま
で

「
強
い
農
業
づ
く
り
総
合
支
援
交
付
金
」
に
あ
っ
た
も
の
を
切
り

出
し
た
も
の
で
あ
り
、
厳
密
な
意
味
で
は
新
設
で
は
な
い
。
前
年

度
は
採
択
に
際
し
て
ポ
イ
ン
ト
制
を
と
っ
て
お
り
、
経
営
面
積
の

拡
大
を
目
指
す
案
件
を
優
先
し
て
い
た
が
、
新
た
に
「
集
約
型
農

業
経
営
優
先
枠
」
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
い
う

「
集
約
型
農
業
経
営
」
は
施
設
園
芸
な
ど
の
園
芸
作
で
あ
り
、
そ

う
し
た
経
営
は
あ
ま
り
農
地
を
必
要
と
せ
ず
、
事
業
目
標
で
あ
る

「
全
農
地
に
占
め
る
担
い
手
が
利
用
す
る
面
積
の
割
合
の
増
加
」

に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。
本
来
で
あ
れ
ば
こ
れ
ま
で
と
同

様
、
土
地
利
用
型
経
営
に
優
先
枠
を
設
定
す
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、「
集
約
型
農
業
経
営
優
先
枠
」
は
現
地
の
要
望
を
反
映
し
た

も
の
ら
し
い
。
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
と
い
う
点
で
評
価
で
き

る
が
、
逆
に
言
う
と
、
経
営
面
積
の
拡
大
と
い
う
要
望
は
現
地
で

は
強
く
な
い
こ
と
の
証
左
で
あ
り
、「
強
い
農
業
づ
く
り
」
を
目

指
す
た
め
の
資
金
需
要
に
応
え
て
い
る
だ
け
で
は
担
い
手
の
農
地

集
積
率
の
向
上
に
は
つ
な
が
ら
な
い
農
村
の
実
情
を
示
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。

や
は
り
農
地
を
守
る
と
い
う
点
で
は
、「
集
落
営
農
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
促
進
事
業
」
が
新
設
さ
れ
た
と
は
い
う
も
の
の
、
特

に
中
山
間
地
域
で
は
集
落
営
農
を
積
極
的
に
位
置
づ
け
た
方
が
よ

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
邪
推
が
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
予

算
の
概
要
」
の
一
一
七
頁
の
右
下
の
（

）
書
き
の
部
分
に
「
共

同
利
用
機
械
・
施
設
の
導
入
を
支
援
」
と
記
さ
れ
て
い
る
あ
た
り

に
当
初
の
政
策
の
意
図
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
た

だ
し
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
農
業
専
従
者
が
他
産
業
従
事

者
並
み
の
生
涯
賃
金
に
見
合
う
農
業
所
得
を
実
現
で
き
る
よ
う
な

農
業
経
営
を
育
成
す
る
こ
と
と
、
経
営
面
積
の
大
き
な
農
業
経
営

を
育
成
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
両
者

の
乖
離
が
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
点
に
根
本
的
な
問
題
が
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
の
経
営
支
援
に
と
ど
ま
る

こ
と
な
く
、
こ
の
点
に
真
正
面
か
ら
切
り
込
ん
で
い
か
な
い
限

り
、「
全
農
地
に
占
め
る
担
い
手
が
利
用
す
る
面
積
の
割
合
の
増

加
」
を
実
現
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

「
五
四‐

一

農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
農
地
集
約
化
の
加

速
」
で
は
今
後
の
農
地
中
間
管
理
機
構
の
実
務
体
制
に
つ
い
て
不

安
が
残
る
。
農
地
中
間
管
理
機
構
事
業
は
三
、
一
三
四
百
万
円
か

ら
三
、
五
一
七
百
万
円
に
増
額
さ
れ
た
が
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は「
現

地
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
増
員
」に
あ
る
よ
う
に
読
め
る
。だ
が
、

農
地
中
間
管
理
事
業
が
順
調
に
実
績
を
あ
げ
、
ま
た
、
農
地
集
積

表2 規模拡大のための課題（山口県）

資料：山口県内部資料より筆者作成
注：複数回答のため各項目の数値を合計しても100％にならない

経営耕地面積（2020年）

計

6％

19％

3％

0％

48％

3％

16％

3％

100％

100ha
以上
0％

0％

0％

0％

100％

0％

0％

0％

100％

50～
100ha
0％

17％

17％

0％

50％

0％

17％

0％

100％

30～
50ha
0％

33％

0％

0％

33％

0％

33％

0％

100％

20～
30ha
9％

36％

0％

0％

27％

0％

18％

9％

100％

10～
20ha
13％

0％

0％

0％

63％

13％

13％

0％

100％

10ha
未満
0％

0％

0％

0％

100％

0％

0％

0％

100％

①農地の貸出意向の把握、マッチング

②農地の団地化

③条件不利地の排除

④栽培品目の選定

⑤労働力の確保

⑥省力機械の導入

⑦畦畔管理の負担軽減

⑧水管理の負担軽減

計
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円
滑
化
事
業
と
の
統
合
に
よ
っ
て
農
地
中
間
管
理
機
構
が
管
理
す

る
農
地
面
積
が
増
加
し
て
く
る
と
、
地
代
の
支
払
い
業
務
（
貸
付

者
の
振
込
口
座
の
整
備
・
確
認
な
ど
）、
未
払
い
地
代
の
徴
収
業

務
、借
受
者
か
ら
の
地
代
の
引
き
下
げ
や
減
免
要
求
へ
の
対
応（
貸

付
者
へ
の
了
解
取
り
付
け
業
務
な
ど
）（
注
3
）、
管
理
コ
ス
ト
が
増

加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
ち
ら
の
経
費
の
手
当
が
求
め
ら
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
要
望
は
農
地
中
間
管
理
機

構
か
ら
上
が
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て

指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ま
た
、
機
構
集
積
協
力
金
が
三
、
四
八
五
百
万
円
か
ら
一
、
〇

八
五
百
万
円
と
三
分
の
一
に
大
き
く
減
少
し
た
。
こ
の
減
額
は
既

定
路
線
だ
と
は
思
う
が
、
こ
う
な
っ
て
し
ま
う
と
機
構
を
使
う
メ

リ
ッ
ト
は
小
さ
く
な
り
、
農
地
耕
作
改
善
事
業
の
ほ
か
に
農
地
を

貸
す
側
が
機
構
を
使
う
理
由
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
く
な
る
だ
ろ

う
。
そ
の
た
め
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
を
改
正
し
、
三
分
の

二
以
上
の
同
意
を
得
た
う
え
で
「
機
構
以
外
の
者
に
利
用
権
の
設

定
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
「
提
案
に
基
づ
く
地
域
計
画

の
特
例
」（
注
4
）を
設
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
た

だ
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
先
述
し
た
全
国
市
長
会
が
反
対
意
見
を

表
明
し
て
い
た（
注
5
）。
農
地
中
間
管
理
機
構
が
農
地
貸
借
書
類
管

理
機
構
に
過
ぎ
な
い
と
す
れ
ば
、
機
構
集
積
協
力
金
が
な
け
れ
ば

積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
見
込
み
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
重
要
な
の
は
農
地
の
受
け
手
の
育
成
・
確

保
で
あ
り
、
担
い
手
に
農
地
が
集
積
さ
れ
て
い
け
ば
、
そ
れ
に
つ

れ
て
機
構
の
実
績
も
次
第
に
上
が
っ
て
い
く
と
大
き
く
構
え
た
方

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

⑷
基
盤
強
化
法
と
活
性
化
法
の
改
正
案
に
つ
い
て

基
盤
強
化
法
に
つ
い
て
は
、
地
域
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
計

画
（
以
下
、「
地
域
計
画
」
と
す
る
）
の
策
定
に
お
け
る
「
農
業

者
等
に
よ
る
協
議
の
場
」
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
考
え
る
。「
法

律
案
（
骨
子
）」
に
よ
れ
ば
「
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
基
本
構

想
を
定
め
た
市
町
村
は
、
自
然
的
条
件
等
を
考
慮
し
た
区
域
ご
と

に
、
農
業
の
将
来
の
在
り
方
及
び
農
業
上
の
利
用
が
行
わ
れ
る
農

用
地
等
の
区
域
等
に
つ
い
て
、
農
業
者
、
農
業
委
員
会
、
農
地
中

間
管
理
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。）、
農
業
協
同
組
合
、
土

地
改
良
区
等
に
よ
る
協
議
の
場
を
設
け
、
そ
の
協
議
の
結
果
を
公

表
す
る
」
と
あ
る
が
、「
自
然
条
件
等
を
考
慮
し
た
区
域
」
の
範

囲
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。「
ご
と
に
」
と
あ
る
の
で
一
つ
の

市
町
村
に
多
数
の
協
議
会
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
の

が
自
然
だ
が
、
そ
の
理
解
で
間
違
い
な
い
か
ど
う
か（
注
6
）。
関
係

者
の
役
割
分
担
は
ど
う
な
る
の
か
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
点
も

気
に
な
る
。

ま
た
、
こ
こ
で
い
う
「
農
業
者
」
の
定
義
は
何
だ
ろ
う
か
。「
区

域
」
の
農
地
所
有
者
を
全
員
集
め
な
い
と
「
地
域
計
画
」
に
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
が
、
そ
の
よ
う
に
理
解

し
て
間
違
い
な
い
か
ど
う
か
。
ま
さ
か
、
認
定
農
業
者
の
会
の
会

長
だ
け
と
い
っ
た
こ
と
は
な
い
と
は
思
う
が
、
こ
の
「
農
業
者
」

が
少
数
で
は
、
形
だ
け
の
協
議
会
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。
人
・
農
地
プ
ラ
ン
で
の
話
し
合
い
が
そ
の
ま
ま
「
協
議

の
場
」
と
な
る
の
が
自
然
な
流
れ
の
よ
う
に
思
う
が
、
そ
う
は
な

っ
て
い
な
い
の
は
何
故
な
の
だ
ろ
う
。
以
上
が
基
盤
強
化
法
の
改

正
案
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
と
疑
問
で
あ
る
。

活
性
化
法
に
つ
い
て
は
「
活
性
化
計
画
の
作
成
等
に
係
る
協
議

会
」
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
よ
う
に
思
う
。「
法
律
案
の
概
要
」
で

は
「
地
方
公
共
団
体
は
、
活
性
化
計
画
の
作
成
及
び
実
施
に
関
し

て
必
要
な
協
議
を
行
う
た
め
、
農
林
漁
業
団
体
、
有
識
者
等
か
ら

成
る
協
議
会
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
任
意
）」
と
あ
る
が
、

「
農
林
漁
業
団
体
」
と
は
何
か
、
協
議
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

役
割
を
担
う
こ
と
に
な
る
の
か
が
判
然
と
し
な
い
。
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ

が
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
放
牧
利
用
な
ど
土
地
利
用
に
関

す
る
協
議
の
場
合
は
当
該
農
用
地
の
地
権
者
を
組
織
す
る
の
が
筋

で
は
な
い
か（
注
7
）。
こ
れ
で
は
基
盤
強
化
法
の
「
協
議
の
場
」
と

同
様
、
上
か
ら
の
形
だ
け
の
計
画
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
。
や
は
り
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
で
の
話
し
合
い
を
基
礎
と

す
べ
き
だ
と
考
え
る
し
、
そ
れ
が
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
が

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、「
任
意
」
と
い
う
こ
と
は
「
協

議
会
」
を
設
置
せ
ず
に
「
活
性
化
計
画
」
を
策
定
し
て
い
き
た
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

注
：

⑴
二
〇
二
二
年
三
月
二
二
日
に
は
「
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
に
関
す
る
意
見
」
が
全
国
市
長
会
か
ら
出
さ
れ
て
い

る
。

⑵
農
林
水
産
省
が
二
〇
二
一
年
一
二
月
に
出
し
た
「
人
・
農
地
な
ど
関
連
施

策
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
の
「
三

農
地
バ
ン
ク
等
」
の
と
こ
ろ
で
「
今

後
、
関
係
機
関
は
、
地
域
の
共
通
の
目
標
で
あ
る
『
目
標
地
図
』
の
実
現

に
向
け
て
、
ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
っ
て
現
場
へ
の
働
き
か
け
等
を
推
進
し
て

い
く
必
要
。
と
り
わ
け
農
業
委
員
会
が
果
た
す
役
割
は
重
要
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
読
む
と
農
業
委
員
会
が
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
に

な
る
と
読
め
る
が
、
本
当
に
農
業
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
ワ
ン
チ
ー
ム

を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
不
安
が
残
る
。
本
当
に
大
丈

夫
な
の
だ
ろ
う
か
。

⑶
農
地
の
貸
し
手
と
借
り
手
か
ら
手
数
料
を
徴
収
し
て
い
な
い
あ
る
県
の
農

地
中
間
管
理
機
構
で
は
、
地
代
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
は
、
貸
し
手
と
借

り
手
の
双
方
合
意
に
基
づ
く
変
更
契
約
書
を
機
構
に
提
出
す
る
こ
と
で
対

応
し
て
お
り
、
両
者
の
間
の
調
整
は
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
場
合
は
厄
介
な
作
業
は
生
じ
な
い
が
、
機
構
が
仲
介
し
て

い
る
と
い
っ
て
も
書
類
の
管
理
だ
け
に
す
ぎ
ず
、
実
質
的
な
貸
し
借
り
は

以
前
と
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
も
そ
も
機
構
を

設
立
し
た
こ
と
の
意
味
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は
農
地
貸
借

書
類
管
理
機
構
に
な
っ
て
し
ま
う
。
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ま
た
、
農
林
水
産
省
が
ま
と
め
た
「
人
・
農
地
関
連
施
策
の
見
直
し
に

お
け
る
関
係
団
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
概
況
と
対
応
方
針
」
に
よ
れ
ば
、

「
計
画
一
元
化
」
の
「
対
応
方
針
」
の
と
こ
ろ
に
「
バ
ン
ク
計
画
に
係
る

知
事
の
認
可
権
限
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
条
例
の
改
正
に
よ
り
市
町
村
長

に
移
譲
す
る
こ
と
も
可
能
」
と
記
さ
れ
て
。
こ
れ
で
は
都
道
府
県
に
機
構

を
設
立
し
た
意
味
は
何
だ
っ
た
の
か
、
最
初
か
ら
市
町
村
に
機
構
を
設
立

し
た
方
が
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う

か
。

⑷
こ
の
特
例
は
、「
ア

農
業
委
員
会
又
は
農
用
地
区
域
内
の
農
用
地
等
の
所

有
者
等
は
、
機
構
及
び
所
有
者
等
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
を
得
て
、
市

町
村
に
対
し
、
全
部
又
は
一
部
の
対
象
区
域
内
の
農
用
地
等
に
つ
い
て
機

構
に
利
用
権
の
設
定
等
を
行
う
旨
を
地
域
計
画
に
定
め
る
こ
と
を
提
案
で

き
、
提
案
を
受
け
た
市
町
村
は
、
当
該
提
案
に
基
づ
き
地
域
計
画
を
定
め
、

ま
た
は
こ
れ
を
変
更
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
当
該
提
案
を
し
た
者
に
通

知
す
る
」、「
イ

提
案
を
受
け
て
定
め
た
地
域
計
画
（
有
効
期
間
付
）
の

対
象
区
域
内
の
農
用
地
等
の
所
有
者
等
は
、
機
構
以
外
の
者
に
利
用
権
の

設
定
等
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
（
機
構
に
貸
し
付
け
た
農
用
地
等
に
つ
い

て
、
地
域
計
画
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
な
い
と
き
は
、
自
ら
借
り
受

け
る
こ
と
も
可
能
）」
と
い
う
二
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
（「
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
骨
子
）」
か
ら
の
引

用
）。

⑸
「
ま
た
、
農
地
の
集
約
化
等
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、『
地
域
計
画
』
の

区
域
内
に
お
け
る
三
分
の
二
以
上
の
農
地
所
有
者
等
の
同
意
を
得
た
場

合
、
農
地
バ
ン
ク
へ
の
貸
付
け
を
市
町
村
が
勧
告
す
る
よ
う
義
務
付
け
る

こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
か
え
っ
て
地
域
に
無
用
な
軋
轢
を
生
じ
さ

せ
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
円
滑
な
話
合
い
の
実
施
等
を
妨
げ
る
原

因
に
も
な
り
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
手
法
の
導
入
に
も
反
対
す

る
」（
全
国
市
長
会
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
策
定
義
務
化
等
に
関
す
る
緊

急
意
見
」
二
〇
二
二
年
二
月
九
日
）。

⑹「
人
・
農
地
な
ど
関
連
施
策
の
見
直
し
に
つ
い
て（
二
〇
二
一
年
一
二
月
）」

に
よ
る
と
「
市
町
村
は
、
既
存
の
地
域
協
議
会
（
地
域
再
生
協
議
会
等
）

の
場
も
活
用
し
つ
つ
協
議
の
場
を
設
け
、
農
業
者
・
農
業
委
員
会
・
農
地

バ
ン
ク
・
農
協
・
土
地
改
良
区
等
と
と
も
に
、
需
要
に
応
じ
た
地
域
の
農

業
の
将
来
の
姿
に
つ
い
て
話
し
合
い
」
と
さ
れ
て
お
り
、
既
存
の
地
域
の

協
議
会
を
そ
の
ま
ま
流
用
す
る
よ
う
で
は
「
自
然
条
件
等
を
考
慮
し
た
区

域
」
と
は
な
ら
な
い
点
が
懸
念
さ
れ
る
。

⑺
「
活
性
化
法
の
ス
キ
ー
ム
（
イ
メ
ー
ジ
）」
に
お
け
る
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
は
地
権

者
集
団
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
ど
う
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
理
解
で
き

な
く
も
な
い
の
だ
が
、
そ
の
場
合
、
農
村
Ｒ
Ｍ
Ｏ
は
「
複
数
の
農
村
集
落

の
機
能
を
補
完
す
る
」（
二
〇
二
二
年
度
概
算
要
求
資
料
）
と
い
う
記
載

と
整
合
し
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。

������������������������ 構造政策推進に向けての課題
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1
�
は
じ
め
に

本
論
に
入
る
前
に
、
水
田
農
業
を
中
心
と
す
る
農
業
構
造
変
動

の
動
向
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
二
〇
二
〇
年
セ
ン
サ
ス
で
は
、
都

府
県
で
は
農
業
経
営
体
数
が
一
五‐

二
〇
年
に
二
二
・
一
％
も
減

少
す
る
と
と
も
に
、
増
減
分
岐
層
が
一
〇
ha
へ
と
せ
り
上
が
っ

た
。
三
〇
〜
一
〇
〇
ha
へ
の
農
地
集
積
が
進
む
形
で
構
造
変
動
が

加
速
化
し
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
構
造
変
動
の
主
要
因
と
し
て
、
基
幹
的
農
業
従
事
者

の
世
代
交
代
問
題
が
あ
る
。
都
府
県
の
基
幹
的
農
業
従
事
者
は
、

同
年
に
二
二
・
七
％
減
少
と
減
少
率
が
加
速
化
す
る
と
と
も
に
、

六
五
歳
以
上
の
高
齢
化
比
率
は
七
一
・
二
％
（
七
〇
歳
以
上
五
二

・
四
％
）
に
達
し
、
ま
さ
に
世
代
交
代
が
進
行
途
上
に
あ
る
。
表

1
は
二
〇
二
〇
年
基
準
で
世
代
年
齢
別
に
基
幹
的
農
業
従
事
者
の

動
向
（
一
〇‐

一
五
年
の
中
堅
層
の
減
少
は
東
北
大
震
災
の
影

響
）
を
コ
ー
ホ
ー
ト
で
見
た
も
の
で
あ
る
。
七
〇
歳
以
上
層
で
減

少
率
が
高
く
、
リ
タ
イ
ア
時
期
の
早
期
化
・
加
速
化
が
進
行
す
る

と
と
も
に
、定
年
時
帰
農
の
動
き
が
鈍
化
し
て
き
て
い
る
。他
方
、

七
〇
代
以
下
層
で
は
む
し
ろ
増
加
傾
向
に
あ
り
、
特
に
四
〇
代
以

下
層
で
そ
の
増
加
率
が
高
い
が
、
経
営
継
承
の
補
充
に
は
充
分
と

は
言
え
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

表
2
は
経
営
主
年
齢
別
の
後
継
者
確
保
状
況
を
見
た
も
の
で
あ

る
。
六
五
歳
以
上
の
後
継
者
確
保
率
は
二
七
・
六
％
に
と
ど
ま

り
、
後
継
者
な
し
層
が
七
割
と
な
っ
て
い
る
。
表
3
は
一
〇
ha
以

上
の
経
営
主
年
齢
別
経
営
体
数
の
分
布
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
一

〇
ha
以
上
経
営
層
に
お
け
る
六
五
歳
以
上
経
営
主
の
割
合
は
五
割

を
超
え
て
お
り
、
う
ち
後
継
者
を
確
保
し
て
い
な
い
経
営
は
お
よ

そ
半
分
と
な
っ
て
い
る
。
担
い
手
自
体
の
高
齢
化
が
進
行
し
て
い

需
要
減
少
下
に
お
け
る
米
政
策
の
予
算
措
置
の
検
討

秋
山

満

宇
都
宮
大
学
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る
と
し
て
よ
い
。

世
代
交
代
問
題
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
戦
後
日
本
農
業
を
支

え
た
昭
和
一
桁
層
の
リ
タ
イ
ア
問
題
が
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
現

下
の
世
代
交
代
問
題
は
、
そ
の
子
供
世
代
に
当
た
る
現
在
七
〇
歳

前
後
層
の
団
塊
世
代
の
経
営
継
承
問
題
で
あ
る
。
こ
の
世
代
の
後

に
は
戦
後
特
殊
的
な
農
業
就
業
人
口
の
山
は
な
い
。
そ
の
意
味
で

今
後
一
〇
年
程
度
は
、
戦
後
最
大
で
最
後
の
世
代
交
代
期
に
当
た

り
、
こ
こ
を
ど
う
乗
り
切
っ
て
い
け
る
か
が
今
後
の
日
本
農
業
の

行
く
末
を
決
め
る
と
し
て
良
い
。し
か
し
、こ
の
大
事
な
時
期
に
、

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
業
務
用
需
要
を
中
心
と
す
る
需
要
蒸
発

が
起
こ
り
、農
産
物
価
格
の
低
迷
が
農
村
を
襲
っ
て
い
る
。以
下
、

水
田
農
業
を
中
心
に
、
そ
の
現
状
を
検
討
し
よ
う
。

2
�
コ
ロ
ナ
下
に
お
け
る
業
務
用
需
要
「
蒸
発
」
の
動
向

と
米
需
給

コ
ロ
ナ
下
の
消
費
動
向
に
関
し
て
は
、
令
和
三
年
度
白
書
に
詳

し
い
の
で
、
こ
こ
で
は
要
点
の
み
述
べ
れ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
っ

た
。
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
は
「
ま
だ
ら
模
様
」
と
言
わ
れ
る

が
、
①
外
食
産
業
を
中
心
と
す
る
業
務
用
需
要
の
蒸
発
、
②
家
庭

に
お
け
る
巣
ご
も
り
消
費
の
堅
調
（
し
か
し
当
初
の
家
庭
調
理
増

大
か
ら
中
食
・
加
工
品
依
存
へ
の
シ
フ
ト
）、
③
外
食
用
急
減
と

家
庭
に
お
け
る
米
消
費
の
伸
び
悩
み
・
停
滞
、
④
需
要
減
退
に
伴

う
米
の
過
剰
在
庫
増
大
と
米
価
下
落
幅
拡
大
で
あ
る
。

図
1
は
、
米
の
需
要
動
向
と
価
格
の
推
移
を
見
た
も
の
で
あ

る
。
主
食
用
米
の
需
要
量
減
少
は
年
八
万
ト
ン
程
度
か
ら
一
〇
万

ト
ン
程
度
減
少
へ
と
拡
大
し
、
需
要
量
は
七
〇
四
万
ト
ン
水
準
に

ま
で
縮
小
し
て
い
る
。
米
価
の
下
落
の
大
き
か
っ
た
二
〇
一
四
年

対
比
で
、
需
要
量
は
八
〇
万
ト
ン
も
減
少
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ

う
し
た
米
需
要
減
少
に
連
動
し
て
、
米
価
は
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
前

の
一
五
七
一
六
円
か
ら
一
三
〇
三
三
円
に
大
き
く
下
落
し
た
。
二

〇
一
四
年
当
時
の
米
価
下
落
水
準
に
接
近
し
、
農
家
手
取
の
概
算

金
水
準
で
は
九
千
円
程
度
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
状
況
で
あ

る
。
米
の
民
間
在
庫
水
準
は
二
〇
一
四
年
に
匹
敵
す
る
二
二
〇
万

ト
ン
水
準
に
及
び
、
在
庫
解
消
に
向
け
て
米
価
下
落
が
長
期
化
し

そ
う
な
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

二
〇
一
四
年
の
米
価
下
落
は
、
制
度
改
正
に
連
動
し
た
過
剰
作

付
傾
向
が
主
要
因
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
、
二
〇
一
四
年
以
降
生

産
調
整
面
積
を
一
四
万
ha
増
大
し
、
生
産
調
整
目
標
達
成
下
で
の

米
価
下
落
で
あ
っ
た
。
ま
さ
し
く
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
伴
う
需
要

「
蒸
発
」
が
そ
の
主
要
因
と
な
っ
て
い
る
点
に
違
い
が
あ
る
。
農

家
の
責
に
は
問
え
な
い
事
態
が
進
行
し
て
い
る
と
し
て
よ
い
。
事

業
継
続
給
付
金
等
の
コ
ロ
ナ
対
策
は
収
入
減
少
が
五
割
を
超
え
る

必
要
が
あ
り
、
特
別
な
農
家
を
除
け
ば
給
付
金
申
請
は
事
実
上
困

難
な
場
合
が
多
い
。
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
伴
う
米
価
下
落
は
稲
作

農
家
の
経
営
を
直
撃
す
る
と
と
も
に
、
担
い
手
層
に
お
け
る
拡
大

表1 世代別基幹的農業従事者の動態（都府県・2020年年齢基準コーホート）

資料：各年センサスより作成

表2 経営主年齢別後継者確保の状況（都府県・センサス）

資料：2020年センサスより作成

表3 経営主年齢別経営規模別経営体数の動向（都府県・2020センサス）

資料：2020年センサスより作成

年齢別基幹的農業従事者・男女計（都府県・2020年年齢基準）

85～

589，400

269，672

89，267

▲54．2

▲66．9

80～

361，017

268，096

141，146

▲25．7

▲47．4

75～

303，060

277，035

191，107

▲8．6

▲31．0

70～

271，460

294，875

256，146

8．6

▲13．1

65～

192，811

229，033

242，325

18．8

5．8

60～

116，876

114，782

131，262

▲1．8

14．4

55～

73，628

67，980

69，303

▲7．7

1．9

50～

47，143

43，665

44，710

▲7．4

2．4

45～

36，226

35，453

38，028

▲2．1

7．3

40～

28，337

28，873

32，663

1．9

13．1

35～

20，955

22，081

25，875

5．4

17．2

30～

9，673

13，901

17，093

43．7

23．0

25～

851

5，397

9，096

534．2

68．5

計

1，950，227

1，671，488

1，292，395

▲14．3

▲22．7

2010

2015

2020

10→15

15→20

後継者
確保なし

71．1
58．8
72．7
74．2
73．7
72．6
66．1
70．3

5年以内
後継者
確保割合

24．5
12．5
17．4
21．3
23．6
25．3
32．3
27．6

後継者を
確保して
いない

740，288
11，003
141，495
109，890
154，155
144，307
179，438
477，900

5年以内
引き継ぎ
なし

45，583
5，369
19，266
6，574
5，817
4，074
4，483
14，374

5年以内
後継者
確保

254，921
2，330
33，787
31，551
49，335
50，253
87，665
187，253

計

1，040，792
18，702
194，548
148，015
209，307
198，634
271，586
679，527

計
15～39
40～59
60～65
65～69
70～74
75～
65以上

150～
232

100．0
4．3
24．1
14．7
23．7
23．3
9．9
2．6
56．9
19．8

100．0～
329

100．0
2．4
24．3
17．0
26．7
19．8
9．7
4．3
56．2
22．5

50．0～
2，068
100．0
4．6
25．8
15．0
24．2
21．2
9．1
3．5
54．5
20．4

30．0～
4，255
100．0
5．2
25．0
14．6
24．3
20．8
10．2
4．2
55．2
21．1

20．0～
6，081
100．0
5．9
29．1
14．0
22．4
18．3
10．2
4．7
51．0
22．5

10．0～
19，497
100．0
5．5
30．2
15．2
21．8
17．4
9．9
5．0
49．1
25．4

計
1，040，792

100．0
1．8
18．7
14．2
20．1
19．1
26．1
17．7
65．3
47．3

計
計
15～39
40～59
60～65
65～69
70～74
75～

後継なし
65以上

後継なし
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意
欲
を
削
ぐ
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

以
下
、
節
を
改
め
て
、
こ
う
し
た
危
機
的
状
況
に
置
け
る
政
策

対
応
の
方
向
を
確
認
し
て
い
こ
う
。

3
�
予
算
措
置
に
見
る
米
政
策
の
動
向

こ
れ
ま
で
の
一
時
的
・
緊
急
的
需
給
不
均
衡
の
拡
大
に
お
い
て

は
、
米
価
下
落
を
抑
制
す
る
た
め
政
府
備
蓄
米
の
積
み
増
し
に
よ

る
市
場
隔
離
対
策
等
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
、
今
回
は
こ

う
し
た
措
置
は
取
ら
れ
な
か
っ
た
。
政
府
と
し
て
は
、「
政
府
備

蓄
米
は
、
不
測
の
事
態
に
備
え
て
一
定
量
の
国
産
米
を
保
有
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
こ
れ
を
需
給
操
作
の
た
め
に
運
用
す

る
こ
と
は
制
度
の
趣
旨
に
沿
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
政
府
備
蓄
米
の

買
入
数
量
の
拡
大
は
行
わ
な
い
」
と
す
る
判
断
だ
。
よ
っ
て
、
政

府
に
よ
る
対
策
は
市
場
隔
離
と
は
異
な
る
対
策
が
中
心
と
な
っ

た
。
以
下
列
挙
的
に
、
そ
の
対
策
の
概
要
を
見
よ
う
。

第
一
は
、
需
給
不
均
衡
に
対
す
る
生
産
調
整
面
積
の
拡
大
に
よ

る
減
産
誘
導
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
伴
う
消
費
減
退
を
見

込
ん
で
、
二
〇
二
一
年
産
は
六
・
三
万
ha
の
生
産
調
整
の
拡
大
を

行
い
、
二
〇
二
二
年
産
に
お
い
て
は
追
加
的
に
二
一
万
ト
ン
、
三

・
九
万
ha
の
生
産
調
整
の
拡
大
で
あ
る
。
需
給
不
均
衡
を
も
っ
ぱ

ら
生
産
調
整
の
拡
大
で
均
衡
さ
せ
よ
う
と
い
う
方
策
で
あ
り
、
こ

の
間
一
〇
万
ha
の
生
産
調
整
強
化
と
な
っ
て
い
る
。
農
家
サ
イ
ド

か
ら
は
米
価
下
落
と
生
産
調
整
拡
大
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
と
な
り
、

「
仕
方
が
な
い
」
と
受
け
止
め
つ
つ
も
、
対
策
の
検
討
会
に
お
い

て
は
現
場
が
静
ま
り
か
え
っ
て
い
る
状
況
だ
。

第
二
は
、
コ
ロ
ナ
影
響
緩
和
対
策
に
よ
る
過
剰
在
庫
に
苦
し
む

集
荷
団
体
へ
の
在
庫
保
管
経
費
の
補
填
と
販
売
促
進
支
援
で
あ

る
。
米
の
需
要
減
一
五
万
ト
ン
を
目
途
に
、
過
剰
在
庫
抑
制
の
た

め
の
安
売
り
競
争
抑
止
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
間
接
的
な
米

価
支
持
政
策
と
し
て
評
価
で
き
る
。
し
か
し
在
庫
積
み
増
し
分
は

将
来
の
古
米
等
品
質
劣
化
米
の
安
売
り
対
応
が
必
要
と
な
り
、
問

題
の
先
送
り
的
側
面
が
あ
る
。

第
三
は
、
需
要
増
大
対
策
を
兼
ね
た
生
活
弱
者
へ
の
米
の
提
供

支
援
で
あ
る
。
当
面
の
対
象
と
し
て
は
、
一
部
学
校
給
食
へ
の
米

提
供
と
と
も
に
、
食
育
等
で
活
躍
す
る
子
ど
も
食
堂
や
フ
ー
ド
バ

ン
ク
へ
の
米
の
現
物
支
給
に
よ
る
支
援
活
動
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
シ

ョ
ッ
ク
は
格
差
拡
大
的
に
機
能
し
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
食
を
通

じ
た
生
活
弱
者
等
へ
の
福
祉
支
援
の
取
組
は
高
く
評
価
さ
れ
て
良

い
。
し
か
し
、
補
正
予
算
に
よ
る
一
時
的
支
援
に
と
ど
ま
り
、
や

や
過
剰
対
策
と
し
て
の
緊
急
的
取
り
組
み
の
限
界
な
し
と
し
な

い
。以

上
、
補
正
予
算
を
含
む
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
の
米
過
剰
・
米

価
下
落
対
策
の
概
要
を
概
観
し
た
が
、
二
〇
二
二
年
度
予
算
措
置

に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

図
2
は
、
米
過
剰
・
米
価
下
落
対
策
と
し
て
の
主
要
政
策
ツ
ー

図1 主食用米の需要量の動向と米販売価格の推移

【主食用米の需要量の推移】

【米の販売価格の推移】

資料：農林水産省「米をめぐる状況」令和4年2月より引用
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ル
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
米
需
給
均
衡
化
対
策
と
し
て
は
、
先
に

見
た
よ
う
に
生
産
調
整
面
積
の
拡
大
で
対
応
す
る
こ
と
が
基
本
と

な
っ
て
い
る
。
二
〇
二
二
年
は
二
一
万
ト
ン
減
・
三
・
九
万
ha
の

生
産
調
整
拡
大
で
あ
り
、
そ
の
実
行
担
保
措
置
が
問
わ
れ
て
い

る
。第

一
は
、
こ
う
し
た
生
産
調
整
の
実
行
性
確
保
と
し
て
措
置
さ

れ
て
い
る
の
が
直
接
支
払
い
金
交
付
制
度
で
あ
る
。
麦
・
大
豆
、

及
び
飼
料
米
を
中
心
と
す
る
新
規
需
要
米
へ
の
生
産
シ
フ
ト
と
、

園
芸
等
高
収
益
作
物
へ
の
誘
導
方
策
が
中
心
で
あ
る
。
近
年
の
生

産
調
整
拡
大
対
応
が
飼
料
用
米
に
偏
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
麦
・
大

豆
等
の
本
作
化
を
強
調
し
て
い
る
が
、
作
付
意
向
調
査
等
で
は
拡

大
分
は
飼
料
用
米
で
対
応
せ
ざ
る
を
え
な
い
地
域
が
多
く
、
定
着

化
の
め
ど
は
立
っ
て
い
な
い
の
が
実
態
で
あ
ろ
う
。
一
部
地
域
で

高
収
益
型
園
芸
作
へ
の
転
換
が
進
ん
で
き
て
い
る
が
、
制
度
的
に

は
畑
地
へ
の
地
目
転
換
を
要
す
る
た
め
、
支
援
制
度
の
活
用
が
進

ま
な
い
現
状
が
あ
る
。

第
二
は
、
米
穀
周
年
供
給
・
需
要
拡
大
支
援
政
策
に
よ
る
需
要

拡
大
方
策
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
輸
出
や
業
務
用
需
要
拡
大
が
主
眼

と
な
り
、
複
数
年
契
約
等
の
契
約
生
産
的
取
り
組
み
の
強
化
を
狙

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
伴
う
需
要
蒸
発
は
、

外
食
を
中
心
と
す
る
業
務
用
需
要
が
中
心
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
感
染

状
況
を
睨
み
な
が
ら
業
界
全
体
が
か
な
り
慎
重
姿
勢
と
い
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
米
主
産
県
は
、
全
体
と
し
て
業
務
用
比
率
を
高
め

つ
つ
も
、
新
潟
や
秋
田
等
主
食
用
主
産
県
と
、
栃
木
や
岡
山
等
業

務
用
主
産
県
に
分
化
し
て
き
て
お
り
、
こ
う
し
た
産
地
分
化
の
動

向
に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
補
正
予
算
で
見
ら
れ

た
生
活
弱
者
や
福
祉
対
策
と
し
て
の
需
要
拡
大
策
は
影
を
潜
め
て

い
る
。
生
産
場
面
に
お
け
る
農
福
連
携
ば
か
り
で
な
く
、
消
費
場

面
に
お
け
る
農
福
連
携
の
仕
組
み
作
り
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た

い
。第

三
は
、
収
入
減
少
へ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
収
入

保
険
や
ナ
ラ
シ
対
策
で
あ
る
。
収
入
保
険
は
青
色
申
告
が
要
件
と

な
っ
て
お
り
、
水
田
農
業
に
お
い
て
は
ま
だ
加
入
者
が
少
な
い
状

況
に
あ
る
。
ナ
ラ
シ
対
策
は
こ
う
し
た
中
で
一
定
の
激
変
緩
和
措

置
的
機
能
を
有
し
て
い
る
が
、
価
格
下
落
抑
制
機
能
を
制
度
的
に

有
し
て
い
な
い
点
に
問
題
が
あ
る
。
米
価
水
準
は
五
〇
ha
以
上
層

の
コ
ス
ト
水
準
に
ま
で
低
下
し
て
き
て
お
り
、
担
い
手
た
る
規
模

拡
大
層
一
〇
ha
以
上
層
の
多
く
が
赤
字
と
な
り
、
拡
大
意
欲
が
減

退
し
て
い
る
。
激
変
緩
和
措
置
と
と
も
に
、
突
発
的
事
態
に
お
け

る
な
ん
ら
か
の
価
格
下
落
抑
制
措
置
に
よ
る
補
完
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

図
3
は
、
二
〇
二
二
年
度
の
生
産
調
整
拡
大
支
援
策
と
し
て
の

直
接
支
払
い
制
度
の
見
直
し
を
見
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
は
、
新
規
需
要
米
に
お
け
る
複
数
年
契
約
推
進
は
支
援
水

準
が
半
減
さ
れ
ル
一
方
、
輸
出
を
中
心
と
す
る
新
市
場
開
拓
の
複

数
年
契
約
支
援
が
新
設
さ
れ
た
。
輸
出
に
傾
斜
し
た
農
政
方
向
の

図2 米政策における政策ツールの考え方

資料：農林水産省「米をめぐる状況」令和4年2月より引用

図3 令和4年度水田活用直接支払交付金の見直し動向

資料：農林水産省「米をめぐる状況」令和4年2月より引用
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反
映
で
あ
ろ
う
。

第
二
は
、
土
作
り
対
策
強
化
と
し
て
、
地
力
増
進
作
物
の
取
り

組
み
支
援
を
新
設
し
た
。
畑
作
物
導
入
に
お
い
て
土
作
り
対
策
は

基
本
で
あ
り
、
転
作
対
象
作
物
拡
大
の
意
味
も
持
ち
、
高
く
評
価

し
た
い
。

第
三
は
、
水
張
り
で
き
な
い
農
地
を
生
産
調
整
対
象
面
積
か
ら

除
外
す
る
措
置
の
徹
底
と
し
て
、「
五
年
間
水
張
り
が
な
い
」
水

田
を
生
産
調
整
対
象
面
積
か
ら
外
す
措
置
の
導
入
で
あ
る
。「
水

張
り
が
で
き
な
い
」
水
田
を
「
五
年
間
水
張
り
し
て
い
な
い
」
水

田
と
読
み
替
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
現
実
に
は
か
な
り
大
き

な
問
題
と
な
ろ
う
。
ま
ず
、
畑
作
利
用
可
能
水
田
（
汎
用
型
水
田

一
一
〇
万
ha
・
四
六
％
程
度
）
が
限
ら
れ
る
中
で
、
生
産
調
整
面

積
拡
大
に
対
応
し
て
計
画
的
に
転
作
田
を
回
す
こ
と
が
難
し
く
な

っ
て
い
る
。
安
定
的
転
作
地
確
保
の
た
め
に
固
定
団
地
で
転
作
に

取
り
組
ん
で
い
る
地
域
も
多
い
。
そ
の
場
合
、
固
定
団
地
内
で
長

期
間
、
麦
・
大
豆
・
飼
料
作
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
輪
作
に
取
り

組
ん
で
い
る
事
例
も
多
い
。
五
年
水
張
り
の
な
い
水
田
を
生
産
調

整
対
象
面
積
か
ら
除
外
す
る
措
置
が
強
行
さ
れ
た
場
合
、
固
定
団

地
型
転
作
自
体
が
壊
れ
て
し
ま
う
危
険
性
な
し
と
し
な
い
。
提
案

理
由
と
し
て
「
水
田
の
畑
地
化
を
促
す
と
と
も
に
、
水
稲
と
転
換

作
物
と
の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
体
系
の
再
構
築
を
促
す
た

め
」
と
し
て
い
る
が
、
田
畑
輪
換
と
輪
作
が
や
や
混
乱
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
加
え
て
、
制
度
対
応
の
た
め
に
は
、
転
作
検

査
機
関
（
主
に
市
町
村
）
が
、
各
転
作
地
に
お
け
る
五
年
程
度
の

作
付
状
況
を
把
握
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
行
の
市
町
村
検

査
体
制
に
は
そ
う
し
た
デ
ー
タ
は
蓄
積
さ
れ
て
い
な
い
。
検
査
執

行
体
制
と
し
て
も
か
な
り
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
本
当
に
田
畑
輪
換
型
の
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
加
算
な
ど
の
方

向
で
推
進
す
る
方
が
現
実
的
で
あ
ろ
う
。
本
音
の
「
水
田
の
畑
地

化
」
に
や
や
偏
っ
た
対
応
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
水
田
潰
し
的
な
「
水
田
の
畑
地
化
」
方
向
は
、
第
四

の
牧
草
の
交
付
措
置
の
縮
減
に
も
現
れ
て
い
る
。
牧
草
の
場
合
、

三
年
程
度
の
更
新
が
一
般
的
だ
が
、
一
年
目
と
そ
れ
以
外
の
牧
草

を
区
別
す
る
理
由
は
特
に
な
い
。
助
成
措
置
を
差
別
化
す
る
理
由

は
、
畑
地
化
促
進
と
取
ら
れ
て
も
仕
方
な
い
の
で
は
な
い
か
。

第
五
の
、
高
収
益
作
物
畑
地
化
支
援
は
、
は
っ
き
り
と
生
産
調

整
対
象
と
な
る
水
田
そ
の
も
の
の
縮
減
を
制
度
理
由
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
高
収
益
園
芸
作
の
導
入
は
、
必
ず
し
も
畑
地
化
が

有
利
と
は
限
ら
な
い
。
近
年
、
高
収
益
作
物
と
し
て
土
地
利
用
型

園
芸
の
水
田
利
用
が
進
ん
で
き
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

の
一
部
で
は
、
意
識
的
に
田
畑
輪
換
に
取
り
組
み
、
連
作
障
害
回

避
や
園
芸
作
物
の
品
質
向
上
、
農
薬
や
肥
料
削
減
に
取
り
組
ん
で

い
る
経
営
が
増
え
て
い
る
。「
み
ど
り
」
戦
略
へ
の
転
換
が
課
題

に
な
る
な
か
、
む
し
ろ
田
畑
輪
換
型
の
営
農
ス
タ
イ
ル
こ
そ
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
畑
地
化
ば
か
り
で
な
く
、
水
田

利
用
の
一
環
に
高
収
益
園
芸
作
の
導
入
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
検

討
し
て
欲
し
い
。

以
上
、
二
〇
二
二
年
度
の
水
田
活
用
や
直
接
支
払
交
付
金
制
度

の
見
直
し
に
お
い
て
は
、
地
力
増
進
作
物
支
援
の
新
設
な
ど
制
度

の
改
善
も
図
ら
れ
て
い
る
が
、
財
務
省
の
意
向
も
あ
ろ
う
が
、
や

や
性
急
に
「
輸
出
化
」
や
「
畑
地
化
」
が
求
め
ら
れ
、
水
田
潰
し

の
方
向
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
米
価
下

落
と
生
産
調
整
拡
大
で
農
家
の
米
政
策
へ
の
信
頼
感
が
低
下
し
て

き
て
い
る
。
農
政
へ
の
信
頼
と
継
続
性
の
あ
る
支
援
措
置
が
何
よ

り
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

4
�
若
干
の
提
言

最
後
に
、
若
干
の
提
言
を
行
う
こ
と
で
結
び
と
し
た
い
。

第
一
は
、
水
田
・
耕
種
部
門
に
お
け
る
世
代
交
代
支
援
方
策
の

強
化
で
あ
る
。
は
じ
め
に
で
触
れ
た
よ
う
に
、
今
後
一
〇
年
程
度

が
世
代
交
代
の
集
中
期
で
あ
り
、
土
地
利
用
型
担
い
手
育
成
の
正

念
場
と
な
る
。
水
田
農
業
の
担
い
手
育
成
は
他
部
門
に
比
較
し
て

遅
れ
て
お
り
、
土
地
利
用
型
担
い
手
に
お
け
る
経
営
継
承
が
緊
急

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
水
田
型
経
営
は
、
米
直
接
支

払
制
度
の
廃
止
、
生
産
調
整
の
拡
大
、
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

米
価
の
急
低
落
を
受
け
て
、
急
速
に
拡
大
意
欲
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
。
加
え
て
、
新
規
就
農
対
策
は
新
規
参
入
に
は
手
厚
い
が
、
親

元
就
農
に
は
農
地
所
有
の
名
義
変
更
な
ど
制
度
的
障
壁
が
高
く
、

活
用
が
難
し
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
。
水
田
型
経
営
の
後
継
者
確

保
対
策
が
独
自
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

世
代
交
代
支
援
策
と
し
て
、
一
〇
年
程
度
の
時
限
措
置
と
し

て
、
土
地
利
用
型
の
担
い
手
層
（
一
〇
ha
以
上
？
）
ま
た
は
四
〇

代
ま
で
の
後
継
者
層
の
い
る
経
営
、
集
落
営
農
に
限
定
す
る
形

で
、
思
い
切
っ
た
米
直
接
支
援
制
度
を
創
設
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
戸
別
所
得
補
償
を
参
考
に
す
れ
ば
、
生
産
調
整
目
標
達
成
を

条
件
に
し
た
う
え
で
、
水
田
作
付
一
〇
ａ
当
一
万
円
程
度
の
経
営

支
援
方
策
が
望
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
措
置
は
、
水
田
担
い
手
へ
の

明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
と
と
も
に
、
地
域
に
認
知
さ
れ
た
水

田
担
い
手
明
確
化
と
し
て
も
機
能
す
る
。
総
花
的
な
細
切
れ
的
支

援
方
策
よ
り
も
、
骨
太
な
直
接
所
得
補
償
政
策
の
確
立
こ
そ
が
、

世
代
交
代
期
の
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

第
二
は
、
消
費
需
要
拡
大
策
と
し
て
の
生
活
弱
者
に
向
け
た
食

料
支
援
方
策
の
拡
充
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
内
閣
府
、厚
生
労
働
省
、

文
科
省
等
と
連
携
し
て
食
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
や
や
栄
養

摂
取
の
啓
蒙
活
動
に
終
始
し
た
感
が
あ
る
。
食
の
現
場
に
お
け
る

福
祉
対
策
や
貧
困
対
策
と
結
び
つ
い
た
実
践
的
取
り
組
み
の
強
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
食
育
活
動
の
一
環
と
し
て
、
学
校

給
食
支
援
と
と
も
に
、
子
ど
も
食
堂
・
フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
ど
の
取

り
組
み
支
援
が
全
国
に
広
が
っ
た
。
し
か
し
、
具
体
的
な
組
織
支

援
や
食
材
提
供
の
支
援
は
充
分
と
は
い
言
え
な
い
現
実
が
あ
る
。

����������������� 需要減少下における米政策の予算措置の検討
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補
正
予
算
に
よ
る
コ
ロ
ナ
対
策
の
一
時
的
措
置
と
し
て
米
の
無
償

現
物
支
給
が
取
り
組
ま
れ
た
が
、
恒
常
的
体
制
と
は
な
っ
て
い
な

い
。
福
祉
・
貧
困
対
策
の
一
環
と
し
て
、
関
係
省
庁
と
の
連
携
事

業
の
形
態
で
、
消
費
場
面
に
お
け
る
福
祉
・
貧
困
対
策
の
制
度
化

・
恒
久
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

現
在
、
平
均
所
得
の
半
分
以
下
の
「
貧
困
所
得
世
帯
」
は
全
世

帯
の
一
三
％
に
達
し
て
い
る
。
同
様
に
生
活
等
が
厳
し
い
母
子
家

庭
を
中
心
と
す
る
一
人
親
世
帯
は
一
二
・
五
％
に
及
ん
で
い
る
。

子
供
の
七
人
に
一
人
が
貧
困
世
帯
に
属
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
子

ど
も
の
多
く
が
学
校
給
食
で
栄
養
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
日
頃

は
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
加
工
食
品
で
飢
え
を
し
の
い
で
い
る

厳
し
い
現
実
が
あ
る
。
ま
た
、
地
域
と
の
交
流
が
薄
れ
て
い
る
高

齢
単
独
世
帯
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
全
世
帯
の
二
〇
％
程
度
に
及

ん
で
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。
食
料
品
価
格
の
高
騰
等
、
ス

タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
的
事
態
が
危
惧
さ
れ
る
中
で
、
こ
う
し
た
生

活
弱
者
へ
の
思
い
切
っ
た
支
援
方
策
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。関

係
省
庁
が
連
携
し
て
き
た
食
育
の
延
長
上
に
、「
命
と
食
の

安
全
保
障
」
政
策
の
一
環
と
し
て
政
府
備
蓄
米
の
拡
充
・
運
用
に

よ
る
無
償
の
フ
ー
ド
（
米
）
ス
タ
ン
プ
的
な
制
度
を
創
出
し
、
恒

常
的
な
食
と
福
祉
の
連
携
シ
ス
テ
ム
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
そ
う
し
た
米
を
中
心
と
す
る
食
料
の
配
給
窓
口
と
し
て
、
子

ど
も
食
堂
や
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
位
置
づ
け
支
援
す
る
こ
と
で
、
食

を
め
ぐ
る
定
期
的
な
相
談
機
能
を
担
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。「
余

っ
た
も
の
」
と
「
足
り
な
い
も
の
」
を
縦
割
り
で
別
々
に
対
処
す

る
の
で
は
な
く
、
う
ま
く
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
今
求
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
食
料
危
機
は
遠
い
途
上
国
の
出
来

事
で
は
な
い
。
現
在
の
日
本
の
中
で
起
き
て
い
る
現
実
を
直
視
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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1

は
じ
め
に

農
水
省
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
二
〇
二
一
年
の
農
林
水
産

物
輸
出
額
は
一
兆
二
三
八
五
億
円
と
な
り
、
初
め
て
一
兆
円
を
突

破
し
た
。
た
だ
し
、
関
係
者
が
手
放
し
で
喜
ん
で
い
る
と
は
言
え

な
い
。
農
林
水
産
物
輸
出
の
「
一
兆
円
目
標
」
が
初
め
て
設
定
さ

れ
た
の
は
、
第
一
次
安
倍
政
権
下
の
二
〇
〇
六
年
九
月
で
あ
り
、

そ
の
際
の
期
限
は
二
〇
一
三
年
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
達
成
は
八

年
遅
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
今
後
は
、
二
〇
二
五
年
に

二
兆
円
、
二
〇
三
〇
年
に
五
兆
円
と
い
う
高
い
輸
出
目
標
が
控
え

て
い
る
。
更
に
、
輸
出
額
の
四
割
は
加
工
食
品
で
あ
り
、
輸
出
額

が
増
え
た
と
し
て
も
、
国
内
の
農
林
漁
業
者
へ
の
恩
恵
は
乏
し
い

と
の
批
判
も
根
強
い
（
石
井
、
二
〇
二
二
）。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
本
格
的

に
検
討
さ
れ
る
こ
と
が
乏
し
か
っ
た
農
林
水
産
物
の
輸
出
促
進
対

策
予
算
に
つ
い
て
、
他
の
政
策
と
の
整
合
性
を
中
心
に
検
証
す

る
。
本
稿
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
二
〇
二
一

年
の
特
徴
的
な
動
き
を
中
心
に
、
最
近
の
輸
出
実
績
の
推
移
を
品

目
別
、
相
手
先
別
に
概
観
す
る
。
第
三
節
で
は
、
輸
出
促
進
対
策

予
算
の
推
移
を
示
し
、
最
近
の
変
化
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
四
節
で
は
、
輸
出
促
進
対
策
予
算
の
推
移
と
内
容
に
つ
い
て
、

他
の
政
策
分
野
と
の
整
合
性
の
観
点
か
ら
検
証
を
試
み
る
。
第
五

節
で
は
、
政
策
間
の
整
合
性
を
損
な
っ
て
い
る
要
因
と
し
て
、
政

治
主
導
・
官
邸
主
導
が
は
ら
む
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
第
六
節
の

む
す
び
で
は
、
今
後
の
展
望
を
示
す
。

な
お
、
本
稿
で
用
い
る
用
語
の
定
義
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

農
林
水
産
物
の
輸
出
に
関
し
て
は
、
政
府
の
輸
出
目
標
や
輸
出
促

進
対
策
の
文
脈
で
は
「
農
林
水
産
物
・
食
品
」
の
用
語
が
用
い
ら

農
林
水
産
物
の
輸
出
促
進
対
策
予
算
の
検
証

―
政
策
間
の
整
合
性
を
中
心
に
―
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れ
る
。
他
方
で
、
農
水
省
の「
農
林
水
産
物
輸
出
入
統
計
」で
は
、

同
一
の
範
囲
の
も
の
が
「
農
林
水
産
物
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
後

者
の
内
訳
は
加
工
食
品
を
含
む
農
産
物
、
林
産
物
、
水
産
物
で
あ

り
、「
食
品
」
と
い
う
区
分
は
な
い
。
こ
の
た
め
本
稿
で
は
、
後

者
に
倣
っ
て
、「
農
林
水
産
物
」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
。

2

輸
出
実
績
の
推
移

本
節
で
は
、
二
〇
二
一
年
の
特
徴
的
な
動
き
を
中
心
に
、
最
近

の
輸
出
実
績
の
推
移
を
品
目
別
、
相
手
先
別
に
概
観
す
る
。

ま
ず
、
図
1
に
は
、
過
去
一
〇
年
間
の
農
林
水
産
物
輸
出
額
の

推
移
を
品
目
別
に
示
し
た
。
農
水
省
は
、
二
〇
二
一
年
の
輸
出
額

は
、
前
年
か
ら
二
五
・
六
％
と
大
幅
に
増
加
し
て
、
一
兆
二
三
八

五
億
円
に
達
し
た
と
発
表
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
数
字
は
、

次
の
二
つ
の
変
更
に
よ
っ
て
、
以
前
と
は
接
続
し
な
い
点
に
注
意

が
必
要
で
あ
る
。
ま
ず
、
財
務
省
の
「
貿
易
統
計
」
に
は
計
上
さ

れ
な
い
、
一
品
目
二
〇
万
円
以
下
の
少
額
貨
物
（
七
五
六
億
円
）

が
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
林
産
物
に
新
た
に
木
製
家
具
（
五
五

億
円
）
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
二
〇
二
一
年
の
輸
出

額
は
、
①
両
者
を
含
ま
な
い
従
来
ベ
ー
ス
で
は
一
兆
一
五
七
四
億

円
、
②
木
製
家
具
を
加
え
る
と
一
兆
一
六
二
九
億
円
、
③
更
に
少

額
貨
物
を
加
え
る
と
一
兆
二
三
八
五
億
円
と
な
る
。
図
1
に
は
、

従
来
と
の
継
続
性
を
な
る
べ
く
保
つ
た
め
、
②
の
数
値
を
示
し

た
。
つ
ま
り
、
従
来
の
定
義
で
も
二
〇
二
一
年
の
一
兆
円
超
え
は

変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
輸
出
額
は
八
一
一
億
円
少
な
く
な
る
。

そ
の
上
で
、
品
目
別
の
特
徴
を
概
観
す
る
。
図
1
で
は
、
農
産

物
を
加
工
食
品
、
畜
産
物
、
穀
物
等
、
野
菜
・
果
実
等
、
そ
の
他

農
産
物
に
分
け
た
上
で
、
林
産
物
と
水
産
物
は
ま
と
め
て
示
し
て

い
る
。
二
〇
二
一
年
度
は
前
年
度
に
比
べ
て
、
全
て
の
品
目
で
輸

出
額
が
増
加
し
た
。
他
方
で
、
二
〇
二
一
年
の
特
徴
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
絶
対
額
も
相
対
額
も
増
加
を
続
け
て
き
た
加
工
食
品
の

割
合
が
、
二
〇
一
三
年
以
来
八
年
ぶ
り
に
低
下
し
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。こ
れ
に
対
し
て
、畜
産
物
が
輸
出
額
に
占
め
る
割
合
は
、

八
％
か
ら
一
〇
％
へ
と
上
昇
し
た
。
こ
の
主
因
は
、
二
〇
二
一
年

の
牛
肉
の
輸
出
額
が
、
前
年
か
ら
八
六
％
も
増
加
し
、
五
三
七
億

円
に
達
し
た
こ
と
が
大
き
い
。

次
に
、
輸
出
相
手
先
別
の
特
徴
を
概
観
す
る
。
図
2
に
は
、
過

去
一
〇
年
間
の
農
林
水
産
物
輸
出
額
の
推
移
を
相
手
先
別
に
示
し

た
。
二
〇
二
一
年
は
前
年
に
比
べ
て
、
全
て
の
主
要
な
相
手
先
で

輸
出
額
が
増
加
し
た
。
そ
の
上
で
、
二
〇
二
一
年
の
特
徴
と
し
て

は
、
中
国
向
け
が
、
ホ
タ
テ
貝
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
、
丸
太
等
の

寄
与
に
よ
っ
て
、
前
年
度
か
ら
三
六
％
増
加
し
て
二
二
二
四
億
円

と
な
り
、
初
め
て
首
位
に
立
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

米
国
向
け
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
、
ぶ
り
、
牛
肉
等
が
寄
与
し
、

前
年
度
か
ら
四
二
％
増
加
し
て
一
六
八
三
億
円
と
な
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
香
港
は
、
な
ま
こ
や
貝
柱
調
製
品
等
が
減
少
し
た
こ

と
か
ら
、
前
年
度
か
ら
の
増
加
額
が
六
％
に
と
ど
ま
り
、
二
〇
〇

図1 農林水産物輸出額（品目別）の推移図2 農林水産物輸出額（相手先別）の推移

資料：農林水産省「農林水産物輸出入統計」を基に筆者作成。
資料：農林水産省「農林水産物輸出入統計」を基に筆者作成。
注：2021年の林産物には木製家具が含まれるため、2020年以前とは接続しない。
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五
年
か
ら
長
く
維
持
し
て
き
た
首
位
の
座
か
ら
陥
落
し
た
。

3

輸
出
促
進
対
策
予
算
の
推
移

本
節
で
は
、
輸
出
促
進
対
策
予
算
の
推
移
を
示
し
、
最
近
の
変

化
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。

図
3
に
は
、
二
〇
一
二
年
度
以
降
の
輸
出
促
進
対
策
予
算
の
推

移
を
示
し
た
。
た
だ
し
、
輸
出
促
進
対
策
予
算
に
は
明
確
な
定
義

が
存
在
せ
ず
、
そ
の
対
象
範
囲
は
毎
年
度
の
よ
う
に
変
わ
る
点
に

注
意
が
必
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
二
〇
二
〇
年
度
当
初
予
算
の
説

明
資
料
で
は
、「
農
林
水
産
物
・
食
品
の
政
府
一
体
と
な
っ
た
輸

出
力
強
化
」
の
名
目
で
九
五
億
円
が
計
上
さ
れ
、
前
年
度
は
五
九

億
円（
正
確
に
は
五
九
億
一
五
〇
〇
万
円
）と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
二
〇
一
九
年
度
当
初
予
算
の
説
明
資
料
で
は
、「
農
林

水
産
業
の
輸
出
力
強
化
」
の
名
目
で
計
上
さ
れ
た
の
は
五
八
億
円

（
正
確
に
は
五
七
億
七
四
〇
〇
万
円
）
で
、
一
億
四
一
〇
〇
万
円

少
な
い
。
つ
ま
り
、
複
数
の
事
業
の
寄
せ
集
め
で
あ
る
輸
出
促
進

対
策
予
算
は
、
そ
の
対
象
範
囲
が
変
わ
る
こ
と
で
増
減
す
る
。
ま

た
、
当
初
予
算
と
補
正
予
算
で
も
、
輸
出
促
進
対
策
の
名
称
や
対

象
範
囲
は
異
な
る
。
こ
の
点
で
、
輸
出
促
進
対
策
予
算
の
検
証
で

は
、
細
か
な
数
字
で
は
な
く
、
大
ま
か
な
傾
向
を
見
る
必
要
が
あ

る
。そ

の
点
に
留
意
し
た
上
で
、
図
3
か
ら
次
の
三
つ
の
特
徴
が
読

み
と
れ
る
。
第
一
は
、
二
〇
一
三
年
以
降
に
予
算
額
が
急
増
し
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
民
主
党
政
権
下
で
編
成
さ
れ
た
二
〇
一
〇
年

度
か
ら
二
〇
一
二
年
度
の
予
算
で
は
、
輸
出
促
進
対
策
が
項
目
立

て
さ
れ
て
お
ら
ず
、予
算
額
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る（
こ

の
た
め
、
図
3
の
二
〇
一
二
年
度
当
初
予
算
額
は
、
二
〇
一
三
年

度
の
説
明
資
料
に
掲
載
さ
れ
た
前
年
度
の
予
算
額
で
あ
る
）。
こ

れ
に
対
し
て
、
第
二
次
安
倍
政
権
の
成
立
は
二
〇
一
二
年
末
で
あ

り
、
そ
の
方
針
が
予
算
編
成
に
本
格
的
に
反
映
さ
れ
た
の
は
二
〇

一
三
年
度
の
補
正
予
算
以
降
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
輸
出
促
進
対
策

予
算
の
大
幅
な
増
額
は
、
第
二
次
安
倍
政
権
に
よ
る
農
林
水
産
業

の
成
長
産
業
化
路
線
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

第
二
に
、
予
算
増
額
の
背
景
に
は
、
ソ
フ
ト
事
業
か
ら
公
共
事

業
を
含
む
ハ
ー
ド
事
業
へ
の
事
業
内
容
の
変
化
が
あ
る
。
こ
の
点

は
、
実
質
的
に
民
主
党
政
権
下
で
策
定
さ
れ
た
二
〇
一
三
年
度
の

当
初
予
算
と
、
政
権
交
代
後
に
第
二
次
安
倍
政
権
下
で
策
定
さ
れ

た
同
年
度
の
補
正
予
算
を
比
較
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
。
例

え
ば
、
前
者
で
は
、「
農
林
水
産
物
の
輸
出
対
策
」
の
名
目
で
計

上
さ
れ
た
一
八
億
円
の
内
容
は
、
輸
出
事
業
者
に
対
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
や
輸
出
拡
大
の
調
査
等
で
あ
り
、
施
設
整
備
等
の
ハ
ー
ド

事
業
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
後
者
で
は
、「
日

本
食
・
食
文
化
の
魅
力
発
信
と
輸
出
の
促
進
」
の
名
目
で
二
〇
〇

億
円
が
計
上
さ
れ
、
公
共
事
業
を
含
む
漁
港
施
設
、
卸
売
市
場
、

低
温
貯
蔵
施
設
等
の
輸
出
対
応
型
施
設
の
整
備
に
多
く
が
充
て
ら

れ
て
い
る
。

第
三
は
、
輸
出
対
策
予
算
の
計
上
先
が
、
当
初
予
算
か
ら
補
正

予
算
へ
と
徐
々
に
シ
フ
ト
し
た
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
二

〇
一
四
年
度
と
二
〇
一
五
年
度
の
輸
出
促
進
対
策
予
算
額
は
、
当

初
予
算
が
補
正
予
算
よ
り
も
多
か
っ
た
が
、
二
〇
一
六
年
度
以
降

は
そ
の
関
係
が
逆
転
し
、
そ
れ
以
降
は
一
貫
し
て
そ
の
大
宗
が
補

正
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
因
は
、
二
〇
一
五
年
一
〇

月
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
が
大
筋
合
意
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
翌
月

に
決
定
さ
れ
た
「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策
大
綱
」
に
輸
出
促

進
対
策
予
算
が
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
そ

の
意
味
で
、
二
〇
一
六
年
度
の
予
算
は
そ
の
移
行
期
に
当
た
り
、

当
初
予
算
で
の
計
上
を
減
ら
す
一
方
で
、
補
正
予
算
へ
の
積
み
増

し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
二
〇
一
八
年
度
以
降
は
、
当

初
予
算
と
補
正
予
算
の
両
方
で
、
輸
出
促
進
対
策
の
予
算
額
が
毎

年
増
加
を
続
け
て
い
る
。
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政
策
間
の
整
合
性
の
検
証

本
節
で
は
、
輸
出
促
進
対
策
予
算
の
推
移
と
内
容
に
つ
い
て
、

他
の
政
策
分
野
と
の
整
合
性
の
観
点
か
ら
検
証
を
試
み
る
。

第
一
は
、
財
政
法
と
の
整
合
性
で
あ
る
。
財
政
法（
第
二
九
条
）

で
は
、
補
正
予
算
は
、
主
に
「
予
算
作
成
後
に
生
じ
た
事
由
に
基

づ
き
特
に
緊
要
と
な
っ
た
経
費
の
支
出
」
を
行
な
う
た
め
に
作
成

さ
れ
る
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
、
二
〇
二
〇
年
四
月
に

は
、
農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出
促
進
法
が
施
行
さ
れ
、
二
〇
二
一

図3 輸出促進対策予算の推移

資料：農林水産省「予算、決算、財務書類等」を基に筆者作成。
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年
七
月
に
は
、農
水
省
に
輸
出
・
国
際
局
が
設
置
さ
れ
た（
作
山
、

二
〇
二
一
ｃ
）。
こ
の
よ
う
に
、
政
策
や
組
織
が
恒
久
化
さ
れ
た

の
に
対
し
て
、
そ
の
裏
付
け
と
な
る
予
算
の
大
半
が
時
限
的
と
い

う
現
状
は
整
合
性
を
欠
い
て
い
る
（
作
山
、
二
〇
二
一
ａ
）。
た

だ
し
、
こ
れ
は
農
林
水
産
予
算
に
限
っ
た
問
題
で
は
な
い
。
す
な

わ
ち
、
特
に
第
二
次
安
倍
政
権
下
で
の
官
邸
主
導
と
財
務
省
の
地

盤
沈
下
を
反
映
し
て
、
最
近
で
は
、
景
気
動
向
や
自
然
災
害
の
有

無
等
を
問
わ
ず
に
補
正
予
算
の
編
成
が
常
態
化
し
、
当
初
予
算
と

補
正
予
算
と
の
区
分
も
形
骸
化
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
は
、
農
林
水
産
政
策
の
基
本
法
と
の
整
合
性
で
あ
る
。
輸

出
促
進
に
関
し
て
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
（
第
一
八
条
）

は
、「
国
は
、
農
産
物
の
輸
出
を
促
進
す
る
た
め
、
農
産
物
の
競

争
力
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、市
場
調
査
の
充
実
、情
報
の
提
供
、

普
及
宣
伝
の
強
化
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
」

と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
水
産
基
本
法
（
第
一
九
条
）
に
も
、

右
記
の
「
農
産
物
」
を
「
水
産
物
」
に
置
き
換
え
た
全
く
同
じ
条

文
が
あ
る
。
他
方
で
、
森
林
・
林
業
基
本
法
に
は
、
輸
出
促
進
に

関
す
る
規
定
は
な
い
。
農
林
水
産
物
輸
出
促
進
法
の
対
象
は
、「
我

が
国
で
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産
物
及
び
食
品
」
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
形
式
面
で
は
、
森
林
・
林
業
基
本
法
に
輸
出
促
進
の
規
定
が

な
い
の
は
整
合
性
を
欠
い
て
い
る
。
ま
た
、
内
容
面
で
も
、
ハ
ー

ド
事
業
に
多
額
の
予
算
が
充
て
ら
れ
て
い
る
現
状
と
、
ソ
フ
ト
事

業
を
想
定
し
た
農
水
の
基
本
法
の
規
定
に
は
不
整
合
が
あ
る
。

第
三
は
、
農
林
水
産
物
輸
出
促
進
法
や
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
画
と
の
整
合
性
で
あ
る
。
右
記
の
よ
う
に
、
二
〇
二
〇
年
四

月
に
施
行
さ
れ
た
農
林
水
産
物
輸
出
促
進
法
の
対
象
は
「
我
が
国

で
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産
物
及
び
食
品
」
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は

「
農
林
水
産
業
及
び
食
品
産
業
の
持
続
的
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
」
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
対
象
に
は
食
品
産
業
が
生
産
す

る
加
工
食
品
も
含
ま
れ
て
い
る
。
他
方
で
、
二
〇
二
〇
年
に
三
月

に
決
定
さ
れ
た
基
本
計
画
で
は
、「
輸
出
拡
大
の
目
的
は
、
海
外

へ
の
販
路
の
拡
大
を
通
じ
て
農
林
漁
業
者
の
所
得
向
上
を
図
る
こ

と
」
と
さ
れ
て
お
り
、
食
品
産
業
が
生
産
す
る
加
工
食
品
は
含
ま

れ
て
い
な
い
（
作
山
、
二
〇
二
〇
）。
こ
の
よ
う
に
、
既
存
の
法

令
や
閣
議
決
定
文
書
で
は
、
加
工
食
品
の
扱
い
を
め
ぐ
る
不
整
合

が
あ
り
、
輸
入
原
材
料
で
生
産
さ
れ
た
加
工
食
品
の
輸
出
の
メ
リ

ッ
ト
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
生
じ
て
い
る（
作
山
、
二
〇
二
一
ｂ
）。

5

政
策
間
の
整
合
性
の
阻
害
要
因

前
節
の
検
証
で
は
、
輸
出
促
進
対
策
予
算
と
他
の
政
策
分
野
と

の
整
合
性
に
つ
い
て
検
証
し
、
十
分
な
整
合
性
が
欠
け
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
問
わ
れ
る
べ
き
な
の
は
、
そ
の

背
景
に
あ
る
要
因
で
あ
り
、
端
的
に
は
政
治
主
導
・
官
邸
主
導
の

定
着
と
考
え
ら
れ
る
（
作
山
、
二
〇
二
一
ｄ
）。
主
に
一
九
九
〇

年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
行
わ
れ
た
選
挙
制
度
改
革
、
中
央
省

庁
再
編
と
い
っ
た
一
連
の
統
治
機
構
改
革
は
、
官
僚
機
構
の
縦
割

り
や
前
例
踏
襲
等
を
問
題
視
し
、
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
、
官

僚
主
導
か
ら
政
治
主
導
・
官
邸
主
導
へ
の
転
換
を
標
榜
し
た
も
の

だ
っ
た
。
し
か
し
、
落
選
す
れ
ば
失
職
し
、
多
数
を
失
え
ば
政
権

か
ら
陥
落
す
る
と
い
う
、
政
治
家
に
内
在
す
る
日
和
見
主
義
的
な

動
機
へ
の
配
慮
は
不
十
分
だ
っ
た
。
農
林
水
産
物
の
輸
出
促
進
対

策
に
即
し
て
言
え
ば
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
、
財
政
法
と
の
整
合
性
に
関
し
て
は
、
政
治
家
の
バ
ラ
マ

キ
志
向
で
あ
る
。
予
算
獲
得
に
よ
り
実
績
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
与

党
政
治
家
と
、
既
得
権
化
す
る
当
初
予
算
へ
の
計
上
を
避
け
た
い

財
務
省
の
同
床
異
夢
が
、
補
正
予
算
の
常
態
化
と
膨
張
の
背
景
に

あ
り
、
輸
出
促
進
対
策
予
算
も
そ
の
反
映
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、

農
林
水
産
政
策
の
基
本
法
と
の
整
合
性
に
関
し
て
は
、
政
治
家
の

短
期
志
向
が
あ
る
。
法
制
度
の
整
合
性
の
よ
う
な
高
尚
な
論
点
は

票
に
な
ら
ず
、
衆
院
で
は
任
期
が
四
年
に
過
ぎ
な
い
政
治
家
が
、

そ
う
し
た
大
局
的
で
長
期
的
な
視
野
を
持
つ
こ
と
は
稀
で
あ
る
。

更
に
、
輸
出
促
進
法
や
基
本
計
画
と
の
整
合
性
に
関
し
て
は
、
政

治
家
の
八
方
美
人
志
向
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
基
本
計
画
で

は
農
林
漁
業
者
の
重
視
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
が
、
加
工
食
品
を
含

め
な
い
と
輸
出
額
一
兆
円
の
よ
う
な
派
手
な
成
果
は
得
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
場
面
に
応
じ
た
使
い
分
け
が
生
じ
る
。

こ
う
し
た
政
治
家
の
バ
ラ
マ
キ
志
向
、
短
期
志
向
、
八
方
美
人

志
向
と
い
っ
た
特
徴
の
全
て
を
、
農
林
水
産
物
の
輸
出
促
進
対
策

で
体
現
し
た
の
が
、
第
二
次
安
倍
政
権
で
官
房
長
官
を
長
く
務
め

た
後
に
首
相
に
就
任
し
た
菅
義
偉
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
二
〇

一
九
年
四
月
に
は
、
自
身
が
議
長
を
務
め
る
「
農
林
水
産
物
・
食

品
の
輸
出
拡
大
の
た
め
の
輸
入
国
規
制
へ
の
対
応
等
に
関
す
る
関

係
閣
僚
会
議
」
を
設
置
し
た
上
で
、
二
〇
二
〇
年
三
月
の
基
本
計

画
に
お
け
る
五
兆
円
目
標
の
設
定
に
強
く
固
執
し
た
（
日
本
農
業

新
聞
、
二
〇
二
〇
年
）。
ま
た
、
二
〇
二
〇
年
九
月
の
自
民
党
総

裁
選
で
も
、
自
ら
の
業
績
と
し
て
農
産
物
の
輸
出
促
進
を
挙
げ
、

首
相
就
任
後
も
、
官
房
長
官
が
議
長
で
あ
る
右
記
の
関
係
閣
僚
会

議
に
自
ら
参
加
し
、
五
兆
円
目
標
の
達
成
に
向
け
て
檄
を
飛
ば
し

た
。
こ
う
し
た
菅
の
度
重
な
る
介
入
に
よ
っ
て
、
輸
出
促
進
対
策

予
算
が
急
増
す
る
一
方
で
、
政
策
間
の
整
合
性
は
蔑
ろ
に
さ
れ

た
。

6

む
す
び

農
林
水
産
物
の
輸
出
促
進
の
旗
を
振
り
続
け
て
き
た
菅
義
偉

は
、
二
〇
二
一
年
九
月
に
首
相
を
辞
任
し
、
首
相
官
邸
か
ら
去
っ

た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
異
常
な
ま
で
の
政
治
介
入
に
さ
ら
さ
れ
て

き
た
農
林
水
産
物
の
輸
出
促
進
対
策
も
、
数
多
く
の
政
策
メ
ニ
ュ

ー
の
一
つ
へ
と
徐
々
に
正
常
化
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
こ
の
機
会

に
、
輸
出
促
進
対
策
に
お
け
る
食
品
産
業
の
位
置
づ
け
や
、
輸
入

原
材
料
で
生
産
さ
れ
た
加
工
食
品
の
扱
い
に
つ
い
て
、
一
定
の
整

理
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
農
林
水
産
政
策
の

基
本
法
に
つ
い
て
も
、
制
定
か
ら
二
〇
年
が
経
過
し
た
こ
と
を
踏

������� 農林水産物の輸出促進対策予算の検証―政策間の整合性を中心に―
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ま
え
れ
ば
、
新
た
な
情
勢
変
化
へ
の
対
応
と
政
策
体
系
の
一
貫
性

の
確
保
の
観
点
か
ら
、
見
直
し
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

引
用
文
献

石
井
勇
人
（
二
〇
二
二
）「
本
質
問
わ
れ
る
輸
出
戦
略
―
『
1
兆
円
突
破
』
何

が
め
で
た
い
？
」『
日
本
農
業
新
聞
』
二
月
一
三
日
、
一
二
面

作
山
巧
（
二
〇
二
〇
）「
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
促
進
―
前
面
に
出
た
五

兆
円
目
標
を
検
証
す
る
」『
農
村
と
都
市
を
む
す
ぶ
』
第
七
〇
巻
第
六
号
、

六
一
〜
七
〇
頁

作
山
巧
（
二
〇
二
一
ａ
）「
農
林
水
産
物
の
輸
出
促
進
策
と
予
算
―
一
兆
円
目

標
の
評
価
と
五
兆
円
目
標
の
展
望
」『
農
村
と
都
市
を
む
す
ぶ
』
第
七
一
巻

第
五
号
、
一
六
〜
二
六
頁

作
山
巧
（
二
〇
二
一
ｂ
）「
輸
出
偏
重
農
政
の
功
罪
―
5
兆
円
目
標
の
妥
当
性

を
評
価
す
る
」『
日
本
農
業
年
報
』
第
六
六
号
、
農
林
統
計
協
会
、
一
〇
一

〜
一
一
一
頁

作
山
巧
（
二
〇
二
一
ｃ
）「
農
水
省
の
組
織
再
編
に
伴
う
輸
出
・
国
際
局
の
創

設
―
そ
の
経
緯
と
評
価
」『
農
村
と
都
市
を
む
す
ぶ
』
第
七
一
巻
第
七
号
、

三
一
〜
四
二
頁

作
山
巧
（
二
〇
二
一
ｄ
）『
農
政
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
崩
壊
と
官
邸
主
導
型
農

政
改
革
―
安
倍
・
菅
政
権
下
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
農
協
改
革
の
背
景
』
農
林
統
計

協
会

日
本
農
業
新
聞
（
二
〇
二
〇
）「
ニ
ュ
ー
ス
三
面
鏡
―
『
輸
出
目
標
5
兆
円
』

舞
台
裏
」『
日
本
農
業
新
聞
』
三
月
二
六
日
、
三
面

������� 農林水産物の輸出促進対策予算の検証―政策間の整合性を中心に―
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１
�
は
じ
め
に

カ
ン
キ
ツ
は
、
二
〇
一
八
年
度
の
国
内
農
業
総
生
産
額
が
二
、

二
〇
七
億
円
と
、
イ
ネ
、
ト
マ
ト
に
次
ぐ
第
三
位
に
位
置
す
る
わ

が
国
の
農
業
生
産
の
基
幹
作
物
の
一
つ
で
あ
る
。
わ
が
国
の
カ
ン

キ
ツ
の
品
種
開
発
力
は
世
界
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
に
「
不
知
火
」、「
は
る
み
」、「
せ
と
か
」
な
ど
の
優
れ
た
果
実

品
質
を
持
つ
ブ
ラ
ン
ド
品
種
が
育
成
さ
れ
、
国
内
の
カ
ン
キ
ツ
産

業
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
近
年
、
食
の
多
様
化
に
伴

う
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
変
化
や
気
候
変
動
に
よ
る
生
理
障
害
や
病
虫

害
へ
の
対
策
な
ど
、
消
費
者
や
生
産
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
に
、
育
種
技
術
の
高
度
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
ゲ
ノ
ム
情
報
を
活
用
し
て
優
良
形
質
の
幼
苗
選
抜
に
利
用

で
き
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
を
開
発
し
、
新
品
種
を
効
率
的
に
育
成

す
る
取
り
組
み
を
カ
ン
キ
ツ
研
究
領
域
で
進
め
て
い
る
。
本
報
告

で
は
、
ゲ
ノ
ム
育
種
に
利
用
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
の
開
発
状
況

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

2
�
カ
ン
キ
ツ
の
ゲ
ノ
ム
の
解
読
状
況

カ
ン
キ
ツ
類
は
ヘ
テ
ロ
接
合
性
が
高
く
、
果
実
な
ど
に
含
ま
れ

る
テ
ル
ペ
ノ
イ
ド
類
や
フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
類
な
ど
の
二
次
代
謝
産
物

の
生
合
成
に
関
わ
る
遺
伝
子
の
重
複
化
に
よ
り
、
ゲ
ノ
ム
の
多
様

性
が
富
ん
で
い
る
。
カ
ン
キ
ツ
の
ゲ
ノ
ム
育
種
に
必
要
な
研
究
基

盤
の
開
発
に
は
、ゲ
ノ
ム
の
配
列
情
報
が
不
可
欠
で
あ
る
。近
年
、

ゲ
ノ
ム
配
列
を
高
速
に
読
み
取
る
次
世
代
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
の
開
発

に
よ
り
様
々
な
植
物
の
ゲ
ノ
ム
の
解
読
が
進
展
し
、
カ
ン
キ
ツ
で

カ
ン
キ
ツ
の
育
種
選
抜
に
利
用
で
き
る

Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー

島
田
武
彦

農
研
機
構

果
樹
茶
業
研
究
部
門

カ
ン
キ
ツ
研
究
領
域

主
席
研
究
員

農村と都市をむすぶ2022．5 �������������������������

研
究
成
果
報
告
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は
二
〇
一
四
年
に
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ン
と
ス
イ
ー
ト
オ
レ
ン
ジ
の
ゲ

ノ
ム
配
列
情
報
が
解
読
さ
れ
、Phytozom

e

（https://phytozo
m
e.jgi.doe.gov/pz/portal.htm

l

）
か
ら
公
開
さ
れ
て
い
る
。

国
内
で
カ
ン
キ
ツ
の
総
生
産
量
の
約
七
割
を
占
め
る
ウ
ン
シ
ュ
ウ

ミ
カ
ン
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
七
年
に
ゲ
ノ
ム
配
列
が
解
読
さ
れ

た
2
）。
さ
ら
に
リ
シ
ー
ケ
ン
ス
に
よ
る
ウ
ン
シ
ュ
ウ
ミ
カ
ン
の
高

精
度
化
や
カ
ラ
タ
チ
の
ゲ
ノ
ム
配
列
を
解
読
し
、
ミ
カ
ン
ゲ
ノ
ム

デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
Ｍ
ｉ
Ｇ
Ｄ
）（https://m

ikan.dna.affrc.go.jp/

）

を
作
成
し
て
い
る
（
遠
藤
ら
、
二
〇
一
九
、
農
研
機
構
研
究
成
果

情
報
）（
図
1
）。
Ｍ
ｉ
Ｇ
Ｄ
で
は
、
ウ
ン
シ
ュ
ウ
ミ
カ
ン
や
カ
ラ

タ
チ
の
ゲ
ノ
ム
配
列
情
報
の
ほ
か
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
多
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

やC
leaved

A
m
plified

Polym
orphic

Sequence

（
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｓ
）

マ
ー
カ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
多
型
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
ン
の
ゲ
ノ
ム
配
列
を
参
照
配
列

と
し
て
ウ
ン
シ
ュ
ウ
ミ
カ
ン
、
オ
レ
ン
ジ
、
ポ
ン
カ
ン
、
ブ
ン
タ

ン
な
ど
一
〇
種
類
の
カ
ン
キ
ツ
間
に
存
在
す
る
一
塩
基
多
型
（
Ｓ

Ｎ
Ｐ
）、
挿
入
や
欠
損
な
ど
のInD

el

な
ど
の
情
報
が
検
索
・
閲
覧

が
で
き
る
。
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｓ
マ
ー
カ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
約
二
七
〇

〇
種
類
の
マ
ー
カ
ー
の
プ
ラ
イ
マ
ー
配
列
情
報
な
ど
が
検
索
・
閲

覧
で
き
る
。
各
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
情
報
は
遺
伝
子
Ｉ
Ｄ
に
よ
り
紐

づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
カ
ン
キ
ツ
の
有
用
遺
伝
子
の
特
定

や
、
新
品
種
育
成
過
程
で
の
優
良
個
体
の
選
抜
や
品
種
識
別
に
必

要
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
の
開
発
に
必
要
な
情
報
が
容
易
に
入
手
で

き
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

3
�
カ
ン
キ
ツ
の
育
種
選
抜
に
利
用
で
き
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー

カ
ー

1

Ｃ
Ｔ
Ｖ
抵
抗
性
を
選
抜
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー

Ｃ
Ｔ
Ｖ
は
世
界
的
に
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
カ
ン
キ

ツ
の
重
要
な
ウ
イ
ル
ス
病
害
で
あ
る
。
カ
ン
キ
ツ
お
よ
び
そ
の
近

縁
種
の
う
ち
、
カ
ラ
タ
チ
の
み
が
Ｃ
Ｔ
Ｖ
ウ
イ
ル
ス
を
接
種
し
て

も
樹
体
内
で
の
ウ
イ
ル
ス
増
殖
が
認
め
ら
れ
な
い
抵
抗
性
を
有
し

て
い
る
。
カ
ラ
タ
チ
の
Ｃ
Ｔ
Ｖ
抵
抗
性
遺
伝
子
は
Ｃ
Ｔ
Ｖ
抵
抗
性

品
種
育
成
上
重
要
で
あ
る
が
、
従
来
の
酵
素
結
合
免
疫
吸
着
測
定

法
（
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
な
ど
に
よ
る
抵
抗
性
の
評
価
に
は
多
く
の
労

力
と
長
期
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
幼
苗
の
段
階
で
抵
抗
性
個
体

を
早
期
選
抜
で
き
る
Ｃ
Ｔ
Ｖ
抵
抗
性
遺
伝
子
と
連
鎖
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ

マ
ー
カ
ー
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
カ
タ
ラ
チ
の
Ｃ
Ｔ
Ｖ
抵
抗
性
遺

伝
子
が
存
在
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
領
域
の
公
開
ゲ
ノ
ム
配
列

（A
F506028,

282,
699

bp

）
を
参
照
に
し
て
、
三
種
類
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
（C
T
g12A

,
C
T
g17A

,
C
T
g06B

）
を
開
発
し

て
い
る
（
清
水
ら
、
二
〇
〇
六
、
農
研
機
構
研
究
成
果
情
報
）（
図

2
）。
カ
ラ
タ
チ
、
お
よ
び
、
カ
ラ
タ
チ
由
来
の
Ｃ
Ｔ
Ｖ
抵
抗
性

を
有
す
る
品
種
や
、「
か
ん
き
つ
中
間
母
本
農
七
号
」、「
か
ん
き

つ
中
間
母
本
農
八
号
」
な
ど
の
中
間
母
本
や
育
成
系
統
と
の
交
雑

に
よ
り
得
ら
れ
た
交
雑
実
生
集
団
の
早
期
選
抜
に
利
用
し
て
い

図1 ミカンゲノムデータベース（MiGD）とトップ画面と利用の流れ図2 カラタチのCTV抵抗性を判別するDNAマーカー（CTg12A）の分析例
PCRの増幅断片がみられるカンキツは、CTV抵抗性を保持する。

���������������� カンキツの育種選抜に利用できるDNAマーカー

６０

カンキツの育種選抜に利用できるDNAマーカー ����������������
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る
。

2

単
胚
生
と
多
胚
性
を
識
別
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー

カ
ン
キ
ツ
の
交
雑
育
種
で
は
、
多
胚
性
の
個
体
を
種
子
親
に
用

い
る
と
、
得
ら
れ
る
実
生
個
体
の
ほ
と
ん
ど
が
種
子
親
と
同
一
の

ゲ
ノ
ム
を
持
つ
ク
ロ
ー
ン
個
体
と
な
る
こ
と
か
ら
、
多
胚
性
は
交

雑
組
み
合
わ
せ
を
限
定
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
カ
ン
キ
ツ
の

育
種
を
効
率
的
に
進
め
る
た
め
に
は
、
多
胚
性
を
示
さ
な
い
、
単

胚
性
の
個
体
を
利
用
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
個
体
の
胚
性

（
単
胚
性
／
多
胚
性
）
を
確
認
す
る
た
め
に
は
果
実
の
結
実
を
待

つ
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
カ
ン
キ
ツ
の
多
胚
性
を
制
御
す
る
原

因
遺
伝
子
の
ゲ
ノ
ム
構
造
の
特
徴
に
基
づ
き
、
芽
生
え
の
段
階
で

胚
性
を
識
別
可
能
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
を
開
発
し
て
い
る
（
島
田

ら
、
二
〇
一
八
、
農
研
機
構
研
究
成
果
情
報
）。
多
胚
性
を
制
御

す
る
原
因
遺
伝
子
は
マ
ッ
プ
ベ
ー
ス
ド
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
法
に
よ
り

同
定
さ
れ
、
早
期
開
花
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
原
因
遺
伝
子
の
機
能
を

抑
制
し
た
オ
レ
ン
ジ
遺
伝
子
組
換
え
体
を
用
い
て
そ
の
機
能
が
明

ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
多
胚
性
品
種
で
は
こ
の
遺
伝
子
の
上
流
に

ト
ラ
ン
ス
ポ
ゾ
ン
が
挿
入
さ
れ
た
ア
レ
ル
を
持
つ
こ
と
か
ら
（
図

3
）、
こ
の
ゲ
ノ
ム
構
造
差
を
利
用
し
て
単
胚
性
と
多
胚
性
の
ア

レ
ル
を
識
別
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
が
開
発
さ
れ
、
カ
ラ
タ
チ
を

除
く
カ
ン
キ
ツ
類
に
適
用
で
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
本

マ
ー
カ
ー
の
利
用
に
よ
り
、
芽
生
え
の
段
階
で
多
胚
性
の
個
体
を

効
率
よ
く
除
去
で
き
る
た
め
、
交
雑
組
み
合
わ
せ
に
用
い
る
親
品

種
を
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
優
れ
た
特
性
を
持
つ
新
品
種
の
育
成

を
効
率
的
に
推
進
で
き
る
。

3

雄
性
不
稔
性
個
体
を
選
抜
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー

た
ね
な
し
性
は
カ
ン
キ
ツ
果
実
の
食
べ
や
す
さ
を
左
右
す
る
重

要
な
特
性
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
果
実
に
入
る
種
子
の
数
を
決
め
る

特
性
の
一
つ
で
あ
る
雄
性
不
稔
性
を
幼
苗
の
段
階
で
効
率
的
に
判

別
す
る
た
め
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
を
開
発
し
て
い
る
（
後
藤
ら
、

二
〇
一
八
、
農
研
機
構
研
究
成
果
情
報
）。
雄
性
不
稔
性
は
、
ウ

ン
シ
ュ
ウ
ミ
カ
ン
な
ど
の
一
部
の
カ
ン
キ
ツ
に
み
ら
れ
、
こ
の
特

性
が
交
配
で
得
ら
れ
た
育
種
実
生
に
遺
伝
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
葯
一
つ
あ
た
り
の
花
粉
量
と
花
粉
の
受
精
能

力
を
雄
性
不
稔
性
の
指
標
と
し
て
育
種
実
生
集
団
を
用
い
て
Ｑ
Ｔ

Ｌ
解
析
し
た
と
こ
ろ
、
葯
一
つ
あ
た
り
の
花
粉
量
の
多
少
を
決
定

す
る
ゲ
ノ
ム
領
域（
Ｍ
Ｓ‐

Ｐ
1
遺
伝
子
座
）は
第
8
染
色
体
に
座

乗
し
、
そ
の
近
傍
の
Ｓ
Ｓ
Ｒ
マ
ー
カ
ー（T

SR
F161

とG
SR
5112

）

が
雄
性
不
稔
性
の
選
抜
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
と
し
て
利
用
で
き
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
（
図
4
）。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
特
性
は
細
胞
質
の

影
響
を
受
け
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
紀
州
ミ
カ
ン
由
来
の
細

胞
質
も
併
せ
持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
本
マ

ー
カ
ー
の
利
用
に
よ
り
、
芽
生
え
の
段
階
で
雄
性
不
稔
性
の
個
体

の
選
抜
で
き
る
こ
と
か
ら
、
た
ね
な
し
性
の
新
品
種
の
効
率
的
な

育
成
を
効
率
的
に
推
進
で
き
る
。

図3 単胚性と多胚性の写真（左）と原因遺伝子のアレルの構造（右）
多胚性のアレルはCitRKD1遺伝子の上領域にMITE型トランスポゾンが挿入されている。
この構造差を利用して単胚性と多胚性の個体をPCRで識別できる。

図4 ウンシュウミカンなどのおしべの写真（左）と花粉量を制御する遺伝
子座（右）

ウンシュウミカンは花粉量が非常に少なく、その特性は子供の品種の「清見」に受け継が
れている。この特性をコントロールする染色体上の場所を特定し、その近傍のＤＮＡマー
カーの利用により、幼苗の段階で花粉量の少ない実生個体を選抜でき、育種効率が大幅に
効率化する。

���������������� カンキツの育種選抜に利用できるDNAマーカー

６２

カンキツの育種選抜に利用できるDNAマーカー ����������������

６３



4
�
お
わ
り
に

カ
ン
キ
ツ
の
ゲ
ノ
ム
研
究
の
進
展
に
よ
り
消
費
者
や
生
産
者
ニ

ー
ズ
の
高
い
形
質
を
選
抜
で
き
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
が
開
発
さ

れ
、
目
的
の
形
質
を
持
つ
実
生
個
体
が
幼
苗
の
段
階
で
選
抜
で
き

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
課
題
で
あ
っ
た
育
種
効
率
が
大
幅
に
改

善
さ
れ
て
い
る
。
本
報
で
紹
介
し
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
以
外
に

も
、
生
産
者
や
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
高
い
カ
ン
キ
ツ
か
い
よ
う
病
圃

場
抵
抗
性
の
選
抜
指
標
や
β‐
ク
リ
プ
ト
キ
サ
ン
チ
ン
高
含
有
化

の
た
め
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
を
開
発
し
て
い
る
。
今
後
、
こ
れ
ら

の
選
抜
マ
ー
カ
ー
に
加
え
、
食
味
や
食
べ
や
す
さ
な
ど
優
良
品
種

の
コ
ア
と
な
る
主
要
な
形
質
を
選
抜
で
き
る
マ
ー
カ
ー
セ
ッ
ト
が

開
発
さ
れ
、
国
内
の
育
種
事
業
場
に
お
い
て
普
及
す
る
こ
と
で
、

コ
ア
形
質
に
関
連
す
る
遺
伝
子
を
集
積
し
た
優
れ
た
育
種
素
材
が

充
実
し
、
カ
ン
キ
ツ
新
品
種
開
発
の
国
際
競
争
力
の
維
持
に
結
び

付
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
カ
ン
キ
ツ
で
は
主
要
な
在
来
種
の

ゲ
ノ
ム
解
読
は
完
了
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
解
読
技
術
や
ア

ッ
セ
ン
ブ
ル
技
術
で
作
成
し
た
ゲ
ノ
ム
配
列
は
、
配
列
の
異
な
る

二
種
類
の
染
色
体
の
一
部
の
情
報
が
抜
け
落
ち
て
い
る
。
ゲ
ノ
ム

情
報
を
カ
ン
キ
ツ
育
種
へ
よ
り
高
度
に
利
用
す
る
た
め
に
も
、
新

た
に
開
発
さ
れ
た
次
世
代
シ
ー
ケ
ン
ス
技
術
に
よ
り
主
要
品
種
を

リ
シ
ー
ケ
ン
ス
し
、
各
品
種
の
ゲ
ノ
ム
構
造
の
特
徴
を
正
確
に
捉

え
る
必
要
が
あ
る
。

近
年
、
様
々
な
植
物
で
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
な
ど
を
用
い
た
農
業

形
質
の
改
良
が
進
め
ら
れ
、
カ
ン
キ
ツ
で
は
海
外
の
研
究
機
関
に

お
い
て
こ
れ
ら
の
技
術
を
用
い
て
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
や
カ
ン
キ
ツ

か
い
よ
う
病
の
抵
抗
素
材
の
開
発
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
わ

が
国
で
は
遺
伝
子
組
換
え
作
物
（
Ｇ
Ｍ
Ｏ
）
や
ゲ
ノ
ム
編
集
個
体

の
社
会
受
容
が
ア
メ
リ
カ
な
ど
Ｇ
Ｍ
Ｏ
先
進
国
と
比
べ
て
醸
成
さ

れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
技
術
は
有
用
形
質
の
原
因
遺
伝
子
の

機
能
解
明
な
ど
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
の
開
発
を
支
援
す
る
基
盤
技

術
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
マ
ン
ダ
リ
ン
類
の
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を

確
立
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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